








































がんばりすぎなあなたにご褒美を！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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レベル１：アイリスママとの出会い






「救世の騎士、勇者ウィル・エルサント！」

　国王から直じき々じきに名前を呼ばれ、俺は拍手で迎えられながら壇上にのぼる。真っ白な大理石で造られた神殿の壇上からは、貴き賓ひん席せきの王族並びに貴族たち、そして王立騎士学校に入学したばかりの若者たち……合わせて一千人を超える参加者を見渡せた。

　この手で魔王を討ち滅ぼしてから一年、あらゆる催さい事じに出席しては、世界を救った英雄として講演会を行ってきた。今回も新しん進しん気き鋭えいの新入生たちを激げき励れいするために呼び出された次第で、俺は魔王を倒したときと同じミスリルアーマーを着込み、腰には伝説の聖剣を提げている。これは言うなれば、模も範はん的てき英えい雄ゆうである俺の正装であり、俺を伝説の勇者たらしめているキーアイテムだ。

　勇者からの励はげましの言葉を期待して、目を輝かせている新入生たち。

　英雄として国民の模範となれと、厳しい目を向けてくる王族と貴族たち。

　俺は腰の鞘さやから伝説の聖剣を抜き、それを高々と掲げると、




「こんな仕事、もう嫌だ──────っ!!」




　あさっての方角に向けて、力一杯に投げ捨てた。

　伝説の聖剣が大理石の柱に突き刺さり、甲かん高だかい音が神殿全体に響くと、激げき励れい会に集まった参加者が一気に静まりかえった。沈黙がしばらく続いたあと、我に返った王族や貴族からは「勇者は気でも触れたか!?」と怒ど号ごうが飛んできて、王立騎士学校の新入生たちが不安そうにざわめき始める。けれども、この混乱こそ俺の望んでいた光景でもあった。




「模も範はん的てき英えい雄ゆうなんてうんざりなんだ!!　勇者なんてやめだ!!」




　俺はステージから飛び降りて、戸と惑まどっている新入生たちの間を駆け抜ける。

　会場を警備している衛兵が止めてきたが、それにも構わず神殿から外に飛び出した。

　城じよう下か町まちの大通りを突っ走りながら、身にまとったミスリルアーマーのパーツを外しては投げ捨て、外しては投げ捨てを繰り返す。国王から授与された数々の勲くん章しようも、小銭をばらまくかのように投げ捨ててやった。




「俺は自由だ──────────っ!!」




　魂の叫びが昼下がりの城下町にこだまする。

　俺はそのまま城下町を脱出すると、誰だれにも行く先を知らせることなく、あてのない放ほう浪ろうの旅に出ることにした。模範的英雄を演じることも、勇者としての過去に縛られることも終わりだ。これからは俺自身のための人生を送ってやる。

「俺の人生は今、この瞬間から始まるんだ！　俺は生まれ変わるんだ！」

　力尽きた頃ころには日が沈んでおり、俺は街道沿いの草原で一年ぶりに野宿した。







　こんなことになったのには深いわけがある。

　俺の名前はウィル・エルサント。

　年齢は十八歳。職業は世界を救った勇者。

　ことの始まりは十年前にさかのぼる。大陸の東端にある険しい山脈地帯に、突如として魔王の居きよ城じようが出現した。大陸を統治する王国は魔王を倒すために挙兵したが、魔王軍は物量でも魔法でも王国軍を圧倒しており、王国軍は魔王軍の侵攻を食くい止とめるだけで精一杯だった。

　そして今から二年前、国王は起死回生の一手を打った。

　優れた戦士たちを集めて、救世の騎士と呼ばれる魔王討とう伐ばつ隊を結成させたのである。

　俺は当時、十六歳になったばかり。

　騎士の名門に生まれ育ち、王立騎士学校の在学中に招集された。

　魔王討とう伐ばつの旅路は困難を極めた。古代遺跡にて伝説の聖剣を入手し、霊山の賢者との修行で奥おう義ぎを身につけ、そしていつもリーダーとして仲間を率ひきい続けた。最後は魔王軍の占領地域に潜入し、一騎打ちの末に魔王を打ち倒した。

　世界は平和になり、俺は世界を救った勇者として凱がい旋せんした。

　だが、俺を待っていたのは平穏で退屈な日常などではなく、模も範はん的てき英えい雄ゆうとして振る舞わなければいけない窮屈で息苦しい日々だった。

　魔王軍に敗北寸前まで攻め込まれていたものだから、王国の国政はガタガタになっていて、国王に対する国民の信頼も地に落ちていた。そこで国王が目をつけたのが、救世の騎士たちの絶大な人気である。勇者たちを復興の先駆けとして各地に送り込み、国民を励はげまさせつつ、国王への信頼を回復させたのだった。

　俺だって王国の復興は願っていたし、少しでも復興の役に立つならと従っていたが、国民の期待を絶対に裏切れない立場は息がつまった。あらゆる行事に顔を出し、勇敢に戦ったエピソードを語り、国民たちから尊敬の眼まな差ざしを向けられて、裏ではプライベートな時間を持つこともできない。文句の一つも言おうものなら、国民は世界を救った勇者に失望し、今日を生きる活力すら失ってしまうだろう。

　本当の気持ちを表に出せず、ひたすら自分を殺して奉仕し続ける日々。

　模範的英雄ってのは奴ど隷れいのことなのか？

　そんな疑問を抱きながらも、気づいたら一年が経過していた。

　この一年間は少なくとも無駄ではなかった。俺は英雄として国民を励ませただろうし、国王の権威もかなり回復させた。でも、俺自身は何もできていなかった。義務的に食事を取り、言われるがままに働いて、あとはむなしく寝るだけだった。

　だから最終的に心が爆発して、ああやって全すべてを投げ出してしまった。

　まあ、全てを投げ出したとは言っても、激げき励れい会の場で捨てていったのは換金したら足がつくものばかりだ。実のところ、懐ふところには当面の旅費や換金できる宝石やアイテムを忍ばせていたのである。結局、あらかじめ逃げる準備をしておかなければ、俺は自分の心を爆発させることすら満足にできなかったのだ。

　ともあれ、俺はあらゆる責せき務むやしがらみを投げ出した。

　投げ出してしまったまではよかったのだが……。







　放ほう浪ろう生活を始めて三ヶ月。

　俺は冷たい雨に打たれながら、夜の山道を一人でとぼとぼと歩いていた。

　ここがどこなのかも分からない。人気もない。明かりもない。聞こえるのは激しい雨音と山道を囲む木々が風にざわめく音ばかり。雨に体温を奪われて体が震えており、空腹で胃がきりきりと痛む。

　王都を飛び出してから、正体を隠して国中を歩き回った。

　正体を隠すためにも、一カ所にはとどまれない。宿屋に泊まったり、大金で買い物したりすることも、目立たないためには避けるしかなかった。人にん相そうを隠すためにフードをかぶり、訪おとずれた街でコソコソと食料を買いためては野宿を繰り返す。野宿だから気が抜けず、ここ最近は不眠状態が続いていた。

　ここまで苦しい旅路は、魔王軍の占領地に潜入して以来だろう。それでも、誰だれからも好感をもたれるように愛想笑いを浮かべて、正直な気持ちを押し殺して、その裏側では自分を見失って感情が抜け落ちるよりはマシなはずだ。

「でも、ここで倒れたら死ぬよな……」

　足下の水たまりには不健康そうな自分の顔が映っている。

　顔色が悪く、髪はボサボサ、まとっているローブもボロボロで浮ふ浪ろう者しや同然だ。

　雨で濡ぬれた斜面でずるりと滑り、俺はそのまま水たまりに倒れ込む。

　脳裏をよぎるのは後悔ばかりだ。

　もっと正直に……自由に生きたかった。やりたくないことは絶対にやりたくないと突っぱねて、自分がやりたいと思うことをやるべきだった。それに気づくのが遅れてしまったことが悔しくてたまらず、止めどなく涙があふれ出てくる。

　自分のために泣くことだって久しぶりだ。

　どんな皮肉だよ、と俺は自じ嘲ちようする。

　初めて自由にやれたことが、こうして悔し泣きすることだなんて……。

　意識が途と切ぎれる前、俺が最後に感じたのは泥どろ水みずの苦い味だった。





　×






　再び目を覚ましたとき、俺が最初に感じ取ったのは、全身を包んでいる柔らかさと暖かさだった。上半身を起こしてみて、ベッドに寝かされていることにようやく気づき、いつの間にか誰かに──おそらく、ここの家や主ぬしに助けられたのだと分かった。

　素そ朴ぼくな木造家屋の寝室で、窓からは明るい木こ漏もれ日びが差し込んでいる。日の高さから考えて、おそらくもう昼過ぎだろう。寝室はよく片付けられていて、綺き麗れいに掃除されているが、可愛かわいらしい人形が飾ってあったり、どことなく少女的な印象を覚える。

　そんなとき、寝室のドアが開いた。

　姿を現したのは十二歳くらいとおぼしき少女である。

　綿わた菓が子しのようにふわふわとしており、ゆるくウェーブのかかっている金髪。いかにも純粋そうな丸い青色の目。すらりとした手足に肉付きの薄い体つき。田舎の村娘らしい素そ朴ぼくなピンク色のエプロンドレス。見ていると懐かしくてホッとするような、柔らかい雰囲気を持つ美少女だ。

　少女は柔らかな笑顔をこちらに向けている。

「お昼ごはん、食べる？」

　彼女から尋ねられて、芳こうばしいパンの香りが漂ただよっていることに気づいた。

　どうやら、ドアの奥にはキッチンがあるらしい。

　空腹に耐えかねた腹がぐぐぅ～と大きな音を立てる。

「あ、あぁ……食べさせてもらえるならありがたい」

　それを聞いた少女が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「それじゃあ、準備してるから来てね！」

　寝室のドアを開けたまま、金髪の少女が奥に引っ込もうとする。

「ま、待ってくれ！　きみの名前は──」

「アイリスだよ！」

　白い歯をニッと見せて無邪気に笑うアイリス。

　俺はベッドから起き上がり、やっと服まで着替えさせられていることに気づいた。












　おぼろげながら記憶がよみがえってくる。

　まさか、あの年とし端はもいかない少女……アイリスが全すべてやってくれたのか？

　寝室から出てみると、そこはキッチンとテーブルのあるダイニングルームだった。食器棚や小さなパン焼きかまどもある。玄関のドアの横には靴箱があり、アイリスのものとおぼしき靴だけが何足か置かれていた。

「はい、準備できたよ！」

　テーブルには二人分の昼食が並べられている。焼きたてらしくほかほかと湯ゆ気げを立てている丸パン、ベーコンの添えてある目玉焼き、新鮮な生野菜のサラダ、瓶入りの牛乳まであり、栄養も食たべ応ごたえもありそうだった。

　俺がテーブルに着くと、アイリスが熱々のパンを手渡してくれた。

　ご丁寧にもバターまで塗ってくれている。

「あ、ありがとう……いただきます」

「いただきまーす！」

　あまり食欲はないが、とりあえず一口だけ食べてみる。

「これはっ──」

　瞬間、芳こうばしいパンの香りが気持ちよく鼻に抜けていった。

　焼きたての丸パンは外がカリッとしていて、中はふっくらと柔らかく、生地の甘みとバターの塩気が絶妙にマッチしている。そして、温かい食事のなんと安心することか。俺に食べられるためだけに作られたとしか思えないほどのおいしさだ。

「う、美う味まい……」

　俺の口から自然と賞しよう賛さんの言葉がこぼれていた。

「こんな美味いものを食べたのは初めてだ！」

「ええーっ!?　そ、そんな大げさだよぉ……」

　アイリスが照れて髪をくしくししている。

「いやいや、大げさなものか！　アイリス、きみの作ってくれたパンが一番だ！」

　魔王討とう伐ばつの旅をしている間も、模も範はん的てき英えい雄ゆうとして活動していた間も、食事を楽しんでいる余裕などなく、食べ物の味もほとんど感じられていなかった。救世の騎士として招集される以前だって……。

「おかわりもたくさんあるから、おなかいっぱい食べてね？」

　俺は二つ目の丸パンに手を伸ばす

　それから目玉焼きにサラダと食事を楽しむ。

　どれも素そ朴ぼくで新鮮な味がして、嬉うれしいくらいに味覚を刺激してきた。

　逃亡中は保存食ばかりかじっていたからなおさらだ。

　あらかた食べ終えたところで大事なことを思い出す。

「すまん、名な乗のるのを忘れていた。俺はウィル……しがない旅人だ」

　心苦しいが正体を明かすことはできない。

　勇者をかくまったことになれば、彼女にも迷惑がかかってしまうだろう。

「アイリス、きみが行き倒れていた俺を助けてくれたのか？」

「うん、そうだよ！　村長さんのおうちから帰る途中に雨が降ってきて、そのときにウィルさんが倒れてたのを見つけたの。ウィルさんが着てる服、お父さんのやつなんだけど少し小さかった？」

「いや、大きさは大丈夫だが……アイリス、きみのご家族は？」

　アイリスがふるふると首を横に振る。

「お父さんはこの村を守る戦士で、わたしが赤ちゃんのときに戦って死んじゃったの。お母さんは体が弱くて、一年前に病気で死んじゃった。お父さんの顔は覚えてないし、お母さんが死んじゃったのは寂しいけど……でも、わたしだってもう十二歳だもん！　自分のことはちゃんとできるよ！」

　彼女の明るい笑顔に俺は目がくらみそうになる。

　魔王を倒してから早一年間。

　同じ一年間でも、俺が国王の言いなりになっている一方で、幼いアイリスは肉親の死を乗り越えていたとは……純粋で温かい彼女の存在が、今の俺には眩まぶしすぎる。太陽のど真ん中に飛び込んでしまい、その身を焼かれているような気分だ。

「アイリス、きみは一生懸命に生きているんだな！」

「えへへ……」

　気き恥はずかしそうに頰ほおを赤らめるアイリス。

　彼女のことをほめてあげたい！　ほめちぎってあげたい！

　頭をなでてあげようかと思ったが、俺は出そうとした手を瞬時に引っ込めた。

「ごちそうさま、アイリス……と、そうだ」

　俺は寝室に向かうと、手早く着替えて支し度たくを済ませる。

　荷物を手にして戻ると、小さな革袋をアイリスに手渡した。

「少ないが取っておいてくれ」

　宝石やアイテムを換金した旅費の一部だ。

　金貨がそれなりに入っているので、彼女一人だけならしばらく暮らせるだろう。

　正体も明かせない俺にできることはこの程度だ。

「え、えと、これ……」

　アイリスが戸と惑まどっている間に俺は席を立つ。

　荷物を担ぎ、玄関のドアを押し開けた。

「ありがとう、アイリス。きみの作ってくれた料理は本当に美お味いしかった。だが、これ以上は甘えていられない。俺は今日中にこの村を出るよ。だから、俺のことは……必ず忘れてくれ」

「あの、ウィルさん──」

　アイリスが何か言おうとしたが、俺はそれを待たずに彼女の家をあとにした。

　勇者は誰だれかを救う存在であって、決して他人に迷惑をかけるような存在ではない。俺が言えたことじゃないのは分かってる。それでも、勇者をやめて、救うことから逃げてしまっても、せめて誰かの負担になることだけは……。







　アイリスの家を出たあと、俺は曲がりくねった坂道を降りていった。

　どうやら、彼女の家は村はずれにあったらしく、坂道を下っている間、村人とは一人もすれ違わなかった。

　所々に水たまりが残っており、この辺で倒れたのだろうと想像がついた。

　坂道を下ると開けた場所に出て、この村が広々とした山さん麓ろくにあると分かった。

　木造の平屋がぽつぽつと建っており、野菜畑や果樹園が広がり、牧草地では牛が草を食はんでいる。村全体にのほほんとした雰囲気が満ちているが、それでいて村人たちは仕事に精を出している。ふと実家の周りに広がる荘しよう園えんの風景を思い出した。こんなところでのんびりと暮らすことができたら最高だろうに……。

（いや、俺はもう勇者であることをやめたんだ）

　模も範はん的てき英えい雄ゆうとして民衆の導みちびき手になる以外、そもそも俺には生きる道がなかった。

　それを捨ててしまった今、俺の居場所なんてどこにもない。

「本当に後ろ向きだな、俺は……」

（あぁ、もう！　ネガティブなことばかり考えてどうする!?）

　あんなに幼いアイリスですら、苦境から立ち直っている。俺だって一人で生きなければ……前を向かなければいけない。それは人間ならば当たり前のことだ。

　アイリスの用意してくれた食事は美お味いしくて温かかった。でも、なによりもありがたかったのは彼女の存在そのものだ。アイリスの明るくて無邪気な笑顔が、今の俺にとってはまさしく太陽なのだ。

　昨日の悪天候が噓うそのように空は晴れ、太陽が長閑のどかな村をさんさんと照らしている。

　でも、なんとなく、俺にだけはあの太陽の光が届いていないような気がしていた。




「バブみ受容レベル１か……ママのおっぱいも満足に吸わせてもらえんかったと見える」




「は、はい？」

　背後から不意に話しかけられたので、ちゃんと聞き取ることができなかった。

　俺に声をかけたのは十代後半とおぼしき少女だった。

　薄紫色の髪を長く伸ばし、前髪を切りそろえている。少女らしからぬけだるそうな目つき。私は魔女です、と言わんばかりに古風なマントを羽は織おっている。林りん檎ごの木に背中を預けて、彼女はしげしげと俺のことを見ていた。

　もしかしたら、俺を連れ戻しに来た追っ手かもしれない。だとしたら厄やつ介かいだ。この村にも迷惑をかけてしまうし、こちらは丸まる腰ごしで戦うことも満足にできない。目前の少女だけではなく、他ほかにも隠れて見張っているものがいる可能性もある。

　少女がからからと笑った。

「そう警戒するでない。ワシはこのラクーナ村の村長じゃ。見ての通りに魔女をしておってな、村長の仕事を引き受けてかれこれ数十年になる。おっと、乙女おとめに年齢を尋ねたりするんじゃないぞい？」

「は、はぁ……」

　魔女の村長とは珍しい。見た目が若いのは、魔力で若さを保っているからだろうか。

　それにしても、数十年にわたって村長の仕事を続けているとは……。正直、怪しさしか感じられないが、こんな風貌でも村人たちから慕われているのかもしれない。ちょっと変わった雰囲気の人物だが、悪い人ではなさそうだと俺の勘が告げていた。

「おぬしのことは知っておるぞ。アイリスちゃんに拾われた少年じゃな？」

「はい……でも、もう村を出るところです」

「なんじゃ、もう行ってしまうのか」

　拍ひよう子し抜ぬけした感じの村長。

「俺みたいな余よ所そ者ものがいたら、この村には迷惑でしょう。それも年とし端はもいかない少女のところに泊まるだなんて非常識だ。助けてもらったことは感謝しています。だからこそ、俺が長居しない方がいいでしょう」

　俺は正論を言ったつもりだが、村長はやれやれといった感じに首を振った。

「おぬし、鏡は見たか？　若者にしては随分と疲れた目をしておるぞ。どうやら、おぬしは体よりも心が傷ついている様子……今からでも引き返して、彼女にたっぷりと甘えてみたらどうじゃ？」

　一瞬、アイリスの笑顔が脳裏をよぎる。

　アイリスの下に戻れば、温かい食事を振る舞われ、柔らかいベッドで寝させてもらえるかもしれない。でも、彼女の優しさに甘えてどうする？　彼女に余計な迷惑をかけてしまうだけだ。そのような甘えが許されていいはずがない。

「そんなこと、俺にはできません……」

　やっとのことでそれだけ言うと、俺はその場から足早に立ち去った。







　村を一いち望ぼうできる高たか台だいで、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　すでに日が沈みかけている。

　結局、村を去ることも、とどまることもできなかった。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分自身に嫌いや気けがさしてくる。

　行き場所なんてどこにもない。自分の気持ちに正直になって、自由に生きてやろうと一いち念ねん発ほつ起きしたが、結局は何からも逃れられなかった。こんな生き地獄が続くくらいならいっそのこと──

「ウィルさんっ！」

　そのとき、甲かん高だかい少女の声が聞こえてくる。

　振り返ってみると、そこにはアイリスの姿があった。

　高台を駆け上がってきたのか、はぁはぁと息を切らし、額には汗が浮かんでいる。

　呼吸を落ち着かせようとしてか、両手を慎つつましやかな胸に当てていた。

「俺のことを……探しに来てくれたのか？」

　問いかけにアイリスはこくりと頷うなずいた。

　声を出して返事ができないあたり、本当に頑張って村中を走り回っていたのだろう。

　彼女の方に足が向かいそうになって、俺はどうにか寸前でこらえた。

　ここは正体を明かしてでも追い払うしかない。

「アイリス、きみに言わなければいけないことがある」

　心苦しいことだが、どうにか言葉にした。

「俺は救世の騎士……勇者ウィル・エルサントなんだ」

　王国の各地を訪問していたときは、感動や驚きで泣き出すものもいた。しかし、あんな形で逃げ出してしまったのである。今はどんな風に話が伝わっているのやら。彼女もさぞや驚くか、軽けい蔑べつすることだろうが──

「知ってたよ？」

「えっ!?」

　こちらの予想に反して、アイリスはあっけらかんと言い放った。

「内ない緒しよにしてごめんなさい！」

　アイリスがつむじが見えるくらいに頭を下げる。

「今日の朝、ウィルさんが寝ている間に村長さんが来たの。それでウィルさんが勇者様だって分かって、村の人たちを集めてお話をしたの。勇者様が一人旅をしているのはきっと理由があるから、ウィルさんから言ってくれるまでは気づかないふりをしようって。村の人たちもウィルさんのことを心配してたよ！」

「そうだったのか……」

　なんて心優しい人たちなんだ、と素す直なおに感動した。

　勇者という信頼ある肩書きにこれほど感謝したことはない。

「わたし、勇者様と会えてすっごく嬉うれしかった！」

　嬉しそうに身をくねらせるアイリス。

　そんな彼女を見ていると、今度は罪悪感が首をもたげてきた。

「……実は、俺はもう勇者はやめたんだ」

「そうなの？」

　アイリスがきょとんとする。

　このまま立ち去る気分ではなくなってしまった。

「なあ、俺の昔話を聞いてくれるか？」

「勇者様のお話？　それともウィルさんのお話？」

「そうだな、これは……俺自身の話だ」

　子供は時として、鋭く核心を突く。

　アイリスの純粋な瞳ひとみには、俺の姿はどう映っているのだろう？

　俺は誰だれにも語ったことのない身の上話を語り始める。

「アイリスも知っているとおり、俺は魔王を倒した勇者だ。救世の騎士と名付けられた仲間たちと共に旅をして、伝説の聖剣を見つけたり、聖者から奥おう義ぎを学んだり、洞どう窟くつでドラゴンと戦ったりした。もちろん活躍したのは俺だけじゃなくて、仲間に助けてもらうことも多かったし、魔王と戦えたのも仲間が俺を先に行かせてくれたからだ」

　ここまでは模も範はん的てき英えい雄ゆうを演じている際にも語ってきたことだ。

　だから、ここからは絶対に誰にも話せなかったことになる。

「俺は魔王を倒した。しかし、それは仲間たちと絆きずなで結ばれていたからじゃない。俺たちが単に強かったからだ。俺は仲間たちと心の底から打うち解とけることができなかった。連絡も取っていないから、彼らが今は何をしているのかも分からない」

「ラクーナ村の人たちはみんな仲良しだよ！」

「それはもちろんいいことだ」

　俺はアイリスの笑顔でわずかに心が安らぐ。

「俺は物もの心ごころついたときから、勇者になるべく父親に躾しつけられてきた。エルサント家は国王に代々仕えている騎士の家系で、父は魔王軍との戦いで負ふ傷しようしている。そもそも救世の騎士という計画自体、俺をリーダーに据すえることが軸になっていた」

　魔王軍に父を再起不能にさせられた息子が勇者として立つ……実にドラマチックな展開で、実際に王国軍の士し気きも高まり、国民からも多大な寄付が集まった。そんな展開を興おこすために必要とされていたのが勇者という存在だった。

「勇者になるために俺は人生の全すべてを捧ささげてきた。朝起きてから寝るまで、勉強と稽けい古こ漬けで遊ぶ暇もない。友達だって作れない。そんなものは勇者に必要ないってさ。魔王に立ち向かう勇気と国民を愛する心、それだけがあればいいそうだ」

　日ひ頃ごろから友達も作れないのでは、旅の仲間たちと打うち解とけられるわけがない。

　強さだけは手に入れられたから、魔王を倒すことはできたが……。

「使用人の子供たちが食べているお菓か子しをこっそり分けてもらったら、使用人の家族が親子共とも々ども追い出された……なんてこともあったな。俺だけじゃなくて、周りに迷惑がかかるんだから反抗のしようもない」

「ひどい！」

　アイリスがすでに目を潤うるませている。

（本当に優しい心の持ち主なんだな……）

　自分のことのように怒ってくれる彼女に、俺はつい嬉うれしくなってしまう。

「俺は必死に耐えた。魔王を倒すまで勇者を演じきれば終わると思ったが……そこからは国民の模範となるような英雄を演じることを強いられた。かつての仲間たちは喜んでその役を引き受けていたよ。自分たちは英雄だと心の底から思えていたんだろうな。俺はダメだった。勇者の俺と実際の俺が乖かい離りするばかりだった……」

　そうして起こったのが三ヶ月前の爆発であり、俺は結局そこから自由にも正直にもなれず、周囲に正体を知られるのではないかと怯おびえ続ける日々を送っていた。昨日、アイリスに助けられていなければ、本当にあのまま死んでしまっていたことだろう。

「お母さんは……」

「えっ？」

「ウィルさんのお母さんはどうしてたの？」

　上うわ目め遣づかいで聞いてくるアイリス。

　彼女の目には今にもこぼれそうな大粒の涙が浮かんでいた。

「俺の母は……俺を産んだときに亡くなっている」

「そんなっ……」

　ショックを受けたアイリスの目からついに涙がこぼれる。

「綺き麗れいな人だった、とだけは父から聞かされている。でも、それだけだ」

　俺は見たこともない存在に思いを馳はせた。

「母親か……どんな感じなんだろうな。教育係を兼ねた乳う母ばや、女性の使用人は身近にいたけど、最後まで母親ってものが分からなかった。母さんが生きていたら、何か変わっていたか……いや、そんな他た力りき本ほん願がんなことを考えても……」

　地面にぽたりと大粒の涙が落ちる。

　アイリスの涙かと思ったら、落ちた場所は俺の足下だった。

　そこからはもう涙を止められなかった。

　我慢しろ、俺！　アイリスの前じゃないか！　出会ったばかりの少女の前で、大の男が涙を見せるというのか？　感動したからとか、誰だれかの苦難を悲しんだからではなく、ただ自分がつらいから泣いてるってのか？　そんなこと、模も範はん的てき英えい雄ゆうを演じていた頃ころからは考えられない。子供じゃないんだぞ！

「くそっ、どうなってるんだこれ……」

　ぽろぽろと涙がこぼれて、全身が燃えるように熱くなってきた。

「泣かないように我慢することなんて、いくらでもやってきたはずなのに……」

　俺はいよいよ地面に膝ひざをついてしまう。

「俺は……俺の人生はなんだったんだ……父の言いなりになって、誰にも心を打ち明けられなくて……そのあげくに逃げ出して、大勢の人たちの期待を裏切って、そのくせに何もできず……うっ、うああああああっ！」

　喉のどの奥から感情があふれだしてくる。

　俺は村中に聞こえてしまうような大声で泣き叫んだ。

　こんなに泣いたのは生まれて初めてだ。子供のときですら、こうは泣かなかった。アイリスを相手に話していると、まるで彼女の純粋さが染み込んできたように正直な気持ちが胸からあふれてくる。

　さびしい、くるしい、つらい。

「俺は頑張ったんだ！　勇者なら当然だと突き放さないでくれ！　失敗したり、不満を漏らしたり、後ろ向きになったり、たまにはだらけたりすることを許してくれ！　俺が新しいことに挑戦していたら励はげまして、ちゃんとできたら必ずほめてくれ！　自分の時間には好きなことをさせてくれ！」

　本当はもっと早く、声を大にして言いたかった。

　でも、これを認めてしまったら、心が完全に壊れてしまうような気がして──

「ウィルさんは優しいんだね」

　俺の体が柔らかく温かな感触に包まれる。

　ふと顔を上げると、すぐ目の前にアイリスの笑顔があった。

　彼女は膝を折った俺の体を抱きしめ、そして子供をほめるように頭をなでていた。

　エプロンドレスには微かすかに焼きたてのパンの香りが残っている。

　情けないとは思いながらも、俺は彼女の小さな胸にすがりついていた。

「俺は優しくなんかない……ただ、誰にも逆さからえなかっただけで……」

「本当に嫌々やってたことなら、仲間を勇気づけたり、出会った人たちに元気をあげられたりできないよ。誰かを助けたい、みんなを励ましたいって気持ちが、ウィルさんの中にたくさんあったんだってわたしは思う！　絶対にそう！」

　アイリスが俺の頭を抱えて、ぎゅーっと自分の胸に押しつける。

　すると、彼女の体温に包まれると共に、静かな鼓こ動どうが俺の耳に届いてきた。大きく深呼吸すれば、エプロンドレスの布地越しでも優しいアイリスの匂においを感じられる。そうしているうちに気持ちが落ち着き、いつの間にか涙も止まっていた。

「……そうだ！」

　アイリスが何かを思いついて明るい声をあげる。

　俺がつられて顔を上げると、彼女は満まん面めんの笑みを浮かべて言った。




「わたしがウィルさんのママになってあげる！」




　アイリスの表情は実に誇ほこらしげである。

「んなっ……」

　一方、俺は大おお口ぐちをあんぐりと開けて驚いていた。

　それから少し遅れて、自信満々な彼女の言い方に笑みが込み上げてきた。

（これが……アイリスが一生懸命考えてくれた解決策なのか）

　子供らしさにあふれていて実に微笑ほほえましく、それでいて核心を突いた提案だった。彼女が俺のママになるというのはちょっと無理のある話だが……でも、彼女の純粋さがあふれているアイディアだ。

「でね！　それでね！」

　アイリスの笑顔はこれも名案だと言葉にする前から語っていた。




「ウィルさんがわたしのパパになってくれたら嬉うれしいなって……」




　まさに娘が父親に誕生日プレゼントをねだるような頼み方だった。

　とろんとした甘い上うわ目め遣づかい。

　いたいけな少女の精一杯のわがままがそこにある。

　実家の使用人たちが家族といるときや、任務の途中で訪おとずれたどこかの街角で、そんな光景を何度も見てきた。人々を励はげましたり、笑顔にさせたりできるのは、勇者だけじゃないってことを俺はもう知っていたはずだ。

　勇者をやめてしまった俺でも、やれることが何かあるのだろうか？

　……いや、迷うことはない。

　なぜなら、絶対にあるとアイリスの笑顔が教えてくれていたからだ。

「分かったよ、アイリス」

　俺は意を決して立ち上がる。

「俺はアイリスのパパになる！　俺が今からアイリスのパパだ！」

「本当!?」

　アイリスが嬉うれしがってぴょんぴょんと飛び跳ねる。

　ゆるふわの金髪が軽かろやかに揺れていて愛らしい。

（こんな彼女に嬉しがってもらえるなら、俺はもう喜んで彼女のパパになる！）

　そうやって、俺が幸せを嚙かみしめているときだった。

　アイリスの頭上に光の輪が、そして背中に純じゆん白ぱくの翼が見えた。

　ゆるふわの金髪を弾ませて、満開の笑顔を振りまきながら跳ねる天使……おそらく、俺の心に映ったアイリスの姿なのだろう。それは一瞬の幻だったが、俺の記憶には鮮やかに焼き付いていた。

　あるいはアイリスは本当に天使で、魔王を倒したご褒ほう美びとして神様が遣わしてくれたのかもしれない。魔王討とう伐ばつから一年と三ヶ月もズレているが、この際だからちょっとのズレくらい全然気にしません！

「えへへ、パパ大好き♡」

　アイリスが嬉しそうに顔を赤らめる。

　言葉にしてみて恥ずかしかったのか、彼女は両手で顔を隠してしまった。

「パ、パパか……」

　とはいえ、面と向かってパパと呼ばれるのは気き恥はずかしい。

「嬉しいことは嬉しいんだが、この歳としでパパってのは流石さすがに慣れないな……」

「えーっ!?」

　残念そうに声をあげるアイリス。

　彼女は腕組みをして「うーん……」と考え込んだ。

「それなら、パパのことはウィルさんって呼ぶ！」

「そうしてもらえると助かる」

「でも、たまにパパって呼んでもいい？」

「そうだな、たまにならな」

「やった！」

　先ほどまで二人で泣いていたのに、今ではもう二人とも笑い合っている。

「わたしたちのおうちに帰ろう、ウィルさん」

「……あぁ！」

　アイリスが差し出してくれた手を俺は握りしめる。

　彼女の手は小さくも温かく、しっかりとこちらの手を握ってくれていた。

　こんなに心の重さがすっきりとなくなって、それと同時に温かいものがたくさん入ってきた経験は初めてだ。山の陰かげに沈もうとしている夕日がいつになく眩まぶしく見える。これから素晴らしいことが始まりそうな予感を俺は覚えていた。

　これからはやりたいことだけをやり、やりたくないことはやらない……そんな自分に正直で自由な生き方をしよう。無駄にしてしまった時間を、押し殺してしまった心を取り戻す。アイリスと一緒なら絶対にできると、俺は強く感じていた。









レベル２：夜のアイリスと即オチ勇者様






　俺とアイリスは手をつなぎ、本当の親子よろしく高たか台だいを下っていった。

　彼女は余程嬉うれしいようで、つないだ手を大きく振っている。

　夕日はいよいよ山の向こうに沈みそうで、もうすぐ一気に暗くなってしまうだろう。空にはすでに白い月がこっそりと姿を現している。旅をしているときにもよく見た、ありふれている景色のはずなのに、なんだか輝いて見えるから不思議だ。

　高台を降りたところで、俺の腹が大きな音を立てた。

　昼間に続いて今日で二回目で、これは流石さすがに恥ずかしくなってくる。

　アイリスは腹の虫を聞いてくすくす笑うと嬉しそうに言った。

「おうちに帰ったら、ごはん作るね」

「そうだな。それじゃあ、俺も手伝って──」

「それはダメ！」

　ぷくっと頰ほおを膨らませるアイリス。

「台所は女の戦場、なんだよ？」

「な、なるほど……そこまで言うなら任せようか」

　本当は娘に食事を作ってもらうなんて申し訳ないのだが……。

　アイリスがスキップで駆け出し、スカートを翻ひるがえして振り返る。

「わたし、ウィルさんにごはんを作るのがすっごい楽しみなの！　やっぱり、自分が食べるだけのごはんよりも、誰だれかに食べてもらうごはんの方がもっと作りたいなーって感じになるよ？」

　西日よりも眩まぶしい彼女の笑顔。

　なんて純粋で、健けな気げで、思いやりがあるんだ！

　その場で身もだえしそうになるが、俺は仮にも元勇者、仮にも新しい父親である。

　メンツや威い厳げんというものがあるから、ここは歯を食いしばって平然を装よそおった。

「アイリスのおかげで、俺も寂しい食事をしなくて済むよ」

　まるで走そう馬ま燈とうのようにかつての思い出がよみがえる。

　父が仕事で忙しく、幼いときは広い食堂で一人の食事。騎士学校では周囲に人こそ集まったが、すでに勇者らしく行動することだけを考えていた俺は誰とも打うち解とけられず、それは救世の騎士として魔王討とう伐ばつの旅に出たあとも同じだった……。

　ぽつんと一人で食事している姿がアイリスに重なる。

　不意に涙るい腺せんが緩ゆるんできた。

（アイリスに二度と寂しい思いをさせてたまるか！）

　そんな風に決意を新たにしていると、

「待っておったぞい、アイリスちゃんにウィルくん」

　分かれ道のど真ん中で、村長が腕組みして待まち構かまえていた。

　アイリスがぺこりと会え釈しやくする。

「村長さん、こんばんは！」

「おう、こんばんはじゃぞ！」

　にっこりと微笑ほほえみ返す村長。

　全く信じられないことだが、アイリスが言うなら本当に村長なのだろう。

「ウィルくん、大人の話がしたいのだがよいかな？」

　村長はそれから俺の方に微笑みかけた。

「なあに、そんなに手間はとらせんよ。きみ次第じゃがな」

　優しい笑みにもかかわらず、彼女からは妙な眼がん力りきを感じる。

　どうにも断れそうな雰囲気ではない。

「分かりました」

　俺はそれからアイリスの前でかがみ、彼女と目線の高さを合わせた。

　こうすると子供は安心してくれる。英雄活動をするうちに身につけた小技だ。

「アイリス、ごめんな。俺は村長と少し話してくる」

「うん！　ごはん作って待ってるね！」

　アイリスは元気に返事すると、自宅に続く上り坂をたたーっと駆けていった。

　坂道が曲がりくねっているので、あっという間に彼女の姿は見えなくなる。

「子供は元気が一番じゃのう」

　しみじみとしている村長。

　こういう発言はいかにも生きた年月を感じさせる。

「さあ、ワシらも行くとするかのう」

「……分かりました」

　俺は大人しく彼女の後ろをついて行った。







　村長の家は広大な牧草地に面する一軒家だった。片手で数えるほどしか部屋のないアイリスの家と比べると、三倍か四倍はありそうなくらいの立派な邸てい宅たくである。窓からは明かりが漏れており、食欲をそそる匂においが漂ただよってきていた。

　一刻も早く家に帰って、アイリスの作ってくれた料理が食べたい！

「ほら、さっさと中に入らんか！　夜風が寒くてかなわんわ！」

「は、はい……」

　村長に急せかされて玄関に足を踏み入れる。

　すると、廊下の突き当たりにある部屋から一人の少女が姿を現した。

　メイド服を着ている十四歳くらいの少女である。茶色の髪を二つ縛りにしており、実におっとりとした雰囲気をまとった子だが……まず視線が吸い寄せられてしまうのが、年齢不相応に成長したバストである。それはさながら、まるまるとしたスイカかメロンを服の中に仕込んでいるかのようだ。

　あまりの立派さに少々戸と惑まどっていると、

「ただいまーじゃぞ、テーネちゃん♡」

　村長が一目散に駆けだして、メイド服の少女に抱きついた。

　それから、あろう事かメイドの少女の胸の谷間に顔を突っ込み、ふがふがと匂いを嗅かぎながら、両手で豊ほう満まんなバストの感触を楽しみ始めたのである。村長の顔つきは見ている方が恥ずかしくなるほどでれでれだ。

「あぁもう、この柔らかさと弾力……一時間に一回は摂せつ取しゆしないとのう！」

　揉もみしだかれた二つのお山が、波打つようにぷるんぷるんと揺れる。

　どうやら、少女のバストは本物中の本物であるらしい。

「な、なにやってるんだ──────っ!?」

　女同士とはいえ、あまりに犯罪的な光景で絶叫してしまった。

　しかし、テーネと呼ばれたメイドの少女はいやがるどころか、まるで赤ん坊をあやすように優しく村長の頭をなでているのだ。確かに気き恥はずかしそうにはしているが、むしろ彼女の表情からは恋人とふれあっているときのような嬉うれしさが滲にじみ出でている。

　俺の存在に気づいて、テーネがにっこりと微笑ほほえんだ。

「あっ、お客様ですね！　いらっしゃいませ！」

「お、お邪魔します……で、あの、これは？」

「村長さんったら甘えん坊で、お客様の前でも我慢せず甘えちゃうんです♡」

「甘えるって次元の話じゃないだろ!!」

　この少女、まさか村長の魔法で支配されているのでは……いや、在ざい野やの魔女が使う魔法くらいなら、俺には簡単に見破ることができる。すなわち、テーネと呼ばれた少女は魔法をかけられているわけではない。

　鼻息を荒くしていた村長がテーネの胸から顔を上げる。

　村長はスイッチを切り替えたように真面目まじめな表情になっていた。

「客きやく間まで話そう。テーネ、お茶でも頼む」

「はーい、分かりました♪」

　テーネが「ご主人様からお仕事を頼まれちゃった♡」という、うきうきした様子でキッチンに引っ込む。












　俺は村長に連れられて客きやく間まに通される。

　客間には革張りのソファーが二つ置かれており、俺たちは向かい合わせに腰掛けた。立派な暖だん炉ろがあったり、動物の剝はく製せいが壁に飾られていたり、足下にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷しかれていたりと、村長の家だけあって内装は充実している。

　すぐさま、テーネが二人分のお茶を持ってきてくれた。

　芳こうばしい茶葉の香りと一緒に、甘酸っぱい林りん檎ごの香りが漂ただよっている。

「ラクーナ村産の林檎を使ったアップルティーです」

　ティーカップを差し出すテーネ。

「……いただきます」

　一口飲んでみると、微かすかに緊張が和やわらいだ。

　俺の表情が緩ゆるんだのを見て、テーネが満足そうに客間から退室した。

　そこで村長が話を切り出す。

「さて、おぬしはアイリスちゃんと一緒に暮らすつもりなんじゃろう？」

「はい……」

　ここで隠し事をしても仕方がない。

　俺は高たか台だいでアイリスに話したこと、そして彼女が提案してくれたことを正直に話した。女の子の一人暮らしに突然男が転がり込むのだ。周囲の理解を得なければアイリスと一緒に暮らすことは叶かなわない。そのためにも、まずは目の前にいる村長を説得する。

「なるほどな。おぬしはアイリスのパパさんになると……」

　村長が話を聞き終えて、考えるようにアップルティーを一口飲む。

　それから、




「村人一同、大歓迎じゃぞ☆」




　満まん面めんの笑みでサムズアップした。

「簡単に許可しすぎだろっ!?」

　俺は驚きのあまりにのけぞる。

　けれども、村長にはちゃんとした考えがあるらしい。

「昼間のうちに話し合っておいたのじゃよ。村人一同、おぬしがアイリスちゃんの保護者になってくれたら嬉うれしいなと……まあ、そこはもちろん魔王を倒し、世界を救った勇者という肩書きの力でもあるがな」

「なるほど、そうでしたか……」

　複雑な心境だ。

　何しろ俺に対する信頼は、望まぬ努力によって得られたものだ。俺は自分自身の過去を否定し、周囲からの信頼を投げ捨ててきた。今更になって肩書きを信頼されても困る。まるで村人たちの純粋な心につけ込んでいるようだ。

　それなら、これはやはり俺から断った方が賢明では──

「じゃが、ワシは確信したぞ」

「えっ？」

「おぬしと手をつないでいたアイリスちゃん、実に幸せそうな顔じゃった」

　しみじみとする村長。

　アイリスの笑顔は俺もはっきりと覚えている。

　自分が世界で一番幸せだと信じて疑わない表情だった。

「ワシら、ラクーナ村の住民は知っているんじゃよ。アイリスちゃんという女の子が、どれだけ本当は寂しがっているか。彼女は賢くてしっかりしている子じゃ。だから、自分のことは自分でやれてしまう。一人で生きることができてしまう。それ故、なおのこと自分の中に寂しさをため込んでしまうのじゃよ」

　紅茶のカップを見ていた村長が、不意に俺のことをまっすぐ見つめた。

「そこにおぬしが現れた。心の底から楽しそうにしているアイリスちゃんを見るのは何年ぶりじゃろうか。彼女の心を温めてやってほしい。一緒に暮らしてやってほしい。それがワシらの総意なのじゃよ」

「村長さん……」

　俺は深々と頭を下げる。

「ありがとうございます。勇者をやめた身ではありますが、アイリスの保護者として彼女と一緒に暮らさせていただきます。俺は命の恩人である彼女のため、残りの人生を尽くすつもりです」

「ほれほれ、そんなに頭を下げるでないよ」

　ほっほっほ、と愉快そうに笑っている村長。

　次の瞬間、彼女の声音が低くなった。

「……じゃが、このままでは破滅じゃぞ」

「なんだって!?」

　驚く俺のことをじっと見み据すえる村長。

　ただ見つめているのではない。本質を見抜き、心を射貫くような眼光。魔女には魔眼と呼ばれる特殊な力を持つものがいる。これもそのたぐいなのか？　しかし、彼女からは魔力を行使している気配が感じられない。

「バブみ受容レベル２か……」

　村長が目を閉じる。

「おぬし、このままではアイリスちゃんと余よ所そ余よ所そしくなるだけじゃぞい？」

「なっ……ど、どういうことだ!?」

　想像だにしないことを言われる。

　おまけにまたわけの分からない単語が出てきた。

「俺は今後の人生をアイリスに捧ささげるつもりだ！　彼女も出会ったばかりの俺のことを本当の父親のように慕ってくれている。これから余よ所そ余よ所そしくなってしまうだなんて、どうしてそんなことを──」

「ふっ、固いな……かちかちになった黒パンよりも固い……」

　村長が鼻で笑ってくる。

「おぬし、先ほどのワシの様子をどう思った？　正直に言ってみい」

　彼女にそう言われて、すぐさま玄関での様子……否いな、惨状が思い出された。

　こちらは見ていただけなのに、思い出すだけで恥ずかしくなってくる。

　よくもまあ、人前であんな常識知らずのことができるものだ。

「いい歳としした女性が、なにを孫ほどの少女に甘えているのかと……」

「そこじゃよ！　そこが固い！」

　村長が俺の鼻先をびしっと指さす。

「おぬしは自由になりたい、正直になりたいと思いながらも、未いまだに自分自身の心を縛り付けている。もっとありのままの自分をさらけ出し、自分自身の弱さを認めて、欲望の赴おもむくままにアイリスちゃんに甘えるのじゃ！　一〇〇パーセントの自分を出せてこそ、家族というものじゃろう！」

「だが、俺は仮にも元勇者だ。アイリスの新しい父親でもある。それなのに先ほどはあんな無ぶ様ざまに泣いてしまって、これ以上に情けない姿を見せたりしたら……」

「一番情けないところを見せたからいいんじゃろうが！」

　熱弁のあまり村長がソファーから立ち上がる。

「おぬしは！　今！　世界一情けない生命体じゃ！　ナメクジより情けない！」

「ナメクジ!?」

「いや、比較されたナメクジに失礼なレベル！」

「そんなにかよ!!」

「先入観もプライドも捨ててしまえ！　体が宙に浮くほど心を軽くするんじゃ！」

「だ、だが、俺は……」

　そうこうしているうちに、キッチンの方から「お夕飯、できちゃいましたよ！」とテーネの声が聞こえてきた。食欲をそそる香りも漂ただよってきて、俺は思わずそちらに意識を持って行かれそうになる。

　髪が逆さか立だつような勢いで、村長が最後にまくし立てた。

「バブみマスターのワシのアドバイスを大人しく聞いておけ！　ほら、そろそろ夕食の支し度たくもできた頃ころ合あいだろうから、アイリスちゃんにあ～んでもしてもらえ！　ワシもこれからテーネちゃんにあ～んして食べさせてもらうんじゃ、さっさと出て行け！」

「そ、そんなむちゃくちゃな……」

　結局、俺は問もん答どう無む用ように彼女の家から追い出された。

　空腹に耐えかねた腹の虫が、再びぐぐぅ～っと大きな音を立てた。







　一人で夜道を歩き、アイリスの家まで戻ってくる。

　ダイニングルームの窓からは、温かそうなランプの明かりが漏れており、楽しそうに料理をしているアイリスの後ろ姿が見える。彼女の鼻歌が聞こえてきて、食欲をそそる匂においも漂ただよってきた。

「……いや、これからは『俺たちの家』だったな」

　俺は軽かろやかな足取りで玄関のドアを開ける。

「ただいま、アイリス」

「おかえりなさい、ウィルさん♪」

　アイリスが踊るようにくるりと振り返った。

　おかえりなさい……なんと素晴らしい響きだろう！

　娘に帰宅を迎えてもらえるだけでも十分に幸せだ。この理想的な家族関係が崩れようはずもない。あの変人……村長の忠告を気にすることはないだろう……というか、バブみマスターってなんだよ！

　俺が食卓に着くと、アイリスが夕食を並べてくれた。

　野菜のスープにはキャベツにニンジンにジャガイモと、大きくカットされた野菜がごろごろと入っている。メインディッシュは縦に置けそうなほどの分厚いステーキで、鉄皿の上でじゅうじゅうと音を立て、真っ白な湯ゆ気げを立ち上らせていた。

「これは美お味いしそうだ！」

「お野菜はうちの畑で採れたやつで、お肉は村の人がお裾すそ分わけしてくれたの！」

　魔王を倒して一年、地方の暮らしもよくなっているようだ。

　仕事中は悲惨な光景を見てきただけになおのこと嬉うれしくなってくる。

「それじゃあ、いただきます」

「いただきまーす！」

　俺はまず野菜のスープを一口飲む。

　ほどよい塩気が野菜本来の甘みを引き立てている。よく煮てあるから嚙かむほどに甘みが増し、飲み込むと体が奥からじんわりと温まった。まるで心そのものを優しく抱きしめてもらえているような心地ここちだ。

「アイリスの作ってくれた野菜スープ、本当に美お味いしいよ」

「ほんとっ!?　えへへ、よかったぁ……」

　照てれ隠かくしに自分の髪をくしくしするアイリス。

　髪をいじるのが癖なのか、小動物的な動きが実に愛らしかった。

「わたしも食べよっ……あちち！」

　アイリスが小さく舌をぺろっと出して冷まそうとする。

　どうやら結構な猫舌らしい。

「あのね……ウィルさん」

「どうしたんだ、アイリス？」

「わたし、ウィルさんにふーふーってしてほしい！」

「ふーふー？　あぁ、もちろんいいぞ」

　これまた随分と可愛かわいらしいおねだりだ。

　俺はスプーンで野菜スープをすくい、ふーふーと息をかけて冷ましてやる。

　それから、彼女の口元までスプーンを運んでやった。

　アイリスがぱくっとスプーンをくわえて、ほどよく冷ました野菜スープを飲む。

　それから、彼女はふるふるっと身を震わせた。

「ウィルさんにふーふーしてもらうと、いつもよりもっと美味しいよ！」

「そうなのか？　それじゃあ、ほら、もう一口どうぞ」

　俺はそれから何回も野菜スープを冷ましてはアイリスに飲ませてやった。

　これくらいで喜んでもらえるのなら、いくらでもしてあげたいくらいである。

　アイリスは野菜スープを口に含むたび、実に美味しそうに身をくねらせていた。

「よし、冷めないうちにメインディッシュだ」

　俺は分厚いステーキを大きめに切り分ける。

　テーブルマナーも気にせず、大きく口を開けて一気にほおばった。

「あふっ、あふっ……」

　案の定、熱々のステーキには苦戦したが、嚙かんだ瞬間に熱くて濃厚な肉汁がぶわっとあふれだし、その瞬間から全身に力がわいてくる。やはり肉はこうでなくちゃな、と嬉うれしくてたまらない気分だ。上品でなくていい。ありのままの素そ朴ぼくさがいい。ラクーナ村の活気がそのままあふれたような、食べると元気をもらえる最高のステーキだった。

　ふた切れ目に行こうというところで、

「あのね、あのね！」

　アイリスが再び上うわ目め遣づかいでおねだりしてきた。

「わたし、ウィルさんにあ～んってしてあげたい！」

「なっ──」

　俺はフォークを握りしめたまま硬こう直ちよくしてしまう。

　あの変人村長の言葉が思い出された。

『アイリスちゃんにあ～んでもしてもらえ！』

　今いま頃ごろ、彼女はメイドのテーネに甘えているに違いない。

　思わず身み震ぶるいする。

　どうする？　村長と同レベルまで堕おちるのか？

　そもそも、親子であ～んなんて普通はするものなのか？

　俺には普通が分からないが、村長と同レベルなのはヤバいと本能で感じている。でも、やっちゃダメだと思うほど、やってみたい気持ちも膨らんでいった……いや、ここで一線を越えてしまっては、これから先もずるずると堕ちてしまいかねない。耐えろ、俺！　耐えろ、ウィル・エルサント！

　固まった俺のことをアイリスは心配そうに見つめていた。

「パパにあ～んってしてみたかったの……だめ？」

　上うわ目め遣づかいで見られた俺は、




「もちろん、オーケーだ☆」




　満まん面めんの笑みでサムズアップした。

「やった！」

　星が瞬またたくようにアイリスの目がキラキラと輝き出す。

　彼女は生まれてから父親というものを知らず、もしも新しく父親ができたらあれをしたいこれをしたいと想像していたのだろう。それが普通の親子関係からはちょっとズレていたとしても、彼女の望みを一つずつ叶かなえてあげるのが俺の責せき務むではないか。

　だから、そう……これは俺が甘えたいわけではなく、あくまでアイリスの健けな気げな願いに応こたえたいだけだ！　応えたいだけなのだ！　誰だれがなんと言おうとも！　それだけは絶対に理解していただきたい！

　アイリスがステーキを一口サイズに小さく切り分けてくれる。

「ふーっ、ふーっ」

　彼女は小さな口をとがらせて、熱々のステーキに息を吹きかけた。

　一生懸命なアイリスの表情も相あいまって、まるで美お味いしくなる魔法をかけているように見えてくる。そんな彼女の姿を眺めているのが楽しいやら嬉うれしいやら、ついつい声をかけるのを忘れて眺めてしまった。

「もう大丈夫かな？」

「……あぁ、そうだな」

「それじゃあ、ウィルさん。あ～んしてね？」

「あ、あ～ん……」

　アイリスに言われて、俺は大きく口を開けて待つ。

　彼女の差し出してくれたステーキをぱくりとほおばった。

　ふーふーしてもらったおかげで、ステーキはほどよい温度になっている。そして、本当に魔法をかけてくれたかのごとく、自分で食べた一口目よりも優しい味わいになっていて驚かされた。

「あぁ、美う味まい……」

　俺のしみじみとした感想が気に入ったのか、

「はい、ウィルさん。もう一口ね！」

　アイリスは続けて切り分けたステーキを食べさせてくれた。

　誰だれかに食べさせてもらうことが、これほど嬉うれしく楽しいことだったとは！

　勇者として旅をしていた最中も、正体を隠して逃亡していたときも、同じように食べさせあっているバカップルを何度も見てきた。人前で恥ずかしくないのかと、食べづらいだけで味だって変わらないだろうと、当時の俺は頑がん固こ親父おやじのような目でバカップルたちを見ていたが……自分がやってみると楽しくて仕方ない！

「あぁ、ほら、アイリスも食べないと」

　今度は俺がステーキを切り分けて、ふーふーしてから食べさせてやる。

　彼女はフォークごとぱくっとステーキをくわえた。

　とろけてしまいそうな笑顔を浮かべて、ほんのり赤くなった頰ほおに手のひらをあてる。

「おーいしーいっ♪」

　それから、俺たちは飽きることなくお互いに料理を食べさせあった。

　そのせいもあって、食事の時間は延びに延びてしまい、食べ終わった頃ころには二人とも眠たくなってしまうという有あり様さまだった。これは流石さすがにまずいので、俺たちは「あ～んしていいのは一日三回まで！」と話し合って決めたのだが、もしもアイリスの方から求められたら……うん、絶対に我慢できそうな気がしない。







　食事の後片付けくらいは手伝おうと思ったが、アイリスに「それもわたしがやる！」と突っぱねられてしまった。新しい家族ができた日ということもあり、相当に気合いが入っているのかもしれない。

　俺は一足先に歯を磨き、寝ね間ま着きに着替えて寝室に向かった。

　改めて寝室のベッドを見てみると、それは俺一人ではスペースが余る巨大サイズの代物だった。もしかしたら、元々は家族三人で寝ることを想定していたのかもしれない。だとしたら、ここは家族三人の寝室だったのだろう。

　ベッドに腰を下ろし、月明かりの差し込む寝室を改めて見回す。

　可愛かわいらしい人形が飾られているし、カーテンの柄がらもファンシーで、今はすっかりアイリスの部屋という雰囲気だ。大人の男ですらもてあますサイズのベッドで、彼女が一人きりでいつも寝ていると思うと、なんだかそれだけで泣けてくる。

　しかし、それはそれとして……いつもはこのベッドで寝ているのなら、昨晩のアイリスはどこで眠っていたのだろう？

　俺が疑問に思っていると、寝室のドアが開いてアイリスがやってくる。

　ふあぁ～と大きなあくびをしてから、彼女は何気ない感じに言ってきた。

「パパ、いっしょに寝よ？」

「はいっ!?」

　使えるベッドが一つしかないなら必然的にそうなる……のか？

　いやいや、そういう話ではない。これもきっと、夕食のときのあ～んと同じで、アイリスの憧あこがれるシチュエーションなのだ。俺だって母親が生きていたら、一緒のベッドで寝たがったはずである。

　ここは寝かしつけてやるのも父親の勤つとめかもしれないが……でも、冷静になって考えてみよう。アイリスはもう十二歳だ。子供とはいえ、一人で寝るべきだろう。そこを言い聞かせることもまた父親の勤めではないだろうか？

　そんなことを考えていると、アイリスが洋服棚からパジャマを引ひっ張ぱり出した。

　それから、おもむろに着ている服を脱ぎ始める。

「!?」

　俺はとっさにベッドに寝転がり、窓から夜空の星を眺め始める。

　衣きぬ擦ずれの音を聞かされるというのはどうにも落ち着かない。魔王討とう伐ばつの旅をしている最中はもちろん女性も仲間にいて、こういうシチュエーションを経験していたはずだが、記憶がぼんやりとしていて全然思い出せなかった。

「うぃーるさんっ♪」

　アイリスに呼ばれて振り返る。

　彼女の着替えたパジャマは薄いピンク色で、袖そで口ぐちにはフリルがあしらわれていた。

　アイリスは少し恥ずかしそうに後ろで手を組み、太ももをモジモジさせながらも、ほめてもらうことを期待するようにこちらを上うわ目め遣づかいで見ている。月明かりの下でも、彼女が頰ほおを赤く染めていることは一目で分かった。

　思わずにやけそうになり、俺はとっさに手で口元を隠す。

「似に合あってる……似合いすぎてる！」

「ほんと!?」

「そりゃあもう！　俺にとってアイリスはお姫様だ！」

　これは誇こ張ちようでも何でもない。魔王を倒したあと、俺は数え切れないほどの貴族の娘たちや、異国の姫君たちと引き合わされた。みんな美人だったり可愛かわいかったりしたが、それでも今のアイリスには遠く及ばない。

　親バカと思われようとも、そんな意見は無視だ無視！

「ウィルさん、だーいすき♡」

　アイリスが嬉うれしさのあまり俺に向かって飛び込んでくる。

「おおっと……」

　俺は彼女の体を受け止めて、優しくベッドに寝かせてやった。

（ここまで来られちゃったら、一人で寝なさいとは今更言い出せないな……）

　向かい合って寝転がり、布団ふとんを肩までしっかりかける。

　ひんやりとしていた布団が、二人で寝ているとあっという間に温かくなった。一人では広すぎるベッドでも二人なら寂しくない。

　魔王討とう伐ばつの旅をしている最中、雪山で仲間たちと身を寄よせ合あったことを思い出す。あのときは生きるための手段としか思わなかったが、こうしてアイリスと一緒だと実に心地ここちよくて癖になりそうだ。

「あっ……」












　そのとき不意に気づく。

「もしかして、昨日もこうして一緒に寝てくれたのか？」

　俺の胸にすっぽりと納まっているアイリスがこくりとうなずいた。

「やっぱりそうだったのか！」

　行き倒れしたとき、俺の体は雨に打たれて冷え切っていた。飲まず食わずで体力も落ちていたから、アイリスが一緒のベッドで温めてくれていなかったら、本当に二度と目覚めなかったかもしれない。

「もしかして、ここまで運んできて、着替えさせてくれたりしたのも……」

「うん、そうだよ。ウィルさん、覚えてない？」

　彼女にそう言われて、うっすらと記憶が戻ってくる。

　俺は行き倒れしたあと、アイリスの肩を借りて、どうにかこの家に辿たどり着ついたのだ。

　体を拭ふいてもらい、服を着替えさせてもらったあとで再び意識を失った。

「ありがとうな、アイリス。俺の命の恩人だ」

「命の恩人よりお姫様の方がいい！」

　ぷくっと頰ほおを膨らませるアイリス。

　そんな彼女が微笑ほほえましくて、俺はついつい笑い声を漏らしてしまう。

「ははっ！　なるほど、そうかもな！」

　ベッドに入る前はあれだけ眠かったのに、こうしてアイリスと一緒に寝てみると楽しくなってきて、もっと話していたい、まだ寝たくない、という気持ちになってしまう。こんなこと、昔ではありえなかったことだ。

「どうしたの、ウィルさん？」

「ん？　あぁ……昔のことを思い出しちゃってな」

　アイリスの前だと、心苦しい過去のことも落ち着いて話すことができる。

「物もの心ごころついた頃ころから、俺はもう一人で寝かされてたんだ。乳う母ばやメイドたちに頼ろうとしても、父親から『息子は一人で寝かせろ』って釘くぎを刺されてたみたいでな。夜はいつも寂しかった。おかげさまで孤独には強くなったけどな」

「孤独には強くなれないよ！」

　アイリスがすぐさま、そして力強く言い切った。

　俺は気づいてしまう。

　彼女のしっかりした声に反して、瞳ひとみの中にはもろくはかないものが存在していた。

「そうだな……確かにそうだ」

　どれだけ体を鍛えても、心を完全に強くすることはできない。

　だから、俺たちはこうして家族の関係になったのだ。

　孤独に比べてみたら、世界を滅ぼす魔王もたいしたことないだろう。

「だから、今日からはわたしが一緒に眠ってあげるね？」

　アイリスが俺の体を抱きしめて、子供を寝かしつけるように背中をぽんぽんする。

　彼女の小さな手が背中に触れるたび、体から余計な力が抜けていった。

　密着したアイリスの体には、昼間にたっぷりと浴びた太陽の匂においが残っている。

　俺はそのままぐっすりと眠ってしまったのだった。









レベル３：働かなくてもいいんだよ？






　翌朝、俺は清すが々すがしい気持ちで目を覚ました。

　ベッドの上で大きくのびをして、こわばっている体をほぐす。体力も回復してきたようで、昨日にも増して体が軽く感じた。魔王が三匹同時に現れても、軽く葬ほうむれそうなくらいの万全な体調である。

　窓からは朝日が差し込み、ニワトリの元気な鳴き声が聞こえてきた。どうやら、今日は昼過ぎまで寝過ごしてしまったようなことはなさそうである。勇者をやめてしまったとはいえ、早寝早起きくらいしなくては……。

　布団ふとんの中にアイリスの姿はないが、彼女の体温が微かすかに残っている。

　おそらく、もう朝食の準備を始めているのだろう。

　父親よりも先に起きて、食事を用意するなんてできた娘だ！

　今日もアイリスの料理が食べられると思うと、朝の着替えも楽しくなってくる。

　床にはアイリスが脱ぎ散ちらかしたパジャマが放置されていた。慌てて着替えてそのままなのか、実は結構散らかし癖があるのか……どちらにせよ、この一緒に暮らしている感じが俺にとっては嬉うれしく思える。

　畳んでやろうと思ってパジャマを手に取ると、ふわりとアイリスのいい匂においが微かすかに立ち上ってきた。そんなちょっとした生活感が今の俺には嬉うれしく感じられる。ひとしきり嬉しさを嚙かみしめたあと、パジャマはちゃんと畳んでベッドに置いておいた。

　ダイニングルームに出ると、エプロンドレス姿のアイリスが、うきうきと鼻歌を歌いながらスープを器に注ついでいた。彼女が台所を行き来するたび、ゆるふわの金髪が軽かろやかに揺れている。

「おはよう、アイリス！」

「あっ！　おはよう、ウィルさん！」

　振り返ってにっこりと笑うアイリス。

　彼女の笑顔は眠気を吹き飛ばす清せい涼りよう剤ざいだ。

「今朝は何を作ってるんだ？」

「これ？　サンドイッチだよ！」

　皿には三角形に切られたサンドイッチが並べられていた。

　ふかふかしたパンの間に色とりどりの食材が挟はさまれている。

「こっちのはラクーナ豚のハムとレタスを挟んだサンドイッチ……で、こっちが林りん檎ごジャムを挟んだやつで、こっちがオレンジジャムを挟んだやつ！　どっちもラクーナ村で育ててるやつだよ」

「おぉ、これはまた美う味まそうな……それにしても、ラクーナ村は食材の宝ほう庫こだな」

「ふふーん、農業はラクーナ村の主要産業だもん！」

　すごいでしょ、と胸を張はっているアイリス。

「アイリスは物知りなんだな」

　俺は彼女の頭をぽんぽんとなでてやる。

「……よし、早速食べるか」

　俺たちは食卓に着き、サンドイッチを食べ始める。

　ハムとレタスのサンドイッチには、辛みと酸味のあるソースが塗られており、それがハムの塩気とレタスのみずみずしさにマッチしていた。林檎ジャムとオレンジジャムのサンドイッチは甘酸っぱく、果肉が大きめに残っていて食たべ応ごたえもある。

「どちらも別の方向性で美お味いしいが、ジャムサンドで口の中がまったりとしたら、ハムとレタスのサンドで口の中をさっぱりさせてと……三つを順番に食べてると、なおさら朝から食が進むなぁ！」

「えへへ、これはママが教えてくれたの」

「なるほど、俺もアイリスのママに感謝しないとな」

　あなたの娘さんは立派に育っていますよ、と伝えたいところだ。

　アイリスも自分で作ったサンドイッチをもぐもぐと食べている。

　こぼれそうになった林りん檎ごのジャムが指についてしまって、少々行ぎよう儀ぎは悪いが、彼女はそれをぺろりと舐なめ取った。けれども、俺に見られていることに気づいたようで、恥ずかしそうに頰ほおを林檎のように赤くしていた。

「おっと……」

　俺も指についたジャムをぺろっと舐めてしまう。

「あっ！　ウィルさんも舐めた！」

「誰だれにも怒られないし、構わないだろ？」

　微笑ほほえましい家族の会話だ。

　俺たちはそんな風に和わ気き藹あい々あいと朝食を済ませた。

　食器を片付けたあと、アイリスが紅茶を入れてくれた。

　朝からまったりと過ごして気力も十分である。

「さてと、アイリスはこれからどうするんだ？」

「わたしはね、えーと……ニワトリさんにごはんをあげるでしょ？」

　指折り数えるアイリス。

「畑のお野菜にお水をあげて、お洗濯もして、薪まき割わりもして……」

「アイリスは働き者だな」

「ラクーナ村の子供たちならみんなやってるよ！」

　そんなことを言いつつ、アイリスは嬉うれしそうに照れている。

「ここには学校とかないのか？」

「学校？」

　アイリスがきょとんとする。

「隣町にはあるみたいだけど、ラクーナ村にはないよ。でも、たまに村長さんが先生になって教えてくれる。本の読み方とか、計算の仕方とか、簡単なお薬の作り方とか……本当は学校も作りたいみたいなんだけど……」

「なるほどな」

　学校に通えるのは街の子供くらいなもので、地方の子供たちは幼い頃ころから両親の仕事を手伝っている。ラクーナ村の主要産業である酪らく農のうは人手のいる仕事だ。学校を建てたとしても、通わせられるような余裕がないのかもしれない。

　それなら、せめてアイリスだけでも楽をさせてあげたい。そもそも、彼女ばかりに働かせて、父親である俺がぐーたらしているのは如何いかがなものか。一家を支えるのが大黒柱である俺の役割だろう。

「よし、俺もこの村で仕事を探して──」

　俺が椅い子すから立ち上がろうとした瞬間だった。

「……ぐっ!?」

　突然、心臓をわしづかみにされたかのように胸が苦しくなる。

　まだ体が本調子に戻っていないのか？

　でも、疲れは順調に抜けているはずで……。

「ウィルさん、大丈夫？」

　アイリスが心配そうにこちらを見つめている。

　娘に心配させるなんて、これでは丸っきり父親失格だ。

「い、いや……なんでもない。出かけてくるよ……」

「本当に大丈夫？」

「あぁ、お昼までには戻ってくるから」

　俺は胸の苦しみに耐えながら家を出る。

　アイリスが「いってらっしゃい……」と不安そうな声で見送った。







　俺はひとまず、村全体を見て回ることにした。

　ラクーナ村の主要産業は農業というだけあって、大半の家庭は牧場か畑か果樹園をもっているらしい。村人たちは朝からせっせと働いている。生き生きとしている村人たちを眺めていると、いつの間にか胸の苦しみは収まっていた。

　それにしても、さっきの胸の苦しみはなんだったんだ？

　まさか、厄やつ介かいな病気なんてことはないよな……。

　やっと楽しく生きる道を見つけたのに胸の病なんて冗談じゃない。

　ともかく、ラクーナ村で仕事に困ることはないはずだ。その気になったら草むしりや馬小屋の掃除を手伝って、日ひ銭ぜにを稼ぐこともできるだろう。アイリスに渡した生活費もあるし、換金できそうなアイテムも手元に残っているが……いや、金があればいいというわけじゃないんだ。

「すみませーん！」

　俺は牧場の柵さくの外から、牧場主らしき男性に声をかけてみる。

　牧場主の男性は振り返ると、こちらに笑顔で駆け寄ってきた。

「やあやあ！　アイリスちゃんとこの勇者様じゃないか！」

　元気はつらつとした田舎のおじさん、という感じの男性である。

　日々の仕事で鍛えられた二の腕が実にたくましい。

「はい、そうです……あ、でも、勇者様というのは……」

「そうだな、悪かった。あんたも大変だったんだろう？」

　ちょっと待ってろ、と牧場主がきびすを返す。

　自宅から戻ってきた彼は、一抱えもある大きな包みを持ってくると、有無を言わさず俺に押しつけてきた。

　ひんやりとしていて、ずっしりとした重みだ。

「なんですか、これ!?」

「俺んとこで育てたラクーナ豚のベーコンだ。薄切りにして焼くと美う味まいぞぉ！」

　包みを開いてみると、飴あめ色いろに燻くん製せいされたベーコンが見えた。

　これなら保存も利くし、俺とアイリスでしばらく食べられる。

「いただいていいんですか？」

「アイリスちゃんを引き取ってくれたんだろ？　あんたみたいな若いもんがなかなかできることじゃないぜ。それにアイリスちゃんにはいつもお裾すそ分わけしてるんだ。散歩のついでにもっていってくれよ」

「俺は散歩しているわけじゃ……」

　そんな風に話していると、

「あなた、アイリスちゃんのおうちのウィルさんでしょう？」

　野菜かごを抱えた通りすがりのおばさんに声をかけられた。

　目尻のしわが笑顔をさらににこやかなものにしている。

「あ、はい。こんにちは！」

「ほら、うちの畑で採れたばかりのカブあげるから」

「えっ！　こんなにいただいても？」

「スープにしても、ピクルスにしても美お味いしいからね。葉っぱも食べられるよ」

　実にありがたいことなのだが、ここからが大変だった。

　というのも、近所の村人たちがわんさかと集まり始めていたのだ。

　それからはもう、親切な村人たちからのお裾分けの嵐である。食べ物だけではなく、サイズの合わなくなった古着までもらってしまった。ようやく解放された頃ころには、俺は自分一人で店を開けるくらいの大荷物になっていた。







「結局、仕事の話を切り出せなかったな……」

　俺は大荷物を抱えたまま村の中をさまよい続けた。

　辿たどり着ついたのは村の入口にほど近い広場である。円形の広場の周りには、酒場と数件の商店、それから宿屋が建っていた。収穫物や加工品を積んでいる馬車が出入りしており、穏やかで静かなラクーナ村の中ではかなり活気がある。

　太陽が高く昇っており、そろそろ昼に近い時刻だ。

　流石さすがに歩き疲れたので、俺は丸太ごしらえのベンチに座ろうとする。

「ウィルくん、奇遇じゃな！」

　そのとき、不意に村長のご機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。

　彼女は隣のベンチに寝そべり、テーネに膝ひざ枕まくらをしてもらっていた。

　人目のある昼下がりの広場で、村の権力者がメイドの膝枕でお昼寝とは……。

　この人には羞しゆう恥ち心しんってものがないのか？

　それとも、長生きしているうちに恥も外がい聞ぶんもなくなってしまったのか？

　ただ、まあ……この暖かい陽気で昼寝というのは実に気持ちよさそうである。

「ウィルさん、こんにちは♪」

　テーネが昨日のように笑顔で挨あい拶さつする。

　年齢不相応に大きな彼女の胸で、村長の顔がすっかり隠れてしまっていた。

「あぁ、こんにちは……」

　ともあれ、俺も荷物を置いてベンチに腰を下ろす。

「あの……村長はなにを？」

「村中の見回りじゃよ。相談事を聞いたりな」

（ちゃんと仕事をしていたのか……）

　俺がそんなことを考えていると、

「おぬし、失礼なことを考えているじゃろう？」

　あっさりと村長に図星を突かれてしまった。

「うっ、すみません……」

「別にいいんじゃけどな。村長の仕事など少ないに越したことはない……といっても、薬品類の管理や注文はワシが必ずやっておる。薬品調ちよう合ごうはワシの専門分野。まあ、それくらいしか魔法を使えないんじゃけどな」

　そうなると、彼女の時折見せる鋭い視線……アレは別に魔女の魔眼というわけではないらしい。大抵の魔法なら対処できる自信はあるが、そうでないなら俺にとっては非常に厄やつ介かいだ。

　案の定、村長の瞳ひとみが俺の内心を見み透すかした。

「バブみ受容レベル３……どうやら、昨晩は甘えることができたようじゃの？」

「俺が甘えたわけじゃない。アイリスの方が甘えてきたんだ」

「どうかのう……それこそ、相手の好意に甘えたのではないかのう？」

「ぐっ!?」

　痛いところを突かれて、俺は思わず口ごもる。

　この鋭い推察力に巧みな話術……魔王打倒の奥おう義ぎを学ぶため、霊山で出会った賢者のことを思い出す。あのときは努力と才能のごり押しで奥義を修得したが、今回ばかりはそういうわけにもいかない。

「あ～んしてもらったあげく、一緒のベッドで寝ちゃったんじゃろう？」

「お、おい！　人通りのあるところで変なことを言うんじゃない！」

　勇者はやめたが、犯罪者にはなりたくないぞ！

　膝ひざ枕まくら中のテーネが明るく笑った。

「それくらい普通ですよ、ウィルさん。うちの村長さんなんか毎日です」

「だってな、だってな！　テーネちゃんに食べさせてもらうの楽しいし、一緒のお布団ふとんで寝ると暖かくて柔らかいんじゃもん！　この快感を一度覚えてしまったら、もう絶対にやめられんわい！」

　村長がテーネのたわわなバストを下から指でツンツンしている。

　テーネはくすぐったそうに身をよじった。

「もう、村長さんったら♡」

　つ、ついていけない……。

　帰ろうかと考えていると、村長が再び鋭い指摘をしてくる。

「その大荷物も……本当は仕事を探したかったのに言い出せなかったと見える」

「そこまで分かるのか!?」

「バブみマスターのワシには一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃよ、ふぉっふぉっふぉ……」

「でたよ、その意味不明な用語！」

　一体全体、この魔女村長は何を極めてるんだ？

　俺はあからさまに顔をしかめる。

「確かにお土産みやげはたくさんもらってしまった。だが、村人たちの善意をむげにはできないだろう？　荷物を置いてきたら、午後からもう一度だ。俺はアイリスのため、絶対に仕事を見つけて……ぐっ……」

　途と端たん、胸の苦しみが再びやってくる。

　俺はベンチに座ったまま、胸を押さえてうつむいた。

「大丈夫ですか、ウィルさん!?」

　テーネが傍らのバスケットから、瓶入りの水を取り出して飲ませてくれる。

　冷たい水が喉のどを通ると、気持ちが落ち着いて苦しさも和やわらいだ。

「ありがとう、テーネ……でも、どうなってるんだ……」

「自分の心に噓うそをついているんじゃからそうもなるわい」

　村長が聞き捨てならないことを言ってくる。

「アイリスちゃんのために仕事を探したい、か……それこそ建たて前まえじゃな」

　起き上がろうとする村長。

　だが、顔面をテーネの下乳に思いっきりぶつけてしまう。

　それから、彼女は何事もなかったかのように真剣な顔で起き上がった。

「ウィルくん、おぬしは今もなお『元勇者らしい振る舞い』に縛られている！　元勇者だから朝は早起きして、家族のために外で働き、立派な父親として務めを果たさなければと考えている！」

「そ、それの何が悪い！」

「全部悪い!!」

「そこまで言われるほどかよ!?」

　ここまでの全否定は逆に清すが々すがしいレベルだ。

　そういえば魔王も「貴様の全すべてを否定してくれようぞ!!」とか言ってたなぁ……。

　あのときはやらされてる感を忘れて、少しだけ気持ちが熱くなった。今になって改めて考えると、「全てを否定すると言われても、俺は別に何も主張してませんが……」という感じだけども。

　村長は熱弁を続ける。

「おぬしは結局のところ、元勇者はこうあるべしという先入観にとらわれている。それはおぬしに対して、模も範はん的てき英えい雄ゆうを演じるように強要してきた輩やからと同じことじゃ！」

「なっ──」

　俺は雷で打たれたような衝撃を受ける。

「そ、そんなっ……俺が、同じ……」

　魔物を倒すために力を得たら、自分が魔物になっていたような心地ここちだ。

　俺は生き方を強要するやつらから逃げてきたんじゃないのか？

　これでは本末転倒だ。

　だが、俺にはもう何をすればいいか分からない。自分自身の感性を信じられなければ、それは目をつぶり、耳を塞ふさいでしまっているのも同じだ。進むことも戻ることもできなければ、あとは手の届く範囲のものにすがるだけである。

「それなら、俺はどうすればいい？　恥を忍んで聞かせてほしい」

「恥じる必要などないぞい。おぬしのするべきこと、それは──」

　村長が声高らかに言い放つ。




「働きもせず、頑張りもせず、全てを投げ出してしまうことじゃ！」




　理解するまで数秒。

「な、なにぃいいいいいいっ!?」

　俺は雲を突き抜けるような大絶叫をしてしまった。

　丸太のベンチから飛び上がり、思わず村長に迫ってしまう。

「全てを投げ出す!?　そんな恐ろしいことできるはすがない！　生活するのにも金がいるんだぞ！　そこまでアイリスに頼るってのか？　そんなものは父親失格だ……いや、それ以上の人間失格だ！」

「だーかーらー、そうやって頑張るから心が痛むんじゃろうが！」

　村長がつばを飛ばすような勢いで言い返してくる。

　お互いの鼻先がくっつきそうな至近距離だ。

「生きるために頑張った結果、心が死んだら元も子もないわ！　騙だまされたと思って、とりあえずアイリスに話してみろ。おぬしが感じていることを正直にな。それとも、そのくだらない先入観とプライドを抱えて死ぬか？」

「そ、それはっ……」

　そんなことをしたらアイリスをまた一人にしてしまう。彼女に決して寂しい思いをさせないこと、それが俺の最も望んでいることだ。彼女を一人きりにしないためにも、俺が勝手に自滅するわけにはいかない。

「あぁ、分かっ──」

　そのとき、広場に設置されている鐘がカンカンと打ち鳴らされた。

　どうやら正午を知らせる鐘のようである。

「なあ、テーネちゃん。ワシ、おなか空すいちゃったぞい！」

「そうですね。帰ったら、お昼ごはんの用意をしましょうか」

「お昼ごはんはパンケーキが食べたいのう……蜂はち蜜みつがたっぷりのやつ」

「ふふふ、そうしましょうか♪」

　先ほどまでの熱弁はどこへやら。

　俺の返事も聞かず、村長は早速テーネに甘え始める。

（相変わらず、自分の欲望に正直すぎるだろ……）

　村長はテーネを連れて、うきうきスキップで去って行った。

　俺は丸太のベンチに一人ぽつんと残される。

　とりあえず、新たなお土産みやげを持たされないうちに帰ることにしよう。







　家の近くまで帰ってくると、すでに外まで焼きたてのパンの匂においが漂ただよっていた。

（そういえば、昨日の昼食もアイリスがパンを焼いてくれてたな……）

　彼女のパンを食べられると思うだけで気持ちが幾いく分ぶん楽になってくる。

　これから俺はとんでもないことを言わなければいけない。それに比べたら、王立騎士学校の激げき励れい会から逃げてきたときの緊張感など些さ細さいなものだ。緊張のあまりに体がよじれてしまいそうだが、それを焼きたてのパンの香りが和やわらげてくれる。

「ただいま！」

　俺はなるべく元気に玄関のドアを押し開ける。

　それから、村人たちからのお裾すそ分わけをダイニングルームに運び込んだ。

「おかえりなさ……わわっ、こんなにお土産みやげがたくさん!?」

　アイリスは両手に鍋なべつかみをはめて、かまどから焼きたてのパンがのっている鉄板を引ひっ張ぱり出しているところだった。驚いた拍子にパンが弾んで、彼女は「おっとっと……」とステップを踏む。

「ちょっと見て回るつもりがこの通りだよ」

「ウィルさん、すごーいっ！」

　鍋つかみをはめたまま拍手するアイリス。

　彼女のキラキラとした瞳ひとみは、まるで世界を救った勇者を見ているかのようだった。

　いやはや、これくらいのことで尊敬の眼まな差ざしを向けられるとは……まあ、アイリスが素す直なおに喜んでくれるならよしとしよう。

　俺がテーブルに着くと、彼女は焼きたてのパンをバスケットに盛り付け始めた。

　オーソドックスで食たべ応ごたえのある丸パンだけではなく、小さくて柔らかそうなマフィンもある。ソーセージにハム、チーズに生野菜、トマトやバジルのソースと挟はさみたいものも盛りだくさんだ。もちろん、ジャムや蜂はち蜜みつで甘く仕上げてもいいだろう。これはまた今朝のサンドイッチと違った楽しみがありそうだ。

「ウィルさん、飲み物はどうする？」

「お茶やジュースもいいが……水を頼む。散々歩いて汗をかいた」

「はーい！」

　アイリスが早速、コップに水を入れてきてくれる。

　冷たい水を一口飲み、俺はホッと一息ついた。

　美お味いしい食べ物のあるラクーナ村ではもちろん水も美味しい。

「……って、何を落ち着いてるんだ、俺は!?」

　声のボリュームこそ可能な限り抑えたが、自分に突っ込まずにいられなかった。

「それじゃあ、いただきま──」

「待った！　アイリス、待った！」

　俺は食べ始めようとするアイリスをとっさに阻はばむ。

　アイリスが予想通りきょとんとした。

「どうしたの、ウィルさん？」

「アイリスに言わなくちゃいけないことがあるんだ」

　ここは自分の気持ちに正直になろう。

　村長の言ったように、体が無事でも心が死んだら元も子もない。この気持ちをアイリスに受け止めてもらえなかったら、そのときは心が無事な間だけでも、アイリスを支えることにしようじゃないか。

「俺は今朝、仕事を探そうとしたんだ」

「そうだったの？」

「あぁ……実際に探そうとしてみて分かったことがある」

　俺はついに気づいてしまった正直な気持ちを告げる。




「アイリス……俺は……お、俺はっ……」




　い、言えねぇ────────っ!!

　昨日できたばかりの一人娘に対して、働くのが嫌だから養やしなってくれなんて言えるわけがない！　俺自身のプライドもあるが、そんなことを父から聞かされるアイリスがあまりにも不ふ憫びんすぎる！

「う、うぐぐぐ……」

　俺はテーブルに額を叩たたきつける。

　本当は逆さかさまになって地面に突き刺さっても足らないくらいだ。

「ねえ、ウィルさん？」

　ふわり、と俺の頭に軽かろやかな感触。

　顔を上げてみると、テーブルに身を乗り出したアイリスが、俺の頭をなでているのだと分かった。彼女は子供の成長を見守るような、慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべている。光輪と翼を携たずさえた天使の姿を、俺は再び目の当たりにしていた。

「ウィルさんは働かなくていいんだよ」

「ア、アイリス……俺の考えていることが分かるのか!?」

「うん。おむね、苦しそうにしてたよね？　思い詰めてた顔をしてたし、気になってたんだけど……あのとき、ウィルさんの気持ちに気づけなくてごめんね」

「そんなっ！　俺の方こそ謝らなくちゃいけない！」

　俺はついに白状する。

「働こうと考えると、胸が苦しくなってくるんだ」

「ウィルさんは働かなくていいの！」

「でも──」

　アイリスが言い訳しようとする俺の口を人差し指で押さえる。

「だって、魔王をやっつけたんだよ？　ウィルさんは普通の人が生きてる間に頑張る分の……何倍も、何十倍も頑張ったの！　それじゃあ、心も体も疲れちゃうに決まってる。だから、ウィルさんはゆっくり休まなくちゃいけないと思うな！」

　アイリスの言うことも実にもっともだろう。

　俺は自分を押し殺し、周囲を気き遣づかい、努力に努力を重ねて、世界平和と人類の幸せのために働いてきた。一生分の頑張りはとっくに使い果たしていると言える。あの胸の苦しみはきっと、燃料が空っぽなのに無理をしようとして生まれたのだ。

「でも、俺が働かないとアイリスに頼りっきりに──」

「もぉ──っ！」

　アイリスがぷくーっと頰ほおを膨らませる。

「ウィルさんは働くの禁止！」

「働くの禁止!?」

「もっと言うなら、頑張るの禁止！」

「頑張るの禁止!?」

　そんな人生の特別ルール、聞いたことないぞ！

　むしろ、可能な限り頑張るのが人生というものであるはずだ。

「それなら、頑張らないでどうやって生きていくのか……」

「うーん……」

　腕組みをして考え込むアイリス。

「ウィルさんの頑張るは我慢するってことだよね？」

「た、確かにそうかもしれない……」

　相変わらず鋭いことを言ってくる。

　アイリスの小さな手が、俺の手を優しく包んだ。

　それから、まるで祈りを捧ささげるかのようにそっと口づけをする。

　彼女の唇が指先に触れた瞬間。

　俺は自分の体にかけられた枷かせが外れるのを感じた。

「わたしはもうウィルさんに頑張ってほしくないな。つらいこと、苦しいこと、嫌なこと……そういうことを受け入れちゃうのが頑張るってことなら、きっと頑張らないことが正解なんだと思う」

「アイリスは……いいのか？」

　俺は最後の最後に問いかける。

　すると、アイリスはぽんと自分の胸を叩たたいた。

「むしろ任せて！　わたし、張はり切ってるから！」

「それは頑張ってるんじゃないのか？」

「わたし、ウィルさんのことが大好きだもん！」

　アイリスは恥ずかしげもなく言い切る。

　彼女のふわふわした金髪が軽かろやかに跳ねた。

「ウィルさんのために料理を作ったり、お洗濯したり、お部屋を掃除したりすることが、すっごく楽しいの！　ウィルさんのことを考えてると、胸の奥が温かくなってきて、それが嬉うれしくて……たくさん、ありがとうとか、大好きとか言いたくなって……」

「そうか……」

　そこまで言ってくれるなら、これはもう甘えてみてもいいのかもしれない。

　他ほかの誰だれかのためではなく、あくまで自分自身のために……。

「ありがとう、アイリス」

　今度は俺の方から、彼女の手に口づけをする。

「俺はもう頑張らない。約束するよ」

「うん、わたしとウィルさんの約束だね」

　アイリスが嬉しそうに口づけされた自分の手を眺める。

　麗しの姫君たちにも同じように挨あい拶さつしてきたが、こんな風に心を込めて口づけすることは初めてだった。俺の心が届いたかどうかはさておき、お姫様っぽい雰囲気を彼女は喜んでくれているらしい。

　あぁ……これで俺は本格的に自由というわけだ。

　働かなくていい。頑張らなくていい。

　ようやく、俺自身が望んでいた状態になれたわけである。

　けれども、不思議と何かを失ったような気はしない。むしろ、新しいものを迎え入れるための余裕ができた。そこにはこれから、アイリスの優しさをたっぷりと詰め込めばいいじゃないか。

　それに気づいたとき、また別の思いが込み上げてきた。

「俺、アイリスの願いを叶かなえたい」

「えっ？」

「食事を食べさせあったり、一緒のベッドで寝たり、アイリスの願いを叶えることが楽しくてたまらないんだ。アイリスのためなら何でもしたい。これは頑張るのとは違う。アイリスが俺にしてくれていることと同じだからな」

「本当!?」

　アイリスの反応は誕生日プレゼントに何がほしいか聞かれた子供そのものだ。

　瞳ひとみの中にはキラキラと星が輝いている。

「でも、たくさんありすぎて迷っちゃうかも……」

「ゆっくり考えるといいさ。まずは昼食を済まそう」

「そうだね。いただきまーす！」

　やっとのことで昼食の始まりだ。

　俺は我慢できなさすぎて、バターもつけずに丸パンをかじってしまう。

「お、おおっ!?」

「どうしたの、ウィルさん？」

「昨日よりも……さらに美お味いしく感じる」

　アイリスの作ってくれる料理は常に美味しかった……とすると、変わったのは俺の方だろう。これから俺の肩にのしかかってくるであろう将来の重荷を、受け止めることなくスルーすると決めた……そこから生まれた余裕により、アイリスの料理をさらに楽しむことができるようになった。そんな風に俺は理解する。

　なんだよ、おいおい。

　頑張らないことのメリットが速そつ攻こうで出てるじゃないか！

　働かずに食べる飯は美う味まい。

　もしも世界を救うことがあったら、みなさんにも試していただきたいところだ。









レベル４：アイリス温泉はいい湯だな






　頑張らないと宣言してから数日が経過した。

　人生とは頑張ること……我慢することだと思っていた俺にとっては、人生観が百八十度ひっくり返ったわけである。

　だが、俺は頑張る方法を知っていても、一方で頑張らない方法は全然知らないのだ。こうなると必然的にやれることが限られてくる。

　俺は日がな一日、家事に励はげむアイリスを眺めたり、彼女の膝ひざ枕まくらで昼寝したり、庭で飼っているニワトリにえさをやったり、畑の野菜に水をやったり……とにかく他た愛あいのないことばかりをして過ごした。

　夜になったらアイリスと料理を食べさせあって、一緒のベッドに潜り込んでぐっすりと寝る。目覚めたら朝食の準備ができていて、アイリスに感謝してそれをいただく。朝から晩まで頑張る隙すきがないという状態である。

「うーん、こんな感じでいいものか……」

　俺は独り言を呟つぶやきながら、材木置き場で薪まき割わりをしていた。

　ラクーナ村は林業も盛んなので、薪にするための材木には困らない。大量に使いすぎない限り、村人は材木置き場から好きなように薪まきを持っていって構わないらしい。ちょうど体もなまっていたので、運動がてらに薪割りをしに来た次第だ。

　俺が手て斧おので薪をぱこんぱこんと割っていると、

「おはようさん、ウィルくん」

　通りかかった村長に声をかけられた。

　彼女は俺の割った薪を勝手に拾い集めている。

「いやいや、それはうちのだから！」

「ワシはおぬしの師匠なんじゃぞ？　あれこれ教えてやったんじゃから、少しくらい見返りがあったっていいじゃろうが！　本当なら『バブみマスター初級コース』の受講料を徴ちよう収しゆうしたいくらいじゃ！」

「俺はあんたの弟で子しになったつもりはないが……」

　結局、村長は拾った薪を手放そうとしなかった。

　まあ、薪割りがはかどりすぎていたので、ちょっとくらい拾われても問題ない。

　村長が満足そうにうんうんとうなずいた。

「どうやら、上う手まい具合に頑張らないことができているようじゃな」

「まあ、おかげさまで……」

「だからこそ、おぬしはそうやってアイリスのために頑張れている」

「はい？」

　頑張らないのに頑張れている？

　実に矛む盾じゆんした言葉の羅列だ。

「アイリスのお手伝いをできているじゃろう？」

「確かにニワトリのえさやりに、畑の水やりに、今やってる薪割りに……どれも普通にやれてるな。働いているはずなのに胸が苦しくならないが……いや、これは俺に『頑張っている』という意識がないからか？」

「ほっほっほ。おぬしもようやく労働の本質に気づいたようじゃな」

　村長が気持ちよく笑う。

「頑張ろうと思って頑張るのではない。好きな人のためにやってあげたいことをやっているうちに気づいたら頑張っていた……そうやってこそ、人間は本当の喜びを得られるというものじゃよ」

「確かに……」

　そこは素す直なおに賛同する。

　俺は周囲に追い詰められていたと思っていたが、実のところは自分自身を追い詰めていたことが多々あった。案外、周囲よりも自分を変えた方が楽だったのかもしれない。もちろん、勇者の仕事を放ほうり出したこと自体は後悔していないけども……。

「さてと、新たな気づきを得た愛まな弟で子しに一ついいことを教えてやろう」

　村長がニヤリとした顔をして、おもむろに背伸びする。

　それから、俺にこっそりと耳打ちしてくれた。

「な、なにっ!?」

　彼女の言葉を聞いた瞬間、俺は山積みの薪まきを担いで走り出していた。







　俺が猛ダッシュで帰宅すると、アイリスは畑でトマトを収穫していた。

　彼女は立ち上がり、笑顔でこちらに手を振ってくれる。

「ウィルさん、おかえりなさーい！　わっ、薪がそんなにたくさん!?」

　俺は玄関のそばに担いでいた薪を下ろした。

　トマトの入ったかごを抱えて、アイリスが庭の畑から出てくる。

「喉のど渇いたでしょ。食べる？」

「……あぁ、一個もらうよ」

　彼女の差し出した真っ赤なトマトを水分補給がてらに一つ食べる。

　小腹も空すいていたしちょうどいい。

　アイリスがハンカチを取り出し、背伸びして額の汗を拭ふいてくれる。

　とりあえず心を落ち着かせて……とも思ったが、俺は我慢できず聞いてしまった。

「アイリス、近くに温泉があるってのは本当なのか!?」

　これが村長の教えてくれたいいことである。

　からかうのが好きな彼女のことだから、もしかしたら冗談かもしれない。

　それでも、俺は期待に胸を躍らせずにいられなかった。

「うん、あるよ」

　あっさりと肯定するアイリス。

「マジか!?」

「わたしが小さいときはママと一緒に入ってたよ。すっごく気持ちよくて、わたし、温泉って大好き！　でも、お掃除がすごく大変だから、最近はずっと使ってなかったけど……ウィルさんは温泉って好き？」

「あぁ、大好きだ！」

　魔王退治の途中、傷ついた体を癒いやすために何度か温泉地で療りよう養ようした。温泉ではゆっくりと一人になる時間があり、心も体も安らぐことができた。そんなに好きな温泉のことを忘れていたとは……いやはや、逃亡中は相当に参っていたらしい。

「よし、今晩には入れるように温泉の掃除をするぞ！」

「それじゃあ、わたしが温泉まで案内するね」

　アイリスがトマトのたくさん詰まったかごを玄関前に置いた。

　彼女に案内されて、俺は家の裏手に回る。

　そこは森になっているのだが、細い道が奥の方に続いていた。

　歩くこと数分、川のせせらぎが聞こえてくる。

　アイリスに案内してもらったのは、周囲を木々に囲まれており、崖がけ下したの渓けい流りゆうを一いち望ぼうできる絶景ポイントだった。

　露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船は子供なら泳げそうなくらいに広々としているが、今はもう枯れ葉がたまって使い物にならなくなっていた。湯口は仕切りの板で押さえられており、温泉は崖下の渓流に向かって流れている。どうやら、温泉地として流は行やるほどの湯量があるわけではないらしい。

「家から歩いて行ける距離に露天風呂か……」

　これは俄が然ぜん、やる気がわいてきた。

「よし、やるぞ！」

「わたしも手伝うよ！」

　アイリスが元気よく手を上げる。

　それから、俺たち二人の風呂掃除が始まった。

　まずは湯船にたまってしまった落ち葉を取り除くところからだ。

　落ち葉を両手一杯に抱えて、湯船から外に運び出していった。

「よいしょ……よいしょ……」

　アイリスもどうにか落ち葉を運んでいたが、落ち葉は水を吸って重くなっており、立ったりしゃがんだりを繰り返して大変そうだ。

（よくよく考えてみたら、こういうときのための魔法じゃないか？）

　俺の中に『魔法＝モンスターを攻撃するためのもの』というイメージがあるせいで、存在を思い出すまでに時間がかかってしまった。実際、本職の魔法使いや僧そう侶りよに比べると、俺の使える魔法の種類は限られている。

「アイリス、後ろに下がっていてくれ」

「どうしたの、ウィルさん？」

　アイリスに被害が及ばないように、俺は彼女の真正面に立った。

　それから呪文を詠えい唱しようする。

「突風ウインド！」

　瞬間、湯船の底から激しい突風が巻き起こる。

　たまっていた落ち葉は空高く舞い上がり、そのまま風に流されて見えなくなった。

　これで作業工程は大幅に短縮された。攻撃魔法も使い方次第というわけだ。

「ウィルさん、すっごーい！」

　アイリスが俺の背中にしがみついてぴょんぴょんと跳びはねている。

「簡単な攻撃魔法だが上う手まくいったな」

「魔法、初めて見た！」

　目をキラキラさせているアイリス。

　村長は魔女でも薬品調ちよう合ごうが専門らしいから、こういう魔法は使わないのだろう。

「しかし、ここからが大変そうだな……」

「えっ？」

　俺とアイリスは湯船の底を見る。

　そこには突風で吹き飛ばし切れない土がこびりついていた。

　何年も放置されていただけになかなか手て強ごわそうである。

「うちにブラシがあるよ！　床を磨いたりするやつ！」

「よし、それを使おう」

　俺たちは早速ブラシを家から持ってくる。

　湯口を仕切っている板を取り外し、湯船に温泉を流し込みつつ、こびりついた土を洗い流すことにした。

　周囲に木々を囲まれており、近くに渓けい流りゆうも流れているため涼しいが、温泉が足下に流れ込んでくると温かい……というか蒸し暑い。そのため、ブラシで足下を磨くことに集中していると、なかなかいい運動になって汗をかいてきた。

　俺が上着の袖そでをまくり上げて、気合いを入れ直していると、

「ふぅ、暑くなっちゃった……」

　アイリスがデッキブラシから手を離し、おもむろにエプロンドレスを脱ぎ始める。

　どこまで脱ぐのかと思ったら、あっという間に下着姿になってしまった。

「ウィルさん、どう？」

　アイリスが笑顔でくるりとターンしてみせる。

　キャミソールの裾すそがひらりとして、健康的なおへそが一瞬だけ見えた。

　どうやら彼女には人前で着替えたりすることに対する羞しゆう恥ち心しんがないらしい。パジャマに着替えたときもそうだったが、彼女はむしろパジャマ姿を見せること自体を恥ずかしがっていた感じだった。

　これも父親が不在だった故のことだろうか？

　俺の口から指摘したものか、どうにも迷ってしまう。

「ばっちりだ。よく似に合あってる！」

　で、迷った末にやっぱりほめてしまった。

（うーむ、教育とは難しい……）

　そうこうしているうちに正午を過ぎてしまった。












　アイリスが昼食を用意するために一度自宅に向かう。

　それからしばらくして、彼女はバスケットを抱えて露ろ天てん風ぶ呂ろまで戻ってきた。

　湯船のふちに腰掛けて、俺たちは少し遅めの昼食を取ることにする。

　バスケットにかけられているナプキンを取ると、そこにはホットドッグが入っていた。ラクーナ豚のソーセージをパンで挟はさんだもので、いかにも食たべ応ごたえがありそうだ。汗を流したところには、ソーセージの塩っ気が非常にありがたい。

「いただきます！」

　俺は夢中になってホットドッグにかぶりついた。

　アイリスも小さな口を目一杯開けて、どうにかホットドッグをほおばっている。

　どうにか嚙かみ切った瞬間、ソーセージから肉汁が吹き出して、

「きゃっ!?」

　それがアイリスの頰ほおに勢いよくかかってしまった。

「アイリス、大丈夫か？」

　俺はハンカチで彼女の頰を拭ぬぐってやる。

　肉汁のかかったところは特になんともなっていなくて安心した。

「やけどでもしたら大変だから注意しないとな」

「えへへ、そのときは温泉が効くかも！」

「その前に回復魔法で治すよ」

　ちょっとしたハプニングこそあったが、俺たちはすぐに昼食を食べ終えた。

　午後もデッキブラシで湯船の底を洗い続ける。

　敷しき詰められた石のタイルが見えてきたときには、俺たちは二人ともすっかり汗まみれになっていた。

　アイリスに至っては、昼食のときに着ていたエプロンドレスを再び脱ぎ、またもや下着姿になってしまっている。キャミソールに汗が染み込み、彼女の肌にしっとりと貼はり付いていた。彼女とは家族になったとはいえ、どうにも目のやり場に困る。

「アイリス、その……水着とか持ってないのか？」

「えっ、水着？」

　アイリスは聞き返すや否いなや、キャミソールの裾すそをまくり上げてしまう。

　キャミソールの下から現れたのは、汗のしずくで光る彼女の柔やわ肌はだ、そして白い布地の水着だった。踊り子の衣装もかくやとばかりで、角度によってはヒモを巻いているだけのように見えるセクシーなデザインである。

「じゃーん！　実は一度帰ったときに着てましたーっ！」

　アイリスは両手を万ばん歳ざいして、俺の前でくるっとターンして見せる。すると、水着を結んでいるヒモが揺れて、汗のしずくが宙にはじけた。つるんとしたわきのラインから、腰のくびれに至るまでが丸見えになっている。大胆に露あらわになった丸い小尻は、はじけんばかりの健康美をアピールしていた。

「お、おう……」

　これはドキッとするというより、むしろヒヤッとするやつだ！

「その水着、まさか他ほかの人に見せたりは……」

「テーネちゃんと一緒に水浴びするときにしか着てないよ？」

「そ、そうか……それならよかった……」

　村の男たちに見られていたら、どうしようかと心配していたところだ。みんないい人たちなのは知っているが、それでも一度ドキッとしてしまったら止まらないのが男である。俺だって家族になっていなければ、もっと動揺していたことだろう。

「この水着は村長さんが選んでくれたんだよ」

「あの人のチョイスかよ！」

　こんなにけしからん水着を選んで、村長は何を考えてるんだ!?

　あ、そうか。けしからんことしか考えていないのか……。

「似に合あってる……かな？」

　アイリスが背をそらして、自分なりのポーズを取ってみせる。

　彼女の体つきは未成熟で細身ながらも、こうして水着姿になってみると、女性らしい体のラインができつつあると分かった。しなを作ると、なおのこと丸みが強調される。ただし、胸の膨らみはまだまだこれからといった感じだ。

　問いかけるアイリスはうっすらと頰ほおを赤くしている。

　パジャマのときと同じで、お洒落しやれとして見せるのは恥ずかしいらしい。

「もちろん似に合あってる。ばっちりだ！」

「やった！　それじゃあ、お掃除のときは水着にするね！」

　アイリスが嬉うれしそうに湯船の掃除を再開する。

　俺も掃除に集中することにしよう。

　そうでもしないと、アイリスの方ばかり見てしまいそうだ。

　湯船の掃除が終わったのは、おやつ時を過ぎたあたりだった。

「やったーっ！　おわったーっ！」

　アイリスが喜びのあまり俺の体に抱きついてくる。

「これで夜には温泉が湯船にたまるはずだ」

「何年ぶりかなぁ……楽しみ！」

「アイリスは夕食の準備を頼む。体をちゃんと拭ふいて、着替えるようにな」

「ウィルさんは？」

「俺はまだやりたいことがある」

「分かった！　おゆうはん、作って待ってるね！」

　畳んでおいたエプロンドレスを抱えて、アイリスは元気に走り去っていった。

　あとは脱衣所代わりについたてでも立てておき、夜は暗くなるからたいまつでも設置するとしよう。

「名付けてアイリス温泉……それとも、アイリスの湯か？」

　ゆくゆくは改良を続けて、ここを温泉宿のように立派な露ろ天てん風ぶ呂ろに……と、ついつい妄想が広がった。







　俺が自宅に戻ってくると、すでに太陽は山の向こうに沈んでいた。

　今日は晴天なので空が明るく、露天風呂からの帰り道も困らなかった。

　これは星空を眺めながら、ゆっくりと温泉に浸つかれそうである。

「ただいまー」

　玄関のドアを開けると、

「お帰りなさい、ウィルさん」

「おう、お邪魔してるぞい！」

　村長がテーブルで林りん檎ご酒しゆを飲んでいて、俺は綺き麗れいにずっこけそうになった。

　彼女は満まん面めんの笑みを浮かべて、うっすらと頰ほおを赤くしている。

　持参した瓶入りの林りん檎ご酒しゆは、中身がもう半分近く減っていた。

「おいおい、完全にできあがってるじゃないか……」

「ほっほっほ、できあがっちゃってるぞーい！」

　村長の隣ではテーネが静かにお茶を飲んでいた。

「お邪魔しています、ウィルさん」

「あぁ、いらっしゃい……」

　俺は村長の向かい側の椅い子すに腰を下ろした。

　アイリスは台所でテキパキと夕食の準備をしている。

「もう少し待ってね、ウィルさん」

「急がなくて大丈夫だからな？」

　で、気になるのは目の前にいる人物である。

「温泉かぁ、楽しみじゃなぁ！」

　うきうきと体を揺らしている村長。

　本当に楽しそうに飲んでるなぁ……と、俺はちょっとだけうらやましくなる。

「俺に温泉のことを教えたのは、あんたが入りたかったからか……」

「最近は腰が痛くてのう。テーネに毎晩さすってもらっておるのじゃよ」

「いやいや、あんた体は若いんだろ？　見た目だけ若くて、中身がボロボロだったら怖いっての！」

　村長のことだから、テーネに甘えるための口実なのだろう。

「テーネも大変だな。雇やとい主がこんな感じで……」

「うふふ、大丈夫です」

　テーネはおっとりとした笑みを浮かべている。

「私、村長さんのことが大好きですから♪」

「ほっほっ！　ワシもテーネちゃんのことが大好きじゃぞい！」

　メイド少女（14）のバストにほおずりする魔女（年齢不詳）。

　テーネの趣味も大たい概がいだな、これは……。

　当人たちが幸せそうだから、部外者が口を出すことではないか。

「そうそう、ウィルさん」

　テーネが小声で話しかけてくる。

「ん？　どうしたんだ？」

「アイリスちゃんのことなんですけどね……私たちが料理をお手伝いしようとしたら、一人でやりたいって言ったんですよ。どうしてなのかって聞いたら、頑張って作った料理をウィルさんに食べてほしいからって……」

　俺はついついアイリスの後ろ姿を凝視してしまう。

　彼女は料理の盛り付けに真剣だ。

　アイリスの気持ちは分かっているつもりだが、こうして他人の口から改めて聞かされると、愛いとおしさがふつふつと込み上げてくるから不思議だ。いても立ってもいられず、後ろから抱きしめたい衝動に駆られる。

「はーい、できたよ！」

　アイリスが鍋なべつかみをはめた手で鉄皿を持ってくる。

　鉄皿には大人の拳こぶしほどもあるハンバーグがのっており、ジュウジュウと食欲をそそる音を立てていた。真っ白な湯ゆ気げが立ち上り、デミグラスソースの濃厚な香りが広がる。鉄皿には付け合わせの温野菜もあり、栄養のバランスもよく考えられていた。

「パンもあるから一緒に食べてね」

　アイリスが丸パンの入ったバスケットをテーブルにのせる。

　なるほど、肉汁とソースに浸して食べるのも美お味いしそうだ。

　四人で「いただきます！」と声を揃そろえる。

　俺がハンバーグを一口サイズに切っていると、

「ウィルさん、あ～んして？」

　アイリスがフォークで刺したハンバーグを食べさせようとしてきた。

　そんな光景を目の当たりにして、村長が愉ゆ悦えつたっぷりの笑みを浮かべる。

「おやおやぁ？　随分とラブラブじゃのう？」

「そっちにはまだ負けるけどな」

　今更恥ずかしがる俺ではない。

　からかってくる村長を一いち瞥べつしてから、俺はアイリスのハンバーグにかぶりついた。

　嚙かんだ瞬間から肉汁があふれ出してくる。それが濃厚なデミグラスソースと口の中で合わさり、ステーキとはひと味違ったハーモニーを奏でていた。外は少し焦げ目がつくくらいにこんがりと、それでいて中はジューシーに焼き上げられている。嚙むとほろほろと崩れる絶妙な歯ごたえが心地ここちよい。

「こんなに美味しいハンバーグも作れるなんて……やるじゃないか、アイリス」

「えへへ、ウィルさんのために頑張っちゃった♪」

　これだけ手が込んでいるのだから、調理にはなかなか骨が折れたことだろう。突然の来客の分までしっかり用意したのだからなおさらである。

　これはあとでご褒ほう美びをあげたいところだ。

　俺はお返しでアイリスにハンバーグを食べさせることにする。

「おっと……その前に冷まさないとな」

　彼女が猫舌であることを思い出して、フォークで刺したハンバーグに息を吹きかけた。

　ほどよく冷めたところを見計らってアイリスに食べさせてやる。

「うーん……美お味いしいっ♪」

　ぷっくりと膨らんだ頰ほおを手で押さえるアイリス。

　村長はその様子をうらやましそうに眺めていたが、すぐに我慢できなくなってテーネの肩を揺すった。

「テーネちゃん、ワシにもあ～んしてくれ！」

「はい、村長さん。あ～んしてくださいね」

　テーネは快こころよく了解して、村長にハンバーグを食べさせてやる。

　むぐむぐと咀そ嚼しやくしている村長は、とろけそうなほどの笑顔を浮かべていた。

　そんな彼女のことを見て、テーネも満足そうに微笑ほほえんでいる。

　すると、

「ウィルさん、もう一回あ～んして！」

　アイリスが急に対抗心を燃やして張はり切りだした。

「お、おうとも！」

　それからはアイリスが俺にハンバーグを食べさせ、村長がテーネにハンバーグをねだり……という謎なぞのループが発生した。流石さすがに途中で止めて、アイリスにもハンバーグを食べさせてやり、始終楽しい雰囲気で夕食を終えた。

　そして、これから待ちに待った温泉タイムである。

　食後の紅茶を一口飲み、それから俺は三人に言った。

「後片付けは俺に任せて、みんなで温泉に入ってきたらどうだ？」

「え──っ!?」

　アイリスが不満げな声をあげる。

　彼女は椅い子すから立ち上がり、隣にいる俺に詰め寄ってきた。

「わたし、ウィルさんと一緒に入りたい！　背中流してあげたい！」

「いや、流石にそこまでしてもらうのは……」

「え～っ!?　わたし、パパと一緒にお風ふ呂ろ入るのも夢だったのに!!」

　ここで俺からぜひにとお願いするのはまずいことになる気がする。

　露ろ天てん風ぶ呂ろだから家族で入ってもオーケーなのかもしれないが、この辺が最終防衛ラインだと元勇者としての勘が告げている。ここで何もかも受け入れてしまうのは、魔王の軍勢に対して城門を開け放ってしまうようなもの！　まともな判断力を有する人間なら、決して選ばない選択肢だ。

　けれども、ここに一切ためらわない人間が一人いる。

「ふっ……こんなところで再び躊ちゆう躇ちよするとはな！」

　他ほかでもない村長である。

　酔いが醒さめてきたのか、食事中よりも顔の赤みは戻りつつあった。

「バブみ受容レベルが徐々に高まってきたと思ったら、せっかくの大チャンスを前にして二の足を踏むだなんて……なんとも情けない男じゃよ。愛まな娘むすめが背中を流してくれると言っておるんじゃぞ？　ためらう必要がどこにある？」

「ありまくりだよ！」

「ワシなんか全身くまなくテーネちゃんに洗ってもらってるぞい！」

「それはあんたのところが特殊すぎるだろ!?」

　わ、分からん……。

　村長とテーネの間に存在する絆きずなの深さが分からん……。

　それとも、これがバブみの境地だとでも言うのか？

　至りたくないぞ、その境地は！

「ともかく、女性陣で先に入ってきてくれよ。頼むから」

「むーっ！」

　アイリスが頰ほおを膨らませている。

　そんなにぷんぷん怒られてもどうにもならない。

　俺は椅い子すから立ち上がると、三人に背中を向けて食器を片付け始めた。







　アイリスは渋々納得すると、村長とテーネと一緒に温泉へ入りに行ってくれた。

　俺はその間に夕食の後片付けを済ませる。

　早々に食器を洗い終えて、一人でのんびりと三人の帰りを待った。

　こうして誰だれかの帰りを待つというのは不思議な感覚だ。魔王討とう伐ばつのために招集されてからこの方、俺は基本的に出迎えられては見送られるという人生を送ってきた。こうして一所にとどまり、自分の方が待つというのは新鮮な体験だ。

　ただ、こうして待ってみて分かったのだが、誰かを待つという行為はかなりそわそわする。俺の方から送り出したにもかかわらず、早く帰ってこないかと考えてしまう。

　温泉に入って戻ってくるわずかな時間で、こんなに落ち着かなくなるとは……いやはや、本当に母親から引き離された子供のような心地ここちだ。

「ただいまーっ！」

　待つこと小一時間、風ふ呂ろ上がりの三人が帰ってきた。

　アイリスはお気に入りの薄いピンク色のパジャマに着替えている。たっぷりと温まってきたようで、胸元のボタンを一つ外しており、健康的な鎖骨のラインが覗のぞいていた。いつもはふわふわの金髪はしっとりと濡ぬれて、毛先がくるんと跳ねている。染み一つない白い肌は、温まってほんのりと赤くなっていた。

　テーネも普段のメイド服からパジャマに着替えている。たわわなバストにどうにも目が向きがちだが、こうして愛らしいパジャマ姿でいると、アイリスとあまり年齢の変わらない子供なんだなと思えた。

　村長は自分の髪色に合わせた薄紫色のネグリジェ姿である。外見の年齢は俺と変わらないので、彼女のセクシーさを感じさせる姿は少々目のやり場に困った。まあ、普段の言動がアレな感じなので、見ていてときめいたりすることはなかったが……というか、その格かつ好こうで外を歩いてきたのかよ!?

「すっごい気持ちよかったよ！　お星様も綺き麗れいだったし！」

　すっかり機き嫌げんを直してくれたようで、アイリスが俺の体にくっついてくる。

　彼女からは柔らかい石せつ鹼けんの香りが立ち上っていた。

「そんなに楽しんでもらえたなら掃除した甲か斐いがあったよ」

「ウィルさん、ありがとうございました。私と村長さんまで入らせていただいて」

　テーネがぺこりと一礼する。

　それだけで、ゆさっとたわわなバストが揺れた。

「これからも気軽に入りに来てくれて大丈夫だよ。なあ、アイリス？」

「うん！　わたし、またテーネちゃんとお風ふ呂ろ入りたい！」

　お互いに楽しそうな様子のアイリスとテーネ。

　ようやく分かってきたが、どうやら二人はかなりの仲良しらしい。テーネがどれくらい前から村長の家で働いているかは知らないが、アイリスにとってはきっと待望の年齢が近い友達だったに違いない。保護者目線の俺としても、二人には末永く友達として仲良くしてほしいところだ。

「あの温泉、ワシは美容によいと見たぞい！」

　村長が自分の肌つやを確認してほれぼれとしている。

　彼女の肌は確かに潤うるおってつやつやで、年齢不詳感がさらに増していた。

「ここは一つ成分を解析して、温泉の素もとを売り出して一ひと儲もうけを……」

「他ひ人と様さまの温泉で勝手に一儲けを企たくらむなよ！」

「パッケージにはワシとテーネちゃんとアイリスちゃんの入浴風景を──」

「はい、アウト！」

　アイリスの入浴シーンをどこかの誰だれかに見せてたまるか！

「ふふふ、冗談じゃよ。ワシ、スタイルに自信ないし」

「諦あきらめる理由、そこかよ……」

　結局、村長のいいようにからかわれてしまった。

　きりがないので、立ち話はこれくらいにしておこう。

「それじゃあ、俺もひとっ風呂浴びてくる」

「いってらっしゃーいっ！」

　着替えやタオルを抱えて家を出て、月明かりを頼りに道を進むこと数分。暖かみのあるたいまつの明かりが見えてくる。

　露ろ天てん風ぶ呂ろに到着して、俺はついたての裏で服を脱いだ。

　湯船のそばにしゃがみ込み、持ってきた手て桶おけでお湯を頭からかぶる。これだけでもう気持ちいい。まともに水浴びもできなかった逃亡生活中に比べると、アイリスと一緒の生活は天国のようだったが、やはり温泉の心地ここちよさは格別だ。

　俺は早速石せつ鹼けんで髪を洗った。

　再び頭からお湯をかぶり、泡を洗い流すと実にさっぱりする。

　今度は体を洗って……あれ？　石鹼がない？

　お湯をかぶったときに変な方向へ滑っていったのだろうか。

　そして、石鹼を探そうと振り返ったときだった。




「えへへ、来ちゃった♪」




　俺の視界に細身の裸体が飛び込んでくる。

　そこにいたのは紛まぎれもなくアイリスだった。

　彼女は右手に拾った石鹼を、左手に薄手のタオルを持っている。自らの体を隠そうとする素そ振ぶりもなければ、恥ずかしがっている様子もなかった。生まれたままの姿でずっと生きてきたかのように自然体なのである。あまりに堂々としているものだから、俺は顔を背そむけることを忘れて固まってしまった。

「アイリス、どうしてここに!?」

　結局、我に返るまでたっぷり十数秒は要した。

　俺が顔を背けるまでの間、彼女は嬉うれしくてたまらなそうにニコニコしていた。

「村長さんが『お風呂に二回入っちゃえば？』って教えてくれたの」

「やっぱりあの人の入れ知恵かよ！」

「そうじゃ、ワシじゃ」

　待まち構かまえていたようなタイミングで背後から声が聞こえてくる。

　ちらりと後ろを見てみると、村長とテーネまで来てしまっていた。

　二人ともやっぱりタオル一枚を携たずさえているだけである。

「おいおい!!　なんであんたらまで平気な顔で入ってくるんだよ!?」

「ワシらは早速温まってるから、そちらはごゆっくりのう！」

「すみません、ウィルさん。また入らせてもらいますね」

　律りち儀ぎにタオルを置いて、湯船に浸つかる村長とテーネ。

　こ、この暢気のんきなでこぼこコンビめ……。

　こうなってしまったら、もう追い返さずに覚悟を決めることにする。

「俺は体を洗ってから入るから、アイリスも先に温まっていて──」

「お背中、お流ししまぁす♪」

　石せつ鹼けんを泡立てる音が聞こえてきたかと思うと、アイリスがおもむろに俺の背中をタオルでごしごしと洗い始めた。

「おいおい、背中くらいは自分で洗えるって……」

「わたしに任せて、ウィルさん！　この日のために練習してきたから！」

「なんだそのピンポイントな練習!?」

　俺は最初こそ不安に思っていたが、これがなかなか気持ちいい。

　アイリスの力加減も絶妙で、すっかり肩の力が抜けてリラックスできた。

「かゆいところはないですか？」

「アイリス、それは髪を洗うときの質問だ」

「そうだっけ？」

　この状況にも慣れてくると、食卓を囲んでいるときのように会話が弾んでくる。

「ウィルさん、今日はおつかれさま」

「なに、自分の好きなことに夢中になってただけで……あっ」

　つい振り返りそうになって、寸前でどうにかこらえる。

　アイリスは今、俺の背後で生まれたままの姿なのだ。

　どうしてだろうか、先ほどのように直視したときよりも、こうして見えていない方が緊張するというか、想像力が働いてしまうというか、アイリスの息づかいをリアルに感じ取ってしまうというか。

「そうそう、アイリスちゃんに教え忘れておったな」

　明らかによからぬことを言い出しそうな村長。

「実はタオルを使わずに洗うとすっごく気持ちいいのじゃよ」

「えっ、どういうこと？　わたし、知らない！」

　案の定、アイリスは興味津々に食いついた。

　村長が湯船から腰を上げ、身振り手振りで説明する。

「まずは手て桶おけにお湯をたっぷり入れて、そこに石鹼を丸ごといれてじゃぶじゃぶする。すると、石鹼のあわあわがたくさんできるから、それを自分の体に塗りたくるのじゃ。そんでもって、あわあわになった自分の体を相手の背中に──」

「ストップ!!　村長、それストップ!!」

　俺は力の限り叫んだ。

　村長がつまらなそうに唇をとがらせる。

「なんじゃ、せっかくワシ考案のあわあわごっこを教えてやろうと思ったのに……」

「それ絶対にあんたが考えたやつじゃないだろ！」

「えっ!?　村長さんが考えた洗い方じゃないんですか!?」

　驚いて目をパチパチさせているテーネ。

　騙だまされてる！　騙されてるよ、きみ！

「アイリス、そのままタオルで背中を洗ってくれるだけでいいからな？」

「うん。でも、本当にいいの？」

　肩越しに聞いてくるアイリス。

「いいもなにもない！　さあ、ごしごしやってくれ！」

「う、うん……」

　ここは頑がん固こ親父おやじのような鉄の意志でお断りする。

　アイリスはというと、言われたとおりに力を入れて洗ってくれた。

（素す直なおな子だ。素直すぎて困るときもあるけど……）

　そうこうしているうちに背中にお湯をかけられる。

　これで一安心かと思っていると、

「ウィルさんの背中、大きいね……」

　アイリスの手のひらが俺の背中にそっと触れた。

　一瞬びくっとしてしまうが、彼女の触り方からは優しさが感じられて、俺はむしろ落ち着くことができた。背中が大きいと言われても、俺自身はあまり自覚がないのだが、背中に感じるアイリスの手の小ささはよく分かった。

　俺はもう世界の命運とか、国民の期待とかを背負わず、この小さな手だけを守ればいいのである。まあ、実際のところは俺がアイリスに守られているようなもので、精神的にも生活的にもおんぶにだっこなわけであるが……。

「どれどれ、若い体をワシにも触らせてみろ」

「ウィルさん、私も触らせてもらいますね」

　俺が感慨深い気持ちに浸っていると、村長とテーネが湯船から上がってきて、アイリスと一緒に俺の背中をべたべたと触り始めた。テーネが気き遣づかうように触っている一方、村長は俺に対する配はい慮りよがゼロで、若い娘らしくないねちっこい手つきでなで回してくる。

「ま、待った！　そこまで！　おい、村長！」

　どう考えてもさっきの意趣返しだろ、これは！

「ほほう、やはり若く鍛えられた体は触り心地ごこちが……」

「こんなに体つきが立派なのに、普段は細身に見えるから不思議です」

　俺の背中を触りまくる村長とテーネ。

　すると、

「もーっ！　二人とも触りすぎ！」

　丸太にしがみつくかのごとく、アイリスが俺の背中に抱きついてきた。

　そうして、なんというか……実際に密着してみて分かったことだが、アイリスもないというわけではないらしい。

　むしろある。そこには確かに存在しており、慎つつましやかながらも自己主張していた。ふにっと柔らかくも弾力があり、全すべてを受け止めてくれるアイリスの優しさを体現したかのような触られ心地ごこちだった。

「うーむ、そこまでされたら諦あきらめるしかないのう……」

　村長が渋々と湯船に戻る。

「ラクーナ村は若い男が少なくて困る。目の保養にならんからな」

「目の保養どころか、思いっきり触りまくってたろ！」

　なまじ村長の見た目が若いからたちが悪い。

「うふふ、私もいっぱい触らせてもらっちゃいました♪」

　テーネもぺこりと一礼してから村長の後に続いた。

　彼女の言い方には村長のような含みがなくて、俺のことを男扱いしていないどころか、むしろ動物とでも思っていそうな雰囲気である。乳牛の乳ち房ぶさを触ってみるとか、馬の毛並みを確かめるとか。












「アイリス、そろそろ離してくれないか？　体が洗えないからさ……」

「あっ、ごめんなさいっ！」

　抱きついていたアイリスがようやく離れてくれた。

　俺の背中には彼女の抱きついた感触がはっきりと残っている。

　自分がやり過ぎたことに気づいたのか、アイリスは今になって顔を赤くしていた。

「あ、あの……わたしも温泉に入ってるね」

　うむ、恥ずかしがるタイミングがおかしい。

　ともあれ、俺はようやく体をちゃんと洗うことができた。

　そして、ようやく念願の温泉タイムである。

　アイリスの隣に腰を下ろし、俺は温泉に肩まで浸つかった。少し熱めのお湯で、露ろ天てん風ぶ呂ろとしてほどよい温度だ。まどろみにも似た心地ここちよさに全身を包まれると、こわばっていた体がほぐれて、体の芯しんから疲れが抜けていった。

　小川のせせらぎを聞きながら、頭上に広がる満天の星空を眺める。夜空から温泉に視線を移すと、たいまつの明かりに照らされて、アイリスたちの柔やわ肌はだが淡い光をまとっているように見えた。それに加えて湯ゆ気げに濡ぬれた彼女の金髪は、まるで天使の光輪を浮かべているかのごとく輝いている。

「……ウィルさん」

　アイリスが不意に温泉の中で手をつないでくる。彼女は「隣のテーネちゃんと村長さんには内ない緒しよだよ？」と言わんばかりに悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら、俺の手にそっと指を絡めていた。

　俺は無言で彼女の手を握り返す。

　ママになってあげると言っていたのに、村長とテーネに対してあんなに焼やき餅もちを焼いてしまうとは、やはりまだまだ子供なのだろう。それにしては表情が大人っぽくて、俺を見つめる視線に含みがあるような気がするが……。

　そんなことを考えていたら、

「二人っきりのとき、あわあわごっこしてあげるね」

　アイリスが急に俺の耳元で囁ささやいてきた。

　彼女の甘い吐息が当たって、首筋が無性にくすぐったい。

　俺はイエスともノーとも答えられず、彼女と手をつないだまま星空を眺めている。

（天使じゃない。これは小悪魔だ……）

　聞くところによると、悪魔とは天使の堕天した姿であるとか。それはつまり天使と悪魔は表裏一体という意味では？　天使のようなアイリスから、これからも小悪魔的な一面が見られるかと思うと、怖いもの見たさの興味がわいてきてしまう。

　そんなアイリスの新たな一面を見つけたのもつかの間、彼女はこっくりこっくりと船をこぎ始めてしまった。いつもの家事に加えて温泉の掃除もしたのだから、そうなるのも仕方ないことだろう。












　温泉から出たあと、俺はアイリスを背負って帰ることになった。

　眠った子供は重くなる……なんて話を聞いたことがあるが、俺の背中で寝ているアイリスは確かにちょっと重く感じられた。心の底から安心して、俺に体重を預けてくれているのかと思うと、俺たちはやっぱり家族なんだなと実感できて嬉うれしかった。









レベル５：大人の意見を聞かせてください！






　露ろ天てん風ぶ呂ろを使えるようにしてから数日が経過した。

　あれから以前にも増して日々が充実している。アイリスの作ってくれた料理を食べて、彼女のお手伝いをしたりして日中を過ごし、夜になったら二人で露天風呂に入る。我が家を訪問するのは村長とテーネ、それからお裾すそ分わけに来る村人たちくらいだ。

　そんな穏やかで賑にぎやかな毎日が、俺は楽しくて仕方がなかった。あらゆるプレッシャーから解放されて、好きなことを好きなときにやれる。そして、今度はアイリスがどんな願いを口にするのか……それが実に待ち遠しいのだった。

　そんなある日のことである。

　俺は朝から露天風呂のそばにある渓けい流りゆうで魚釣りをしていた。

　ここがもう絶好の釣りスポットで、ニワトリの羽根から自作した毛針を投げ込むと、面白いように川魚が釣れる。やっていて楽しいし、釣った魚は食べられるし、アイリスにもほめてもらえるし、本当にいいことずくめの趣味だ。

　釣りを覚えたのは魔王討とう伐ばつの旅の途中だ。食料を調達する必要に迫られてのことだったが、これが始めてみるとなかなか面白かった。待つのは嫌いではないし、繰り返すほど上達するし、最後は腹も満たせるしといいことずくめだ。

　今日も朝から釣りに出て、五匹もニジマスを釣ることができた。

　俺とアイリスだけでは食べきれないので、村長とテーネにお裾分けしよう。

「ただいま。今日は五匹も連れたぞ！」

　俺は意い気き揚よう々ようと帰宅する。

　アイリスはダイニングルームの床をほうきで掃いているところだった。ほうきは柄えの長さがアイリスの身長ほどもあり、非常にアンバランスに見えるが、彼女はそれを巧みに使って掃除している。

「ウィルさん、お帰りなさい」

　アイリスが駆け寄ってきて、ニジマスの入っている桶おけを覗のぞき込こんだ。

「わっ！　こんなにたくさん！」

「俺たちの昼飯には多すぎるから、村長とテーネに一匹ずつ渡してくるよ」

「ありがとう、ウィルさん」

　アイリスがたらいを持ってきて、そこに三匹のニジマスを移す。

　たらいには水が張はってあり、ニジマスは今も元気に泳いでいた。

　眺めていたい気持ちにも駆られるが、残念ながらきみたちは今日のお昼ごはんだ。

「わたしは先に下ごしらえをしちゃうからね」

「アイリスは魚までさばけるのか。すごいな！」

　俺はぽんぽんと彼女の頭をなでる。

「魚の串くし焼やきくらいなら俺にもできるが、さばくところまではなかなか……」

「こ、この村の子ならだいたいできるよ！」

　アイリスは謙けん遜そんしつつもほめられて嬉うれしそうにしている。

　俺はそんな彼女を見て、思わずにやけそうになってしまった。

（これからもほめて伸ばす方針で行くぞ！　アイリスの照れてる顔も見られるしな！）

　さて、ニジマスが傷まないうちに用事を済ませてしまおう。

「それじゃあ、村長の家まで行ってくる」

「はーい、行ってらっしゃい！」

　アイリスに見送られて、俺は桶おけを片手に家を出る。

　今日の昼飯も期待できそうだな、と自然に足取りが軽くなった。







　テーネと行き会ったのは坂道を下っている途中である。

　彼女はいつものようにバスケットを携たずさえていた。

「こんにちは、ウィルさん」

　テーネが行ぎよう儀ぎよくぺこりと一礼する。

　大きく揺れる彼女の胸についつい視線を吸い寄せられそうになった。

　情けないことだが、これはもう男の性さがとしか言い様がない。

「やあ、テーネ。うちに何か用事か？」

「はい。アイリスちゃんはいますか？」

「アイリスなら家にいるよ」

　今いま頃ごろはてきぱきとニジマスの下ごしらえをしていることだろう。

「こいつをお裾すそ分わけしようと思ったんだが……村長はいるかな？」

　俺は桶の中身をテーネに見せる。

　彼女は両手を合わせて喜んでくれた。

「わぁっ！　ニジマスですね！　ありがとうございます、ウィルさん。村長さんならおうちにいますよ！」

「それならよかった」

「村長さんも喜んでくれると思います。もしも村長さんが出かけていても、おうちに上がってもらっちゃって構いませんから」

「鍵はかかってないのか？」

　俺の問いかけに対して、テーネは「うふふ♪」と楽しそうに笑った。

「鍵なんて誰だれのおうちにもついてないですよ」

「ラクーナ村は泥どろ棒ぼうの心配がないわけか……」

　アイリスと一緒に暮らし始めてから起こった騒ぎといったら、酒場で酔っ払いが口くち喧げん嘩かをしていたくらいだ。騒ぎの大きさで言ったら、たぶん俺がお裾すそ分わけ攻めにあったときの方がでかい。

「それじゃあ、失礼しますね」

　再び一礼して、テーネは坂道をのぼっていった。

　俺は坂道を下り、村長の家を目指す。

　村長の家には数分で到着した。

　玄関のドアをノックしてみると全然反応がない。

　テーネの言った通りに出かけているのだろうか。

「お邪魔しまーす！」

　大きな声で挨あい拶さつして、俺は玄関を上がった。

　玄関からはまっすぐ廊下が伸びている。突き当たりの部屋に入ると、そこはダイニングキッチンとリビングが一体になった大部屋になっていた。台所の洗い場にたらいが置かれていたので、水みず瓶がめから水を注つぎ、ニジマスを桶おけから移しておく。これでテーネが戻ってくるまでは保もつだろう。

「……ん？」

　村長がリビングのソファーで寝ていることにやっと気づいた。

　彼女は静かな寝息を立てており、なだらかな胸がゆっくりと上下している。

　大きく開いた口からはよだれが垂れそうになっていた。

　行ぎよう儀ぎが悪いにもほどがあるが、村長なので気にすることもないだろう。

（それにしても気持ちよさそうに寝てるなぁ……）

　俺がしげしげと顔を見ていると、

「うえっ……うあっ!?」

　村長が唐とう突とつに目を覚まし、ソファーから転げ落ちてしまった。

　ばたばたと床を這はって逃げる。

　俺の存在にようやく気づくと、村長の顔が一気に真っ赤になった。自分がよだれを垂らしていることにも気づき、これまた行儀悪く服の袖そででぐしぐしと拭ふき取る。こんなに慌てている彼女を見るのは初めてだ。

「う、うわーっ！　マジで襲われるかと思ったぞい！」

「いやいや、襲わないからな」

　照てれ隠かくしで他ひ人と様さまを変態扱いするんじゃない！

「それにしても、村長でも恥ずかしがることがあるんだな」

「馬ば鹿かにするな！　ワシだって乙女おとめじゃから恥じらいくらいあるわい！」

　ぷんぷんと頰ほおを膨らませて怒る村長。

「まあ、他人を恥ずかしがらせるのは大好きじゃけどな」

「ははは……」

　俺は苦笑い。

「それはそうと、ニジマスをたらいに入れておいたから食べてくれ」

「それはありがたい！　ワシは魚が大好物なのじゃよ」

　村長が台所に向かい、たらいの中身を確認する。

　二匹のニジマスを眺めて、彼女は瞳ひとみをキラキラさせていた。

「それに歳としを取ると脂っこいものが苦手になってな」

「こんなときだけ年寄りぶらなくても……」

「そんでもって、ワシは魚釣りがめちゃくちゃ下手でのう」

　村長がエア釣つり竿ざおを素す振ぶりする。

「だから、もらうときくらいしか魚を食べられないのじゃよ」

「釣りくらいなら俺が教えるが？」

　俺はなんとなく言ったつもりだったが、

「えっ!?　あ、その……」

　村長が再び顔を赤くして、いつになくモジモジとし始める。

　彼女はうつむきながらも、こちらにチラチラと視線を送ってきた。

「そ、そういうデートの誘いはアイリスにでもせい！」

「いや、デートの誘いというわけでは……」

「あー、そうそう！」

　村長が勘違いをごまかすようにリビングから出て行く。

　それから、一冊の本を片手に戻ってきた。

「ほれ、ニジマスのお礼じゃ」

　村長から本を強引に手渡される。

　本自体の厚さはそれほどでもない。けれども、表紙は固く布が張はってあり、全体から高級感が漂ただよっていた。魔女である村長から手渡されただけあって、もしかしたら魔導書かもしれない。

「俺に魔導書なんて渡されても──」

　表紙をめくってみる。

　視界に飛び込んできたのは、緻ち密みつなタッチで描かれた女性の下着姿だった。

　それも手て描がきの絵画ではなく、最新の魔法技術で撮影された色つき写真である。

　下着姿の女性たちは思い思いのセクシーポーズで写っていた。

「エロ本じゃねーかっ!!」

　俺は両手で挟はさむようにその本を閉じる。

「最新技術でなにしてんだよ!?」

「エロ本じゃなくて健全なグラビア本じゃ！」

　力説してくる村長。

「知り合いの魔女が送ってきたものでな、着エロだからぼかしも入っておらんぞ。女騎士に武道家、僧そう侶りよに踊り子、もちろん魔女も写っておる。おぬしもこういうのがほしくてたまらないお年とし頃ごろじゃろう？」

「いらん！」

「いやいや、強がるでない！　ほら、持っていけ！」

　村長にぐいぐいと背中を押されて、俺は家から追い出されてしまう。

　相変わらず押しの強すぎる人だ。

　俺は玄関先で改めてグラビア本の装そう丁ていを眺めた。

　ここで突き返すのは簡単だ。グラビア本を玄関に置いて、さっさと逃げ出してしまえばいい。しかし、それでは村長の好意をむげにすることになる。露ろ天てん風ぶ呂ろのときもそうだったが、村長だって悪戯いたずら心だけで何かを提案しているわけではない。ここは一つ彼女の気持ちをくみ取って、預かるだけ預かってみるのも手かもしれないな、うん。

　それに俺だって健全な青少年なわけで、こういうものに興味がないわけではない。むしろ、ある種のロマンを感じているくらいだ。

　俺が王立騎士学校に通っていたとき、こういうたぐいのグラビア本は男子生徒たちの間で密ひそかに取引されていた。取引のための地下組織まで存在しており、新作を入手してきた人間は英雄や勇者と呼ばれていたとか。

　俺は当時、すっかり悪い方向にひねくれていて、「俺は本物の勇者になる人間だ。あいつらとは違うんだ」と冷めた目で見ていたのだが、本心では地下組織に混ざりたい気持ちでいっぱいだった。

　あのとき、自分の気持ちに正直になって、地下組織に参加できていたら……と考えるほどに悔やまれる。世界は救えても、健全な男子の欲求を救うことができなかった。そんな哀あわれな男だったのだ、当時の俺は。

　とりあえず、この本は大事にしまっておこう、そうしよう。

　この村にも地下組織は存在するかもしれないし……。







　俺は坂道をのぼり、自宅まで帰ってくる。

　玄関のドアを開けようとして、

「ただいま──」

　寸前で手を引っ込めると、俺は玄関から素早く離れた。

　ここに戻ってくる間、テーネとすれ違っていない。

　だとしたら、俺たちの家にまだいる可能性がある。

　そして、俺が村長からもらったグラビア本のことを、彼女は知っているかもしれない。

　俺は慎重を期するべく、庭の木に姿を隠して呪文を唱えた。

「全すべてを見み透すかし、音を集めよ──幽霊の感覚ゴーストセンス！」

　待ち伏せを見破るのに用いる魔法で、魔王討とう伐ばつの旅では何度もお世話になった。障害物を透視できるうえ、双眼鏡を使っているときのように遠くの様子がはっきり見える。さらには会話まで盗み聞きできるのだ。

　詠えい唱しようを終えると、俺の目には家の壁が透けて見え始めた。アイリスとテーネはテーブルで向かい合って紅茶を飲んでいる。魔法を使っている俺の目には、二人と同席しているような間近の光景が映っていた。

「ありがとう、テーネちゃん」

「どういたしまして。いつも温泉に入らせてもらってるお礼だよ」

　テーブルには蜂はち蜜みつのたっぷり入った瓶が置かれている。

　どうやら、テーネがお裾すそ分わけしてくれたものらしい。

「それで本題なんだけど……」

　テーネが不意に話を切り出す。

　本題？

　話が長くなりそうなら、ここを一旦離れた方が賢明だろうか。

　俺が迷っていると、アイリスの困惑した声が聞こえてきた。

「本当に必要なの？」

「必要だよ！　むしろ遅いくらい！」

「うーん……」

　テーネの提案にアイリスが気乗りしていないのは珍しい。

　二人とも本当に仲良しで、趣味も合っているというのが俺の見解だ。

　ここでテーネが意外なことを言ってくる。

「ウィルさんも喜んでくれると思うよ？」

　俺？

　どうして、そこで俺の名前が出てくる？

「うーん……そうかなぁ……」

　疑っていそうな言葉とは裏腹に、アイリスは少し嬉うれしそうにしている。

　そんな彼女から目が離せず、俺は窓のそばに居座ってしまう。

　テーネが椅い子すから立ち上がり、アイリスの方にテーブルを回り込むと、彼女をその場で立ち上がらせた。テーネの背中に隠れてしまって、アイリスの姿がよく見えない。彼女の戸と惑まどっている表情がたまに覗のぞくくらいだ。

　これから何をするつもりなんだ？

　俺が疑問に思っていると、しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　いつの間にか、テーネの右手にはアイリスのエプロンが握られていた。

　えっ、脱がしてるの!?

　エプロンをテーブルに置くと、テーネはアイリスの胸元に手をかける。

　どうやら、胸元のボタンを外しているらしい。

　テーネはてきぱきとアイリスの上半身をはだけさせる。

　俺の使った魔法も万能ではない。一度使い始めたら、やめるまで視点の位置が固定されてしまうのだ。そのため、俺はテーネの斜め後ろ、彼女の肩越しにしかアイリスの姿を見ることができない。アイリスの外気にさらされた肩が少し覗いているくらいだ。

「はーい、万ばん歳ざいしましょうね？」

「そんな風に言われると赤ちゃんになったみたいで恥ずかしいよ」

「あっ、ごめんね？　村長さんにいつもしてるから……」

　村長、着替えまで手伝わせてるのかよ！

　テーネはアイリスに両手を挙げさせて、彼女のキャミソールまで脱がせてしまう。女の子同士の気安さからだろうか、アイリスはそれほど恥ずかしがっておらず、少し困った顔をしているだけだ。

　テーネが囁ささやくように声をかける。

「それじゃあ、触るね……」

「……う、うん」

　テーネはおもむろにアイリスの胸元に手を伸ばした。

　指先が触れた瞬間、彼女の体がびくっと震える。

　アイリスの頰ほおが徐々に紅こう潮ちようし始めていた。

「テーネちゃん、くすぐったいよ……」

「ごめんね、アイリスちゃん。でも、もう少し我慢してね？」

　テーネはアイリスの胸を触り続ける。

　指先で輪郭をなぞるようにしてみたり、両手でそっと持ち上げるようにしてみたり……そんな動作がテーネの腕の動きから見て取れる。成長途中の双丘をあらゆる角度から触れて確かめるたび、アイリスは小さな肩を震わせるのだった。

「んっ……あうっ……」

　くすぐったさに耐えきれず、アイリスの背筋がピンと伸びる。

　それからぐったりと脱力して、テーネの体に寄りかかった。

　アイリスは呼吸を荒くしており、肌はうっすらと汗ばんでいる。

「テーネちゃん、わたし、もうダメかも……」

「もうちょっとだけ頑張ってね、アイリスちゃん」

　優しい笑顔で励はげますテーネ。彼女はメイド服のポケットから、細長いヒモのようなものを引ひっ張ぱり出す。それをアイリスの胸元に巻き付けると、ぐるりと一周させたところでキュッと引っ張った。

　これは……アイリスの体を縛っているのか？

　上半身を裸にするところから意味不明だったが、さらにヒモで縛り上げようとするだなんて……流石さすがにこれは止めるべきではないか、と俺もようやく考え始めた。友達同士、同性同士としても、やっていることが怪しすぎる。

　俺は意を決して、木こ陰かげから大声で呼びかけた。

「ただいまーっ！」

　アイリスが「お、おかえりなさーいっ！」と焦り気味の声で返事する。

　時間を十分において、俺は玄関から家に上がった。

「お、おかえりなさい、ウィルさん！」

　アイリスはしっかりとエプロンドレスを着直している。

　顔が赤くなり、額に汗が浮かんでいて、焦っていることが目に見えて分かった。おまけに胸元のボタンが一つ外れたままになっている。いつもより大きく開いた襟首から、健康的な鎖骨のくぼみと、テーネにもてあそばれてうっすら紅こう潮ちようした肌が覗のぞいていた。

　俺はとりあえず気づかないふりをする。

　テーネの右手にはアイリスの胸に巻き付けたヒモが握られていた。

「お邪魔してます、ウィルさん」

　彼女はいつものように朗ほがらかで、怪しげなことをしていたようには見えない。

　これが演技だとしたら相当なものだろう。

　とりあえず、あとでアイリスにそれとなく聞いてみて──

「あっ!?」

　テーネが唐とう突とつに驚きの声をあげる。

　彼女の視線は明らかに、俺の抱えている本に注がれていた。

「や、やばっ……」

「それ、貸してください！」

　俺は隠す間もなくテーネにグラビア本を奪われてしまう。

「ま、待ってくれ、それは──」

　背中からスッと血の気が引くのを感じた。

　アレの中身を見られたら、俺は幻滅されるどころか、積み上げてきた信頼関係が一気に崩壊しかねない。もしかしたら、アイリスから家族の縁を切られるなんてことも。それだけは……それだけはどうにか阻止しなくては！

　テーネはグラビア本を開くと、あろうことがアイリスに見せつけた。

　お、終わった……。

「アイリスちゃん、見て！　これ、下着のカタログだよ！」

「へっ？」

　俺はあっけにとられて、ぽかーんと口を開けてしまう。

　これが下着のカタログ？

「わっ……本当だ！　これって色つき写真だよね！」

　アイリスもすっかり信じ込み、テーネと一緒にグラビア本を眺め始めた。

　セクシーショットばかり写っているはずが、そんなことは二人とも気にせず、わくわくした様子でグラビアを閲えつ覧らんしている。これはデザインが好き、これは色が好き……とガールズトークに花を咲かせていた。

「ウィルさん、ありがとうございます」

　テーネがグラビア本から顔を上げる。

「下着選びの参考になるように村長さんから渡されたんですよね？」

　一瞬の間。

　俺は腕組みをして、力強くうなずいた。

「あ、あぁ……その通りだ」

　ようやく合点がいった。

　どうやら、テーネはアイリスの下着選びを手伝っていたらしい。アイリスの胸を何度も触っていたのは、ブラジャーを選ぶ参考にしていたからだろう。胸に細いヒモを巻き付けていたのは、おそらくはバストサイズを計測するためだ。そして、テーネはグラビア本のことを知っていて、純粋な彼女は下着のカタログだと勘違いしていたと……。

　いやはや、助かった。

　俺は内心ホッとする。

「でも、本当に必要なのかなぁ……」

　アイリスが自分の胸を両手で触る。

　彼女の胸の起き伏ふくは、手のひらにすっぽりと隠れてしまう程度だ。俺の背中に密着したときこそ、その柔らかな弾力と存在感を発揮していたが、こうして服の上から見ていると本当にささやかなものである。

「絶対に必要だよ！」

　テーネが自分の胸を両手で持ち上げる。

　そちらはどう見ても、ブラジャーで支えてもらわなければ、日常生活に支障を来してしまいそうだ。あまりにも説得力があるので、俺とアイリスは言葉を失い、食い入るようにテーネのバストに見入ってしまう。

「私が触ったとき、すっごく敏感になってたよね？」

「う、うん……」

「これから成長していくと、もっと敏感になっちゃって、服の裏地がこすれるだけで落ち着かなくなっちゃうの。だから、おっぱいの大きさとか、成長の早さは関係なく、アイリスちゃんくらいの年とし頃ごろになったらブラジャーはつけないとダメなの！」

「そうだったんだ……」

　感心しているアイリス。

　気づいたら、俺まで真剣に聞き入ってしまっていた。

　こういうことにアイリスが疎うといのは、やはり病気がちだった母親から、自分の体のことをしっかりと教えてもらえていなかったからだろうか。俺は父親だが、その辺の責任もきっちりと負わなければいけないだろう。

　とはいえ、流石さすがに下着選びは管かん轄かつ外がいである。

「それじゃあ、俺はこれで──」

　俺はその場から立ち去ろうとする。

　途と端たん、両腕の袖そでを同時に摑つかまれてしまった。

　アイリスとテーネの二人に引き留められたのだ。

　彼女たちは上うわ目め遣づかいで俺のことを見つめてくる。

「ウィルさんも一緒に選ぼう？」

「大人のひとの意見も聞かせてください、ウィルさん！」

「いや、こういうのは女の子だけで選んだ方が……」

　期待の眼まな差ざしを向けられながら、俺は説得を試みる。

「俺は下着の良よし悪あしなんて分からないし、ファッションの流行にも疎いし……そんな基礎知識もない男の意見なんて、むしろ邪魔になるだけなんじゃないのか？」

「知識なんてなくても大丈夫だよ」

　アイリスが空いている方の手で、グラビア本のページをぺらりとめくる。

「わたしに着せてみたいなーって思うやつを選ぶだけでいいんだよ？」

「着せてみたい、やつを……」

　ごくり、と生なま唾つばを飲んでしまう。

　グラビア本のページがめくられるたび、色とりどりの下着が視界に飛び込んでは消えていった。それはさながら万まん華げ鏡きようのようで、見ているとくらくらしてしまう。ここで強情を張はっても、先に参ってしまうのは俺の方だ。

「わ、分かった……付き合おう」

　こうなったら、せめて無難なやつを選ぶしかあるまい。

　俺は二人と一緒にグラビア鑑賞……もとい下着選びをすることになった。

　アイリスとテーネに左右を挟はさまれながらページをめくる。

　二人ともグラビア本に夢中で、やたらと俺の体に密着してきた。

　俺は無心になろうと試み、薄目でセクシーポーズの美女を眺める。

「ウィルさんはどれがいいと思う？」

「お、俺か!?」

　アイリスから早速危うい質問が飛んできた。

　俺は慌ててページをめくってみるが、どの被写体もセクシーな下着ばかり着ている。生地が透けていたり、布面積がやたら狭かったり、どれもこれも日常生活で着用できるものには見えなかった。

　こんなものをアイリスに着せたりしたら──

「テーネちゃん！」

　アイリスが何かに気づいて顔を上げる。

「このカタログ、わたしに合いそうなサイズが一つもないよ！」

「あーっ！」

　目をぱちくりさせているテーネ。

「元々は村長さんの持ってたカタログだし、私の下着を選ぶのに使ってたんだ！　いくつか私が持ってる下着もあるもん。村長さん、すっごく楽しそうに下着のカタログを眺めてたけど、ここから選んで私の下着を選んでたんだ……」

　それは別の意味で楽しがっていたのでは？

　雇やとったメイドの下着まで選ぶだなんて貴族の道楽さながらだ。もしかして、テーネは今この瞬間もセクシーな下着を身につけているのでは……とあらぬ想像が膨らみそうになるのを振り払った。

（アイリスよりも年上といえども、テーネに対してドキドキしてしまうのはなぁ……）

「テーネちゃん、今日はどんな下着なの？」

「うん、見せてあげるね」

　止める暇もなかった。

　アイリスの素そ朴ぼくな疑問に答えるべく、テーネがおもむろにメイド服のスカートをたくし上げる。すると、むっちりと柔らかそうな太ももに続き、真っ白なレース生地の下着が露あらわになった。小さな三角形の生地がぴっちりと肌にフィットしており、腰骨の下でリボンがきゅっと結ばれている。

「今日はこんな感じ。レースの生地は通気性もいいし、暖かい季節にはおすすめかな。自分でリボンを結ぶから、食い込みすぎなくて便利なんだけど、流石さすがにアイリスちゃんくらい細いとサイズが合わないかも」

　テーネはその場でくるんと回り、わざわざお尻の方まで見せてくる。股上がものすごく浅いせいで、谷間の影がくっきりと見えていた。彼女の恵まれた肢体の魅力が、下着によって一二〇パーセント引き出されているのは間違いない。

「わーっ！　いいなーっ！」

　可愛かわいい下着がうらやましいのか、ナイスバディがうらやましいのか。

　うきうきしているアイリスの隣で、俺は先ほどからひやひやしっぱなしだ。

　ほめられたテーネが嬉うれしそうに頰ほおを赤くする。

「本当はブラジャーの方も見せたいんだけど……それは恥ずかしすぎるからごめんね」

「そっかぁ……」

　残念そうにするアイリス。

（あのテーネが恥ずかしがる下着って、村長はどんなやつを着せてるんだよ！）

　俺は冷静さを取り戻し、アイリスとテーネに提案する。

「ともかく、今日の下着選びはこれまでにしないか？　サイズの合うものがないなら、どうしても選びようがないからな。下着のカタログはテーネの手から村長に返してくれ。そろそろ昼食の準備もあるだろう？」

「うーん、そうですね……」

　テーネが残念そうに肩を落とす。

　彼女はグラビア本を閉じて、テーブルに置いてあったバスケットに入れた。

「アイリスちゃん、近いうちにブラジャーは買おうね？」

「うん、分かった」

　素す直なおに返事するアイリス。

　サイズも覚えてるよ、と言わんばかりに彼女は自分の胸を持ち上げた。

「それじゃあ、お邪魔しました」

　テーネがバスケットを片手に俺たちの家をあとにする。

　俺はようやく肩の力を抜くことができた。

　村長から借りたと言った手前、グラビア本を返すことになったのが悔やまれる。

「わたし、ウィルさんに選んでほしかったな……」

　残念そうに指をくわえているアイリス。

　彼女の物ほしそうな上うわ目め遣づかいは今なお俺に向けられている。

　俺も最初に比べると甘え上手になったつもりだが、そこはリアル子供であるアイリスの方に分があるらしい。彼女の瞳ひとみにハートマークが浮かび上がっているように見える。そこまでねだられても、下着を選ぶのはハードルが高いが……。

「洋服くらいなら俺でも選べるかもしれない」

「本当!?」

　アイリスの目が期待でキラキラと輝き始める。

　父親に服を選んでもらうことも、彼女の夢の一つなのだろうか？

「そのときは任せろ！」

　俺は胸を張はって宣言する。

　ただし、ラクーナ村にはちゃんとした服屋が存在しない。村人たちの服は手作りが基本だし、広場にある商店にはお洒落しやれな服なんて全然入荷しない。遠出でもしなければ、アイリスに似に合あう服を選ぶことも無理だろう。

　そんな服選びの機会は意外とすぐにやってきた。

　けれども、それは日常を脅おびやかす相手との出会いでもあった。









レベル６：初めてのデート






　下着選びについて一騒動あってから数日後。

　俺は朝の日課としてニワトリの世話をしていた。

　家の庭にあるニワトリ小屋には五羽の雌めん鶏どりが飼われている。彼女たちの産んでくれる新鮮な卵は貴重な栄養源だ。日ひ頃ごろの感謝も込めて世話をしていると、雌鶏たちに対する愛着もわいてくる。

　動物の世話なんてしたことがなくて、最初こそ不安に思っていたのだが、アイリスが丁寧に教えてくれたおかげで、一連の作業はすっかり身についていた。えさをやり、わらを換えてやり、庭を散歩させてやり……と、今では手慣れたものである。

　で、雌鶏たちの産んだ卵を集めているときだった。




「な──────いっ!!」




　家の中からアイリスの叫び声が聞こえてきた。

　瞬間、俺は猛スピードで駆けだして、開いている窓から家の中に飛び込んだ。

　卵の入っているかごを守りつつ、俺はもしもの事態に備える。

「大丈夫か、アイリス!?」

　アイリスは台所の戸棚の前にぺたんと座り込んでいた。

　彼女のゆるふわな金髪が床に垂れて広がっている。

「ウィルさん……」

　俺の方に振り返ったアイリスはしょんぼりとした顔をしていた。

「お塩も、コショウも、オリーブ油もないの……」

「あっ、そっちの緊急事態か」

「それから、石せつ鹼けんもないし、マッチもないし……色々と足らなくなっちゃったの！」

「なるほど。それは深刻だ」

　俺の心配は杞き憂ゆうに終わったが、これはこれで別の問題である。

「俺と一緒に住み始めて、必需品の消費が増えたからなぁ……」

　食べていくのに困らないラクーナ村であるが、もちろん自給自足にも限界がある。

　足らないものは村の広場にある商店で買うのが一般的だ。

　俺は卵の入っているかごを台所に置いた。

「せっかくだから、今日は隣町まで買い出しに行くか」

「それってデート!?」

　俺を見上げるアイリスの目がキラキラし始める。

　彼女は跳ねるように立ち上がり、俺の体に抱きついてほおずりしてきた。

　そんなアイリスが可愛かわいくて、俺はついつい彼女の頭をなでなでする。

「そうだな。隣町まで二人でデートだ」

「やったーっ！」

　そんなわけで、俺とアイリスは隣町まで出かけることになった。

　生活費は今のところ問題ない。アイリスに渡した金でも二人なら半年は生活できるし、手元に残っている宝石やアイテムは村長を通して換金してもらえることになった。冷静になってみると、急いで働き口を探す必要もなかったわけで、あのときの俺はやっぱり強迫観念に駆られて焦っていたのだと分かる。

　さておき、善は急げという事で、俺たちは出かける準備を早速整えた。

　といっても、俺は財布を持つくらいで特別な準備はない。

　逃亡中はフードで顔を隠していたが、それもやめにすることにした。救世の騎士ウィル・エルサントであることが町の人たちにバレても、今の俺なら動じない自信がある。そのうえで、しっかりとアイリスとのデートを楽しむつもりだ。

　アイリスは小さなポシェットを肩にかけて、大きなリボンを髪に結んでいた。丹たん念ねんにブラシで梳とかしたので、彼女の金髪はいつもよりふわふわだった。そして、微かすかに柑かん橘きつ類るいのようにさわやかな香りが漂ただよっている。

「これは……香水か？」

　普段のアイリスといったら、連想するのは焼きたてのパンの香りや、風ふ呂ろ上がりの石せつ鹼けんの香りなのだが、こうして漂ってきた柑かん橘きつ類るいの香りもまた、自然かつ素そ朴ぼくでアイリスにはとてもマッチしていた。

「うん、ママがわたしにプレゼントしてくれたの！」

　アイリスが照れて頰ほおを赤くする。

「大好きな人とデートするときに使いなさいって……だから、初めて使ってみたの！」

「俺が初デートの相手なんて光栄だよ」

　それから、俺は改めて彼女の姿をじっくりと観察する。

　精一杯におめかしした感じが、見ていてとても嬉うれしくなってくる。

「うん、リボンもよく似に合あってる。アイリスはお洒落しやれも上手なんだな」

「えへへ……」

　アイリスがさらに恥ずかしがって、真っ赤になった顔を自分の髪で隠してしまった。

　彼女の恥ずかしがる様子を見ているだけでも一日過ごせそうな気がする。

　ともあれ、俺たちは隣町を目指して出発した。

　最初に向かったのは村の広場である。

　ラクーナ村の入口にほど近い広場には、ラクーナ村と隣町を行き来する馬車が頻ひん繁ぱんに出入りしている。隣町に用事がある村人は、もしも自前の馬車を持っていなければ、どれかの馬車に頼んで乗せてもらうのが一般的だ。

　で、手て頃ごろな馬車を探していると、

「ほっほっほ、ベストタイミングのようじゃな」

　村長の操あやつる馬車が目の前を通りかかった。

　馬一頭に荷車を引かせている簡素な荷馬車で、荷台にはいくつか荷物がのせられているが十分に空きはあった。

「隣町に用事があってな。二人とも乗っていくかの？」

　村長はつばの広いとんがり帽子をかぶっており、いつもよりもさらに魔女っぽい雰囲気になっている。

「ありがとう。お言葉に甘えさせてもらうよ」

「村長さん、ありがとうございます！」

　俺とアイリスは馬車の荷車に乗り込む。

　すると、入れ替わるように村長が馬車から降りた。

「別の用事を済ませてくるから少しばかり待っていてもらうぞい」

「あぁ、分かった」

　広場のそばにある商店へ駆けていった村長。

　待っている間はアイリスとお話でもしていようかと考えていると、




「見つけましたよ、勇者様！」




　高らかな少女の声が広場に響き渡った。

「さあ、私と一緒に王都へ帰りましょう！」

　声の主が広場を横切り、俺とアイリスに近づいてくる。

　銀髪のボブカットに金色の瞳ひとみが印象的な少女だ。

　キリッとした眉毛はいかにも意思が強そう……というか頑がん固こそうである。ただし、背丈はアイリスよりも拳こぶし一つ分くらい高いだけで、その小柄な体格も相あいまって、真面目まじめそうにしている姿すらも可愛かわいらしく見えてしまう。

　何よりも特徴的なのは少女の服装である。光沢がある銀ぴかの布地が、肌にぴっちりとフィットしており、彼女の控えめなボディラインを浮き上がらせていた。露出こそ少なく抑えられているが、これがまたやけになまめかしい。

　というのも、隣町からラクーナ村まで、坂道を徒歩でのぼってきたのだろうか……少女は全身汗だくの状態で、ぴっちりした布地から肌の色が透けてしまっていたのだ。おかげで広場にいる村の男たちはざわざわしている。












　けれども、俺だけは暢気のんきに騒いでいられなかった。

「……マーガレット」

　俺は突然現れた少女を……かつての仲間の名前を知っている。

　マーガレットの身につけている服。それは王国の国教である光教会、その最上位にあたる聖女の法ほう衣えだ。この若さにして最上位の聖女法衣をまとえるのは、救世の騎士として俺と一緒に戦った聖女──すなわちマーガレットだけである。

　状況が読めてきた。俺を仕事に連れ戻すため、国王がかつての仲間を差し向けてきたに違いない。救世の騎士たちの中でも、マーガレットは特に真面目まじめで仕事熱心だ。年齢が近いこともあり、適役だと判断されたのだろう。

「勇者様、さあこちらに！」

「俺はもう勇者じゃない」

　どこの誰だれが迎えに来ても、俺の答えは決して変わらない。

　アイリスが隣にいる俺を見上げた。

「知ってる人？」

「いや、知らない人だ。あんな恥ずかしい格かつ好こうの知り合いはいない」

「恥ずかしい格好!?」

　マーガレットがよろよろとした足取りで荷台に駆け寄ってくる。

　そんな有あり様さまの彼女をアイリスが心配そうに見ていた。

「お姉ちゃん、大丈夫？」

「大丈夫です、仕事ですから！」

　ぜーぜーしながら強がるマーガレット。

「それよりも勇者様、知らないふりなんて酷ひどいじゃないですか！　私、勇者様を連れ戻す任務を与えられて、それはもう張はり切って来たんですよ！　魔王を倒したあと、全然連絡もくれないから心配で心配で……」

「俺たちはこれから出かけるんだ。話はあとにしてくれないか？」

「ああもう、そうやってはぐらかさないで──」

「待たせたのう！　出発するぞい！」

　そのとき、用事を済ませた村長が馬車まで戻ってきた。

　彼女は手た綱づなを手に取り、馬車を出発させてしまう。

「ちょっと、まだ話が……」

「すまん、あとにしてくれ！　隣町で薬を待ってる人たちがいるんじゃ！」

「そ、そんなーっ!?」

　広場から道なりに進み、馬車はラクーナ村の外に出る。

　マーガレットは最初こそ追いかけてきたが、あっという間に引き離されて姿が見えなくなってしまった。

「さっきのお姉ちゃんはいいの？　すごく真剣そうだったけど……」

「本当に大切な用事なら、日を改めてまた来るさ。それに今はアイリスとのデートを楽しみたいからな」

　俺が微笑ほほえみかけると、アイリスは気き恥はずかしそうに頰ほおを赤くした。

　せっかくのデートなのだ。昔のことを思い出して、楽しみを損ないたくない。

　それにあれくらいしないとマーガレットを振り切れそうになかった。

　俺たちはしばらくの間、馬車に揺られながら風景を眺めた。

　馬車は緩ゆるやかに蛇だ行こうする山道を下っている。斜面に生えている木々の隙すき間まからは、山の麓ふもとに広がる隣町を見ることができた。道中は何台かの馬車とすれ違い、狐きつねやリスなどの野生動物と遭そう遇ぐうした。これだけでも小旅行気分である。

「村長は隣町にどんな用事が？」

　俺はふと気になって尋ねる。

　村長がこちらをチラッと振り返った。

「近隣の村や町の長たちを集めた会合じゃよ。他ほかにもワシが調ちよう合ごうした薬を卸おろしたりな」

「へえ、そんなことまでしてるのか」

　彼女の働きぶりには素す直なおに感心する。

　伊だ達てに数十年も村長を任されているわけではないらしい。

「ワシが自分で出向かなければいけないからのう。テーネちゃんにはお留守番を頼んでおいた。一時間に一回はテーネちゃんを摂せつ取しゆしなければいけないというのに……老いた身に遠出は堪こたえるわい」

「感心させておいて、いつものそれかよ……」

「で、そっちは初デートというわけじゃな？」

　ニヨニヨとした顔をする村長。完全に若者の青春っぷりをからかう老人である。

　けれども、そんなからかいは純粋なアイリスに通用せず、

「そうなの！　わたし、すっごく楽しみ！」

　彼女はもうあふれんばかりの笑顔を浮かべているのだった。

　もちろん、俺だって村長に振り回されてばかりではない。

「まあ、そういうわけだ。二人で楽しんでくるよ」

「それなら、たっぷりとアイリスに甘えることじゃな」

「もちろんそのつもりだ」

「ほほう！　なかなか分かってきたようじゃな！」

　相変わらず師匠気取りで、弟で子しの成長を喜んでいる村長。

　ここで「初めてのデートなんだから、男の俺がリードしなければ！」と肩かた肘ひじを張はっても仕方がない。むしろ今日は俺の方がアイリスに癒いやしてもらうくらいのつもりでいる。詰まるところ、普段通りにしていればいい。今は楽しむことだけを考えよう。







　馬車に揺られること小一時間。

　俺たちは隣町に到着した。

　隣町は山の麓ふもとから平野部に広がっており、まず町の入口からして賑にぎわっている。数え切れないほどの馬車が常に行き交っており、この地域一帯の交通と交易の拠点であることが一目で分かった。町の入口からは東西と南に道が伸びており、多種多様な店が軒のきを連ねている。人通りもかなり多くて、お祭りでもやっているのかと思うほどだ。

　村長とは町の入口で別れることになった。

「午後四時の鐘が鳴ったら、町の入口に集合じゃぞ」

　そんな約束を彼女と交わして、俺とアイリスはまず腹ごしらえに向かった。

　昼時ということもあり、食堂や酒場の並ぶ飲食店街はごった返している。ラクーナ村の名産品である肉類や乳製品、野菜や果物を扱っている店もあった。それから、このあたりでは珍しい海の幸や、遠方から運ばれてきた香辛料をたっぷり使った料理など、どれもこれも目移りしてしまう。

「アイリスはどれが食べたい？」

「うーん、わたしは……」

　よくよく考えると、アイリスの大好物を俺は知らなかった。ラクーナ村の食材はどれも新鮮で、アイリスの作る料理も美お味いしいから、わざわざ外出して美味しいものを食べるという発想にならなかった。

　アイリスが人混みの中でぴたっと立ち止まる。

　彼女の視線の先にあるもの。

　それは砂糖とバターの香りを漂ただよわせるティーハウスだった。

　店先にはテラスがあり、ガーデニングに力が入っていて、女性の目を引くファンシーな雰囲気になっている。看板メニューはお茶と軽食とケーキらしく、年若い少女からご婦人まで、客層は女性ばかりのようである。

（なるほど、アイリスも女の子なんだから甘いものが好きだよな……）

　ラクーナ村でも地元で採れた蜂はち蜜みつを使って、簡単なおやつこそ作れるが、本格的なケーキとなると結構難しい。手作りのおやつも美味しいことは美味しいが、村育ちのアイリスにとって、お店で売っているケーキは特別なものなのだろう。

「よし、ここで食事して、デザートにケーキを食べるか」

「いいの!?」

　目を丸くしてこちらを見上げるアイリス。

　髪に結んだ大きなリボンが、まるでウサギの耳のようだ。

「そりゃあ、もちろんだ」

　喜き色しよく満まん面めんのアイリスと一緒に店に入る。店内は満席だったので、テラスのテーブル席に通された。

　通行人たちの人目が気になるのか、アイリスは気き恥はずかしそうにうつむいている。

　俺の方はといえば、正体がバレる様子がなくて一安心していた。

　よくよく考えてみれば、「この方が世界を救った勇者です」と紹介されない限り、なかなかバレるものではない。普段の俺は勇者オーラがゼロなのである。逃亡生活でボロボロになっていた俺を見て、一発で正体を見抜いた村長が特別だったのだろう。

　俺はメニューを広げて、アイリスと一緒に眺める。

　軽食もデザートも種類が豊富で、二人して真剣に悩んでしまった。

　それから注文を済ませて、料理が届くのをしばし待つ。

「さてと、これからの予定はどうする？　まずは買い物か？」

「うん。買わなきゃいけないもの、たくさんあるし！」

「町の入口からは商店がたくさん見えたよな。あれだけ店があるんだから、買えないものがあって困る……なんてことはなさそうだ。それなら用事は簡単に済ませられるとして、買い物が終わったらどうする？」

　アイリスがなぜだかドキッとした様子で顔を赤くする。

「寄ってみたいところ……いっこある」

「いいじゃないか。それってどこなんだ？」

「うーん、そのときまで秘密ね！」

　恥ずかしさをごまかすようにおどけて笑うアイリス。

　ニッと笑ったときに見える白い歯が眩まぶしい。

　ここは彼女の可愛かわいさに免じて、これ以上の追及はやめておこう。

「それにしても、行きたいところは一つだけなのか？　遠慮しないで何でも言ってくれていいんだぞ？　時間はたっぷりあるし、お金にも困ってないしな。アイリスが楽しいと思えることをしていいんだ」

「ううん、大丈夫」

　アイリスがふるふると首を横に振る。

「だって、ウィルさんと一緒にデートできてることが一番楽しいんだもん！」

「そう言ってもらえるなら俺も嬉うれしいよ」

　俺は平静を装よそおっているが、心の中ではすでにもだえまくっていた。

（なんっっっって嬉うれしいことを言ってくれるんだ、アイリスは！　男おとこ冥みよう利りに尽きることをよくぞ言ってくれた！　この場から全力で走り出して、アイリスの可愛かわいさを世界中の人々に伝えまくりたい！）

　とはいえ、デートできるだけで十分というのは、初デートにしてはあまりにも遠慮がちすぎる。俺の方からもアイディアを出して、アイリスをさらに楽しませたいところだ。街中を歩くときは、ちゃんと気を配ることにしよう。

「お待たせいたしました」

　そうこうしているうちにエプロン姿の女性店員が料理を運んできてくれる。

　俺が注文したのはエビやイカを使った海の幸のグラタン、アイリスが注文したのはトマトと二枚貝のパスタだ。二人揃そろって海鮮をチョイスしてしまった一致がなんだか面白い。そのうち海にも遊びに行きたいな、などと話しているうちに食べ終えてしまった。

　今回のメインは昼食よりもデザートだ。

　空の食器を下げて、店員が食後のデザートを運んでくる。

「こちらがイチゴのショートケーキ、こちらがチョコレートケーキでございます」

　俺たちの前に二つのケーキが並べられる。

　アイリスがショートケーキ、俺がチョコレートケーキを注文していた。

　ティーハウス特製ブレンドの温かい紅茶も一緒だ。

　アイリスはまるで宝石を眺めるかのように、ショートケーキの上にのった大振りのイチゴを見つめている。デザートフォークを手に取り、まずは生クリームのたっぷりとのったスポンジ生地を一口……途と端たん、彼女の表情がぱぁっと明るくなった。

「うーん、おいしっ♪」

　見ているこっちまで楽しくなる幸せオーラのあふれっぷりである。

　俺もチョコレートケーキを一口食べた。

　柔らかいスポンジ生地にチョコレートソースがたっぷり染み込んでいて、それが食べた瞬間に染み出してくる。生地にのったムースと絡まり合い、ほどよいビターな甘さが口いっぱいに広がった。

　俺は甘いものがそれほど好きではない。アイリスに店を選んでもらっていなければ、選択肢の一つとしてすら思いつかなかっただろう。けれども、このチョコレートケーキはそんな俺にも美お味いしく味わえる一品だった。店選びは任せろ、なんて肩かた肘ひじ張はったことを言わなくて本当によかった。

　ふと気づくと、アイリスがチョコレートケーキを食い入るように見つめていた。そっちも美味しそうだなぁ……と顔に書いてある。物ほしそうにしている表情が子供っぽく、それでいて非常に愛らしい。こちらの悪戯いたずら心をくすぐるような表情だ。

　俺は気づかないふりをして、チョコレートケーキを食べ続けてみることにした。

　一口食べ進めるたび、アイリスが「あっ」とか「あぅ」とか声を漏らし、少なくなっていくチョコレートケーキを眺め続けている。悲しみがあふれて出てきそうな表情で、これはちょっと悪戯いたずらが過ぎてしまったようだ。

　俺はデザートフォークでチョコレートケーキを切り分けて、いつものように食べさせてあげることにした。

「ほら、アイリス。口を開けて」

「ふぇっ!?」

　食べさせてもらえると思っていなかったのか、アイリスは目をパチパチさせたあと、デザートフォークごとチョコレートケーキをぱくっとほおばった。そして、ぶるぶるっと身を震わせる。なかなかデザートフォークから口を離してくれなくて、俺はしばらくアイリスの様子を眺めていた。

　やっとのことでチョコレートケーキを飲み込んで、

「こっちもおいしーいっ♪」

　アイリスはまるで酔っ払ったかのようにとろけた顔になった。

「おとなのあじ、って感じかも！」

　ほろ苦いチョコレートを大人の味とは、子供っぽい感想なのがむしろ可愛かわいらしい。

「へえ、アイリスは大人の味が分かるんだな」

「村長さんがたまにお土産みやげでチョコをくれるの！」

「なるほど。それなら今日は俺たちもチョコを買っていくか」

　美お味いしいケーキを食べながらだと会話も弾む。

　そのうちに食べ終わり、俺は紅茶のおかわりをもらった。

「アイリス、顔に生クリームがついてるぞ」

「えっ、どこ？」

　俺はハンカチで唇の端についた生クリームを拭ぬぐってやる。

　すると、なぜだかアイリスはくすっと笑い声を漏らした。

「ウィルさんもチョコクリームがついてるよ」

「本当か？」

　どこについてしまったのかと考えていると、アイリスが不意に身を乗り出してきた。

　そして、おもむろに俺の右頰ほおをぺろりと舐なめる。

　彼女は舐め取ったチョコクリームをこくんと飲み込んだ。

「えへへ、舐めちゃった♡」

　俺は思わず視線をそらして、動じていないふりをしてしまう。

「言ってくれたら、自分で拭ふいたんだけどな……」

　まだまだ子供だよなと思っていたら、唐とう突とつに女の子らしいことをしてきて、アイリスは相変わらず俺を戸と惑まどわせてくる。女の子はどれだけ幼くてもしっかり女の子だ……なんて話も聞くが、彼女がまさにその通りなのかもしれない。

「大丈夫だよ、ウィルさん」

　アイリスがおどけたようにぺろっと舌を出す。

「わたしがまた舐なめてあげるから」

「お、おう……そのときは頼む」

　それは嬉うれしいような恥ずかしいような。

（まあ、これも甘えるってことなのかな……）

　そんな風にしみじみと思っているときである。

「見つけ、ましたよ……勇者、さまっ……うえっ、ううっ……」

　ティーハウスの店先に汗だくのマーガレットが現れた。

　今にも倒れそうによろよろしながら、俺たちのいる席に近づいてくる。

　俺が椅い子すを引いてやると、彼女は打ちのめされた剣けん闘とう士しのように腰を下ろした。

「ラクーナ村から歩いてきたのか？　馬車にでも乗せてもらえばよかったじゃないか」

「はーっ、はーっ……国王の密命で動いてますからね。わたしが勇者様を探していることはなるべく秘密にしておきたいんです……うっぷ……」

「それなら人目のあるところで接触してくるなよ……って、お前大丈夫か？」

　そういえばこんなやつだったな、と俺は昔のことを思い出す。

　マーガレットはとにかく体力がなくて、長い距離を歩いていると決まってパーティーから置いてけぼりにされそうになった。そんな彼女を励はげまし、ときには背負って歩くのが、リーダーである俺の役割でもあった。

　俺は店員を呼び、水を持ってきてもらう。

「あ、ありがとうございます、勇者様……。一緒に旅をしていたときのことを思い出しますね、えへへ……」

「お前は昔から体力がなかったよな」

「私が旅についていけたのは勇者様のおかげ……えっぷ……」

　コップの水を一息で飲むと、マーガレットの荒い呼吸もようやく落ち着いた。

「あぁ……失礼しました。改めて自己紹介させていただきます」

　マーガレットがアイリスに向かって一礼する。

「私は救世の騎士の一人、マーガレット・グレイスと申します。若じやく輩はいながら王国光教会の最上位聖女を務めさせていただいています。勇者様を連れ戻すようにと、国王から直じき々じきの命を受けて参りました」

「聖女さま……王さま……」

　唐とう突とつに非日常的なワードが出てきて、流石さすがのアイリスも面食らっている。

　勇者ウィル・エルサントに負けず劣らず、聖女マーガレット・グレイスも有名で、国民なら誰だれでも知っているレベルだろう。救世の騎士として招集された当時はメンバー最年少の十五歳。それでいて随一の神聖魔法の使い手であり、単純な戦闘能力なら光教会の法王すらも優に超えると言われている。

　可愛かわいらしさも歴代の聖女でナンバー１と評判で、俺が女性からきゃーきゃー言われる役なら、彼女は男性からきゃーきゃー言われる役だった。激務でも嫌な顔一つせず、誰にも平等に優しく、まさしく聖女としての務めを果たしていた。真面目まじめすぎるところがあるのは玉たまに瑕きずだが……。

「俺のことをよく見つけられたな」

「光教会には人ひと捜さがしの魔法も伝わっていますから」

　さらりと言ってのけるマーガレット。

　どうやら、逃亡者は絶対に許さないらしい。

「さてと、本題なのですが──」

「真面目な話ならあとにしてくれ。俺たちは家族デートの最中なんだ」

「か、家族デート？　えっ、家族？」

　マーガレットが俺とアイリスの顔を交互に見る。

　まあ、混乱するのも無理はないだろう。

「それはどういう……」

「お待たせいたしました。モンブランでございます」

　戸と惑まどっているマーガレットの前に店員がケーキを運んでくる。店員に水を頼んだとき、こっそりと一緒に注文しておいたものだ。栗くりのクリームがこんもりと盛られており、その上に大粒のマロングラッセがのせられている。

「あっ、美お味いしそう……」

　モンブランの方にマーガレットの気が逸それる。

「そいつは俺のおごりだ。アイリス、店を出よう」

「お話できなくてごめんなさい、お姉ちゃん」

　申し訳なさそうにぺこりとお辞じ儀ぎをするアイリス。

「いえ、私もまさかデートをしてるとは……」

　年下の子供から丁寧に謝られて、マーガレットがあたふたし始める。

「でも、私に与えられた使命は、どんなことにも優先しなくてはいけなくて──」

「マーガレット、モンブランは残さず食べてくれよ？」

「あ、はい……って、それじゃあ私が置き去りになるじゃないですか！」

　俺は会計を済ませ、アイリスとティーハウスを出る。

　テラス先に残ったマーガレットを見ると、彼女は先ほどまでの態度が噓うそのように、とろけてしまいそうな顔でモンブランを食べていた。こうして気が緩ゆるんでいるときは、きまじめな聖女様ではなく、普通の女の子にしか見えない。

（まあ、これでひとまず時間は稼げたかな？）







　俺たちは昼食を終えたあと、予定通りに買い物を済ませることにした。

　せっかくなので青空市場を巡めぐってみる。

　広々とした通りに屋台が並び、王国各地からやってきた品々が売られていた。たとえば石せつ鹼けん一つとっても、色々な形や香りのものがあり、それらによってどこの地方で生産されたものか分かったりする。魔王軍の暴れていた一年前までは、地方でも市場を開けなかったと聞いていたから、人々の復興する力には素す直なおに感動した。

　ただ、活気がありすぎるのも困りもので、とにかく人混みがものすごい。どこかで安売りが始まると、そちらに向かって大量の客が向かっていき、俺たちまで流れに巻き込まれそうになってしまう。

「アイリス、手をつなごう」

「は、はいっ！」

　俺はアイリスと手をつなぎ、彼女とはぐれないようにした。

　市場の屋台を巡り、足りないものを買い集める。

　持ってきた手提げ袋は、あっという間に買ったもので一杯になった。

「おや、お兄ちゃんとお買い物かい？」

　そんなことを言ってきたのは、果物屋の店主とおぼしきおばさんである。

　アイリスは屋台の前で立ち止まると即座に言い返した。

「わたしはウィルさんのママなの！」

「ママ？」

　果物屋のおばさんが俺の方を見る。

「ははは、そうなんですよ」

　まあ、この不思議な関係はなかなか他人には分かるまい。

　というか、説明のしようもないしな……。

　買い物をあらかた終えて、青空市場を抜け出たときである。

　大通りを挟はさんだ正面に女性物の服屋が建っていた。

　俺は隣にいるアイリスが反応していたことに気づく。

「アイリス、服を見ていこう」

「いいの!?」

　本日二度目の確認。

「服を選んでやるって、前に約束したろう？」

　慎つつましやかな生活を送ってきたアイリスにとっては、服屋で買い物をすること自体が結構な贅ぜい沢たくだろう。彼女の着ているエプロンドレスも手作り感がある。おそらくは彼女の母親が仕立ててくれたものなのだろう。

「これからはアイリスといろんなところに出かけたいし、せっかくだから余よ所そ行ゆきの服がほしくないか？」

　こくこく、無言でうなずくアイリス。

　俺は彼女の手を引いて服屋に入る。

　ひとまず、遠慮がちなアイリスを買い物に誘うことには成功だ。

　この服屋はティーン向きの商品を扱っているようで、店内にはアイリスに似に合あいそうな服がずらりと陳ちん列れつされていた。明るい色合いのもの、フリルをあしらったものが多く、パーティーに着ていけるドレスや、メイド服のような衣装まで取り扱っているようだ。

「わぁ～っ！　綺き麗れいな服がたくさんあるっ！」

　アイリスが目を輝かせ、店内をきょろきょろと見回している。

　肩が小さく弾み、わくわくしているのが後ろ姿からも分かった。

「いらっしゃいませ～」

　二十代くらいの女店主がカウンターの奥からやってくる。

「当店は試着室もございます。ご自由にお使いください」

「わたし、ウィルさんに選んでほしいな」

　センスに自信があるわけじゃないが、これは期待に応こたえたいところである。

「それなら、アイリスのために選んでみるよ」

　俺は改めて店内に飾られている服を見回す。

　探しているのはデートに行けるような余所行きの服だ。彼女ならきっと、都会のお嬢さんのような格かつ好こうも似合うことだろう。アイリスに似合う色と言ったら……最初に思い浮かんだのはエプロンドレスやパジャマのピンク色だろうか。丸っきり子供っぽいよりも、彼女には少し背伸びした大人っぽさも必要だろう。

「……よし、これだな」

　俺は吟ぎん味みして選んだ商品をアイリスに手渡す。

　服だけではなく装飾品も選んだので結構な量になってしまった。

「サイズも確認したいし、試着してみてくれないか？」

「うん、着てみるね」

　アイリスの姿が更衣室に消える。

　……と思ったら、すぐにカーテンが開いた。

「覗のぞいちゃだめだよ？」

「いやいや、覗かないから」

　普段は平気で着替えたりするのに、お洒落しやれの準備を見られるのは恥ずかしいらしい。

　待つことしばらく。

　更衣室のカーテンが再び開いた瞬間、俺は思わず息を吞のんだ。

　現れたのは都会のお嬢さんでなく、紛まぎれもない貴族のお姫様である。

　アイリスに着てもらったのは、明るいピンク色のワンピースドレスだ。胸元に袖そで口ぐちにスカートの裾すそに……とフリルがたっぷりとあしらわれている。何本ものリボンがコルセットのようにキュッと腰を引き締めており、女性らしい体のくびれが強調されて、成長途中のバストラインを綺き麗れいに浮き上がらせていた。

　つばの広い帽子。肘ひじまであるシルクの長手袋。膝ひざまである革のブーツからは、ガーターベルトで吊つったストッキングが覗いている。それらはアイリスのほっそりとした体つきにぴったりと合っていた。

「どう……似に合あってる？」

　アイリスが帽子を深くかぶり、不安そうな声で聞いてくる。

「わたし、こんなに高そうな服って初めてで……」

「よく似合ってる。俺の考える理想のお姫様って感じだ」

「本当に？」

　帽子の陰かげからこちらを見るアイリス。

　彼女の問いかけに対して、俺は深々とうなずいた。

「本物のお姫様を何人も見ている俺が言うんだから間違いないさ。今まで見てきたお姫様よりも、アイリスの方がずっと可愛かわいいし似合ってる。アイリスがその服装で次のデートに来てくれたら、俺もすごく嬉うれしいんだけどな」

「あ、あうぅ……」

　アイリスの顔がみるみるうちに赤くなる。

「う、うん……ウィルさんがそう言ってくれるなら、これにする……」

　それから、彼女は俺のそばまで駆け寄ってきた。

　何をするのかと思ったら、

「あとね……これ、自分で選んでみたよ」

　アイリスがワンピースドレスの胸元を指でくいっと引ひっ張ぱる。

「これも似合ってる？」

　広げられた胸元から見えたのは、彼女の慎つつましやかな胸の膨らみと、それを優しく包んでいる純じゆん白ぱくのブラジャーだった。レースの生地が使われており、幾いく重えものフリルによって縁取られている。成長途中の膨らみはやんわりと持ち上げられて、谷間とまでは呼べないながらも、女性的なラインを作り上げていた。

「大丈夫だ。すごく似に合あってる」

　俺は全身の毛穴がぶわっと開くのを感じていた。

　あまりにも似合いすぎて直視できない。しかし、ここで顔を背そむけたら噓うそを言っているように思われるかもしれない。冷静になれと自分に言い聞かせ、悟さとりを開いた賢者のような気持ちでにこやかに笑ってみせる。

　それにしても、こんなに大人っぽいデザインの下着が、十二歳のアイリスに似合ってしまうとは……アイリスが意外と大人なのか、デザイナーの腕前のなせる技か、その両方なのか。どうであるにせよ、奇跡のようなバランスなのは間違いない。

「あとね、あとねっ！」

　アイリスがワンピースドレスのスカートに手をかける。

　彼女はつま先立ちになり、俺の耳元で囁ささやいた。

「下の方も一緒に選んだんだけど……見る？」

「そ、そっちは流石さすがに無理だな……」

　店長が俺たちのことを親子と考えてくれるとは思えない……ていうか、ここまで子供が大きかったら親子でもアウト！　これがアイリスの願いであったとしても、家族関係を守るために拒否しなければならない。

「えーっ！　ウィルさんに見てほしいのに！」












「上下セットのやつだろ？　それなら似に合あってるに決まってるさ。それに見るだけだったら家に帰ってからでもできる。とりあえず、予備も含めて下着のセットも何着か買おう」

「うん、分かった……」

　着替えるね、と彼女は更衣室のカーテンを閉じた。

（可愛かわいすぎるだろ、これは!!）

　余よ所そ行ゆきの服を買い与えるだけで、これほど喜んでくれるとは……優しくし甲が斐いのある女の子だ。今度はどんなことをして喜ばせようか、と想像がはかどる。生活費以外の金の使い道も分かったことだし、これは改めて金策を検討するべきか？　もちろん、以前のように自分を追い込むような仕事の選び方はなしで！

　問題なのは下着姿を見てやると約束してしまったことだろう。都合よく忘れてくれたりしないものか……。アイリスだって父親とのふれあいに飢うえているとはいえ、どうして下着まで見せたがるのか。

「店長、服の包装を頼む」

「かしこまりました」

「それから……アレをあとでラクーナ村にこっそり送ってほしい」

　俺が指さしたのは店の片隅に飾られているレオタードだった。つやつやとした材質がなまめかしい。ウサミミのカチューシャとセットで売られている……いわゆるバニーガールの衣装である。

　パーティー用の衣装にしては派手すぎて、この店が取り扱っている理由も謎なぞだが……そんな疑問はさておき、俺はバニーガールの衣装に思い入れがある。

　魔王討とう伐ばつの途中、俺たち救世の騎士は歓楽街に立ち寄ることもあった。歓楽街といったらカジノなのに、遊ぶことができなかった悔しさを忘れていない。この世界のどこかにはカジノでがっつりと稼いだあげく、景品として並んでいる伝説の武器をもらっていく勇者がいるらしいが……なんとうらやましい！

　残念ながらカジノで遊ぶことは叶かなわないので、せめてバニーガールで雰囲気だけでも味わいたいという魂こん胆たんである。誰だれかに着せるあてもないので、家の衣装棚にでもしまっておくことにしよう。酔っ払った村長なら着てくれそうな気もするが……。

「可愛らしい妹さんですね」

「いいえ、自慢の娘です」

　俺の答えを聞いて、店長はきょとんとしてしまった。

（うーむ、大人の風格がほしい……）

「勇者様、今度こそお時間よろしいですかっ！」

　マーガレットが三み度たび姿を現したのはそのときだった。

　町中を走り回って探したのだろう。彼女の額を大粒の汗が伝い、ぽたりぽたりと法ほう衣えに垂れている。おかげで首回りなんかは透け透けで、白いシャツを着て水浴びしてきたような有あり様さまになっていた。

「もう追いついたのか。マーガレットも本当に頑張るなあ」

「ありがとう……はぁ、はぁ……ございます……うっ」

　マーガレットの仕事熱心さは賞しよう賛さんに値するが、このあとはアイリスのリクエストが待っている。彼女にとっては残念ながら、のんびりと話を聞いてやれる時間がない。かといって、また明日と言ったところで、引き下がる彼女ではないと俺は知っている。

「マーガレット、おしゃれには興味ないか？」

「へ？　おしゃれ？」

　俺はパーティー衣装のコーナーから適当に服を見み繕つくろってくる。

「お前のために選んでみた服だ。試着してみてくれないか？」

「勇者様が私のために!?」

　顔が急に明るくなるマーガレット。

「尊敬する勇者様が服を選んでくれるなんて……私、早速着てみますね!!」

　彼女は服を受け取ると、空いている試着室に駆け込んでいった。

　勇者時代の信頼関係を悪用するのは流石さすがに気が引ける……が、それでも大事にしたい時間が俺にはある。ここは着替えるのに手間のかかるパーティー衣装で、しばらく試着室に釘くぎ付づけになってもらうことにしよう。

　マーガレットが試着室に入ったのと入れ替わるようなタイミングで、アイリスが元のエプロンドレスに着替えて戻ってくる。余よ所そ行ゆきのドレスと下着のセットを店長に包装してもらうと、アイリスはそれをぬいぐるみのように抱えてほおずりしていた。

「次のデートはこれを着て出かけような？」

「うん！」

　そんな気の早いことを言って笑い合う俺たち。

　そうして、服屋から出ようとしたときだった。

「勇者様!!　なんですか、この衣装は────っ!!」

　絶叫を上げながら、マーガレットが試着室から飛び出してきた。

「くっ、想像以上に早いな……うわっ!?」

　俺は驚きのあまりに思わずのけぞる。

　マーガレットが着替えたのは、真っ赤な女王様の衣装だった。

　女王様といっても高貴な方ではなく、夜の方の女王様スタイルである。

　光沢のある革製のブラとパンツが、汗に濡ぬれたマーガレットの体をきつめに引き締めていた。両手には肘ひじまである革手袋をはめており、両足にはかかとの高い革製ヒールブーツを履いている。おまけに小道具として、革製の鞭むちまで携たずさえていた。

「勇者様、私になんてものを着せるんですか!?　からかってるんですか!?」

「お前も着替えてるときにおかしいなって気づけよ！」

　畳んでおいてあったから、まさかこんな衣装だとは思いもしなかった。

　バニーガールに引き続き、この店の品しな揃ぞろえは謎なぞ過ぎる。

「お姉ちゃん、格かつ好こういい！　サーカスの人みたい！」

　目をキラキラさせているのは純粋なアイリスだけだ。

「サ、サーカスの人？」

「うん。クマさんとか、トラさんと一緒にいる人！　本で読んだことあるよ！」

　どうやら、彼女には女王様の衣装が、サーカスに出てくる猛獣使いの衣装に見えているらしい。ど派手な格好をしていて、しかも鞭を持っているとなったら、子供が連想するのは普通はそのあたりなのだろう。

「え、えへへ……格好いい？」

「うん、すっごい似に合あってる！」

「そ、そっかぁ……似合ってるのかぁ……」

　あっという間にでれでれしてしまうマーガレット。

　アイリスの純粋さには堅物の彼女も形無しらしい。

　余計な言い合いは避けられそうだとホッとしたのもつかの間、

「お客様、困ります！」

　服屋の店長がマーガレットに詰め寄ってきた。

「そんなに汗だくの格好で試着されては！　革製品は特に汗が染み込みやすいんです。これではもう売り物になりませんから、買い取っていただかないと困ります！」

　衣装についている値札が俺の目に止まる。

　その値段は本日の軍資金を軽くオーバーしており、それどころかアイリスにプレゼントしたドレスと下着のセットよりも高価だった。どうして、そんな本格的すぎる大人の高級アイテムが存在してるんだ、ティーン向きの服屋さんに!?

「マーガレット、すまん！」

　俺はそれだけ言うと、即座に隣にいるアイリスを抱きかかえた。

「きゃっ!?」

「ここは立て替えておいてくれーっ！」

　アイリスをお姫様だっこしたまま、猛ダッシュで服屋から逃げ出す。

　遙はるか後方から「ゆうしゃさまぁーっ！」とマーガレットの叫ぶ声が聞こえた。







　俺たちは服屋をあとにして、アイリスのリクエストで公園に向かった。

　この町の公園には様々な娯楽が集まっている。そこかしこで大道芸人が一芸を披露していたり、音楽家たちが曲を演奏していたり、旅の一座が演劇をしていたり……と、ここで丸一日楽しめそうな充実ぶりだ。

「ウィルさんにお姫様だっこされちゃった♪」

　アイリスがほっこりした顔で、包装された服を抱えている。

　俺は隣を歩いている彼女に問いかけた。

「お姫様だっこっていうのは、やっぱり憧あこがれだったのか？」

「うん、そうだよ！　女の子はみんなそうだと思う！」

「それなら、もっと雰囲気のあるシチュエーションでやればよかったな」

　支払いを押しつけるためにお姫様だっこすることになろうとは思わなかった。

　模も範はん的てき英えい雄ゆうとして各地を回っていたときは、年齢も体格も様々な女性からお姫様だっこを頼まれていた。これがもう結構な重労働だったが、もちろん「重い」だの「疲れた」だのと文句は言えない。

　その点、アイリスをお姫様だっこしているときは俺の方も楽しかった。お姫様をさらっている気分、とでも言えばいいだろうか。彼女をだっこして町中を走ってるとき、ちょっと悪いことをしているような高揚感があった。

「お姫様だっこしてほしいときは言ってくれよ。いつでもするからな？」

「えっ、うーん……」

　俺の予想に反して、アイリスは困り顔になってしまう。

「あのね、こういうのって変かもしれないけど……」

「ん？　遠慮せずに言ってくれていいんだからな？」

　自分のことを変かもだなんて、いつも自然体の彼女にしては珍しい。

　アイリスが包装された服で、赤くなった顔を隠しながら言った。

「いきなりされるのが、ちょっとドキドキしたの……」

「あー、なるほど」

　これはいわゆる『白馬の王子様にさらわれたい願望』というやつだろう。

　あるいは誕生日やら結婚記念日などのサプライズを重視するというアレか。

　アイリスの口から聞かされると、随分可愛かわいらしいわがままに聞こえてくる。

「それじゃあ、今度も俺の好きなときにアイリスをさらうことにするよ」

　あっ……。

　さらうじゃなくて、お姫様だっこするだった。

　失言してしまったかと俺が内心焦っていると、

「う、うん……」

　アイリスの顔がさらに赤くなり、ぶるぶるっと体を震わせていた。

　これは本気で怖がらせてしまったのだろうか？

　俺がいよいよ不安になっていると、

「ウィルさん、あれっ！」

　アイリスがぱぁっと笑顔になって駆けだした。

　どうやら、先ほどの失言はスルーしてもらえたらしい。

　こういうアイリスの子供っぽい可愛かわいさを見るとホッとする。

　アイリスの後ろをついていくと、公園の隅に立てられた小さなテントに辿たどり着ついた。

　テントには『占い承ります』と木の札がぶら下がっている。

「ここがアイリスの行きたいって言ってたところか？」

「ラクーナ村の人たちの間で人気なの！　すごく当たるって！」

　興奮して鼻息を荒くしているアイリス。

「村の人たちってのは……やっぱり女の人たちの間でか？」

「うん！　村長さんとテーネちゃんも、前に占ってもらったって！」

　テーネはともかく、村長まで占いが好きとは……。

　女の子ってのは本当に占いが好きだな、と俺はしみじみと思う。

　王立騎士学校にいたときも、魔王討とう伐ばつの旅の途中でも、女の子は占いに夢中だった。もちろん、俺は全然興味がない。未来を見通すことができるなら、そいつは占い師なんかじゃなくて宮廷魔術師にだってなれる。だから、占い師というのはどうも胡う散さん臭くさいと思っているが、ここはアイリスの言葉を信じてみることにしよう。

「よし、入ってみるか」

「おーっ！」

　俺たちは身をかがめて、占い師の小さなテントに入る。

　テントの奥にいるのは民族的な衣装の若い女性だった。

　これ見よがしに水晶玉を膝ひざに抱えている。

　照明に使われているキャンドルからは、甘ったるい花の香りがしていた。

「何を占いましょうか？」

　占い師がやっと聞き取れる小さな声で言った。

「相性占いをお願いします！」

「そちらの殿方との相性を調べるのですね？」

「は、はい！」

　真剣な眼まな差ざしで前のめりになるアイリス。

　どうやら、彼女が内ない緒しよにしていたのは相性占いのことらしい。そんな隠すほどのことでもないのにな……と俺は思ってしまうが、そこはアイリスの乙女おとめ心なのだろう。

　占い師は目をつぶると、膝ひざに抱えている水晶玉に手をかざした。

　すると、水晶玉が淡い光を放ち始める。

「見えます……見えてきてます……かなり見えちゃってます……」

　相性が見えているのだろうか？

　アイリスは興味津々に輝く水晶玉を覗のぞき込こんでいる。

　なかなか雰囲気は出ているが、水晶玉が光ったくらいでは信用できない。水晶玉に魔力がこもっているだけで、占い師はただ念じているだけの可能性もある。相性占いの回答を聞くまで、俺はどうにも気が抜けない。

「お二人の相性ですが……」

　占い師が目を開き、フーッと大きく息を吐いた。




「結婚するなら最高です」




　瞬間、俺とアイリスが同時に固まる。

　炎天下に放ほうり出されたかのように顔が熱くなってきた。

　いやいやいや！

　ここは「お兄さんと妹さんの相性は……」と勘違いされる流れなのでは!?

　もしかして、勘違いされたうえで結婚を勧めて……いやいや、そっちの方がさらにヤバいだろ！　ここは普通に年の差カップルだと見抜かれたのだろう。男女二人で占いしてもらいに来るなんて、カップル以外には考えられないだろうし……。

　占い師が淡々と結果を述べる。

「あなたたちが結ばれたなら、この世界をお作りになった創造神と女神すらも、お二人の仲良しっぷりに嫉しつ妬とすることでしょう。お二人は長生きしますし、ご自身たちだけではなく、周りの人たちも幸せになること間違いなしです」

「け、結婚……」

　アイリスが真っ赤になった頰ほおを手のひらで押さえている。

　俺はにやけそうになるのを我慢しているせいで、変に顔がこわばってしまっていた。

　これはもう占いが当たるとか当たらないとかどうでもいい。

　こんなことを言われて、嬉うれしがらない人はいないのだから。




「ちなみに子宝にも恵まれます」




「ぶはっ……」

　俺はこらえきれずに吹き出してしまう。

　占い師ってのはそこまで言うのかよ！

　アイリスの方はうつむき、スカートの裾すそを握りしめている。

　表情こそ見えないが、彼女は耳まで赤くなっていた。

　アイリスも女の子だから、結婚生活や子育てには憧あこがれがあるのだろう。もしかしたら、自分の花嫁姿を想像しているのかもしれない。そんなちょっとした想像で、沸騰したように赤くなってしまう彼女が、隣で見ていると抜群に可愛かわいかった。

「だ、大丈夫か、アイリス？　お、おーい……」

　ダメだ、全然聞こえてない。

　これ以上は色々とまずい気がして、俺はさっさと代金を占い師に渡した。

　かなりいい仕事をしてくれたので、ちょっと色をつけておいた。

「まいどありです」

　占い師が代金を受け取り、それから俺に耳打ちしてくる。

「私も父娘おやこのお客様を占うのは初めてです」

「なっ!?」

　そこまで看かん破ぱしていたのか、この占い師は！

　どうやら、彼女は本物の実力を持っているらしい。

　でも、そこまで分かっていて結婚を強く勧めるとか、なおさらヤバくないか？

「まあ、血はつながってないですし……」

　俺の心を読んだようなことを言ってくる占い師。

　村長にしろ、この占い師にしろ、魔法使い系の女性ってのは勘が鋭すぎる。

「……い、いや、俺はアイリスと今の関係を続けていたい」

　俺はアイリスが相手だからこそ、彼女に甘えることができ、正直な気持ちを打ち明けることができ、自分のやりたいことをやることができた。アイリスも俺が相手だからこそ、父親にしてあげたかったことをやれている。

　そう、俺たちにとっては今の関係がベスト！

　これ以上は望むことはない。

　越えなきゃいけないハードルも高すぎるし、そもそも俺たちは家族として……親子としてしっかりと関係を築いている。

「障害は大きいほど燃えるというものですよ」

「あんた、本当に俺の心を読んでるんじゃないだろうな？」

「占い師ですから」

　してやったり、という感じにニヤリとする占い師。

「それから一つアドバイスです。お二人は本当に仲がよろしいようですが、どうやら大きなすれ違いをしているようですね。仲が良すぎるあまりに気づけていないというか」

「すれ違い？　どういうことだ？」

「そこはお客様自身が気づくべきところでしょう」

　占いが終わってからも意味深なことを言ってくるとは……。

「私はいつもここにいますから、また悩みごとがあれば占いますよ」

　占い師が不敵な笑みを浮かべる。

　なんとも商売上手な人だ。

「あ、あぁ……機会があったら頼むよ」

　呆ぼう然ぜんとしているアイリスの手を引き、俺は占いのテントから外に出る。

　広場の空気がやけに美お味いしく感じられた。

　それにしても、結婚か……。

　俺は結婚を考えるどころか、初恋すら経験していない身である。勇者様は国民全員のことが好きなのであり、特別な一人を好きになったりしない──それも俺に求められた英雄像だった。その割には王族や貴族のお姫様たちが、各々の父親から命令されて、俺のことを熱心に誘惑してきたが……。

　なんにせよ、俺には結婚どころか恋愛もよく分からず、ようやく家族や親子というものを知ったばかりなのである。それに加えて、俺もアイリスもまだ若い。世界も平和になって、明るい未来が開けているのだから、そんなに焦ることもないはずだ。

「アイリス、もう終わったぞ」

「ふぁいっ!?」

　アイリスの体がびくんと跳ねる。

　彼女はようやく俺の顔を見上げた。

　惚ほうけてしまって、口が半開きになっているのが可愛かわいらしい。

「ぼ、ぼーっとしてた……」

「あんなことを聞かされたら呆然とするよな」

「なんか、よく覚えてないかも……」

　今回のことはアイリスにとって刺激が強すぎたのだろう。

　占い師の言葉は俺の胸にしまっておくことにする。

「それよりも……ほら、あっちで何かやってるぞ」

　俺とアイリスは手をつなぎ、人だかりのできている方に向かった。

　見物人たちに囲まれて、旅芸人の一団が楽器を弾き、それに合わせて踊っている。

　男女のペアで踊る陽気なダンスで、観客たちもノリノリで手拍子を送っていた。

　アイリスがぴょんぴょんとジャンプする。

「みーえーなーいーっ！」

　彼女の声はすっかり音楽と歓声にかき消されていた。

「よし、俺に任せろ」

　俺はその場でしゃがみ込むと、おもむろにアイリスを肩車する。

　彼女の体は綿のように軽く、簡単に担ぎ上げることができた。

　アイリスの太ももが俺の頭をきゅっと挟はさむ。

「わたし、肩車って初めて！」

「どうだ、よく見えるか？」

「うん！」

　俺たちはそれから、旅芸人の演奏とダンスを鑑賞した。

　一曲終わり、観客たちから拍手が起こる。

　肩にのっているアイリスも大きな拍手を送っていた。彼女の体は音楽に乗っており、リズミカルな揺れが俺の肩に伝わってきている。肩車をしている状態だと、アイリスの表情は見えないが、彼女が十分に楽しんでくれていることは分かった。

　肩車をした甲か斐いがあったな、と俺が考えていると、

「さあ、ここからはみなさんも踊りましょう！」

　旅芸人たちが観客に声をかけ始めた。

「そこのお二人も、さあさあこちらに！」

「え、ちょっと……」

　俺はアイリスを肩車したまま、舞台の中心に引ひっ張ぱり出されてしまう。

　そうこうしているうちに二曲目が始まり、他ほかの観客たちが踊り出した。

　これはそそくさと逃げ出せるような雰囲気ではない。

　俺はアイリスを肩から下ろした。

「せっかくだから、俺たちも踊ってみるか」

「えっ!?」

　アイリスが急にモジモジし始める。

「わたし、踊りなんて知らない……やったことない」

「ラクーナ村のお祭りで踊ったりしないのか？」

「う、うん……」

　大抵のことは一人でこなせる彼女にも苦手なことはあるらしい。

　俺は恭うやうやしくアイリスの前にひざまずいた。

「一緒に踊ってくれないか？　俺がリードするからさ」

「で、でも……」

　アイリスは戸と惑まどって、こちらを見ようともしてくれない。

　そんな彼女の手を取り、俺は曲に合わせて踊り始めた。

「ウィルさんっ!?」

「大丈夫、そのまま流れに合わせて……」

　アイリスの体を密着するように引き寄せる。

　引き寄せられた彼女は一歩踏み出すことになり、それが最初のステップになる。

　あとは旅芸人たちの演奏に合わせて、リズムよくステップを踏んでいくだけだ。

　これも模も範はん的てき英えい雄ゆうをしている間に身につけた技術である。王族や貴族のパーティーに呼ばれると、お姫様たちに必ずダンスの相手を頼まれるのだ。しかも、向こうは「勇者様なんだからリードしてくれるはず」と思い込んでいる。

　そんな身勝手なお嬢様たちに比べると、アイリスは実に一生懸命だった。曲のリズムを覚えて、俺と一緒にステップを踏んでくれる。そうしているうちに息が合ってきて、彼女の表情も晴れやかになってきた。

「ウィルさん！　わたし、踊ってる！」

　ゆるふわの金髪が軽かろやかに弾み、ステップを踏むたびにスカートが翻ひるがえる。

　アイリスの額には汗のしずくが浮かんでいた。

「あぁ、その調子だ！」

　俺たちは笑顔で一曲を踊り終える。

　高鳴る鼓こ動どうを確かめるように、アイリスが自分の胸に両手で触れた。

「わたし、すっごくドキドキしちゃった！」

「俺もだよ。こんなに楽しく踊れたのは初めてだ」

　アイリスが俺の体に抱きつき、いつものようにほおずりする。

　彼女の表情は満足感に浸ってうっとりとしていた。

「ありがとう、ウィルさん」

「どういたしまして」

　俺はそっとアイリスの頭をなでてやる。

　彼女はしばらくの間、抱きついたまま離れてくれなかった。







　集合時間の午後四時に近づき、俺とアイリスは町の入口に戻った。

　町の入口は帰き路ろにつく馬車で混み合っている。

　俺たちは並んでベンチに腰掛けて、村長の馬車が来るのを待っていた。

　アイリスは歩き疲れたようで、先ほどから俺の腕につかまりっぱなしである。

　こうして密着していると、彼女の使った香水の匂においが漂ただよってきた。

　微かすかに汗の匂いも混じっており、一生懸命に踊っていた姿が思い出される。

　うむ、あのときの光景を思い浮かべるだけで実に癒いやされるな！

「今日はわたしがウィルさんにたくさん甘えちゃったね」

「まあ、それでもいいんじゃないか？」

「……ううん、わたしはウィルさんのママだもん！」

　アイリスが首を横に振る。

　彼女にはしっかりとママとしての自覚があるようだ。

「だから、おうちに帰ったらいつもよりもっと甘えていいからね？」

「いつもより、か……これは考えておかないとな」

　俺たちは向かい合って微笑ほほえむ。

　初めてのデートは大成功だ。俺も満足、アイリスも満足。余よ所そ行ゆきの服も買って、次のデートに対する期待も高まっている。この町は一日やそこらでは見て回れないし、季節が変わればグルメも催し物も変わってくることだろう。俺たちのデートはいつだって楽しくなりそうだ。

「おーい、待たせたようじゃな！」

　村長が馬車で迎えに来てくれたのはそのときだった。

「デートは存分に楽しめたかの？」

「うん、ウィルさんにたくさん甘えちゃった！」

「俺も心の底からデートを楽しめたよ」

　俺とアイリスが荷台に乗り込み、村長が「ほっほっほ！」と満足そうな笑い声を上げながら馬車を出発させた。

　あとはラクーナ村に帰るだけなのだが、

「待ってくださ────いっ!!」

「おいおい、流石さすがに日を改めろって……うおっ!?」

　振り返った俺の目に飛び込んできたのは、女王様の格かつ好こうで鞭むちを振り回しながら、馬車を追いかけてくるマーガレットの姿だった。

「なんで着替えてないんだよ!?」

　俺のツッコミも走るのに夢中な彼女の耳には届かない。

　案の定、マーガレットは町の警備隊に取り囲まれてしまった。

「そこの痴ち女じよ、大人しくしなさい！」

「ち、痴女って……私は光教会公認の聖女です！」

「そんなふしだらな格好の聖女がいるか！」

「さ、触らないでっ……きゃっ、や、やめっ、やめろっつってんだろ!!」

　聖女らしからぬ言葉が飛び出した気がするが、聞かなかったことにしておこう。

　騒ぎに巻き込まれるのは御ご免めんだし、それに俺は家に帰ってからのことで頭がいっぱいになっている。今日のデートを楽しいものにできたご褒ほう美びとして、アイリスにどんなことをしてもらおうか……。









レベル７：伝説の聖女にも甘えが足らない






　翌日、俺はアイリスの声で目を覚ました。

「ウィルさん、お昼だよ。お昼ごはん、できてるよ」

「ん……あぁ、もうそんな時間なのか」

　アイリスの顔が目と鼻の先にある。

　まん丸な青色の目が俺のことを覗のぞき込こんでいた。

　俺はなんとなく手を伸ばし、彼女の金髪をわしゃわしゃする。

「えへへ、くすぐったい……」

　アイリスがちょっと嬉うれしそうに体を震わせた。

　彼女の髪からは芳こうばしいパンの香りが漂ただよってくる。

　普段ならこれで食欲を刺激されて、眠気もばっちり吹き飛ぶところだが、どうにも今日は目が覚めてくれない。そもそも、昼過ぎまで寝過ごすこと自体が久しぶりだ。アイリスと一緒に暮らしていると、自然と早寝早起きの習慣が身についてくる。

「すまん、あと少し眠ってもいいか？」

「うん、無理しなくていいよ。ゆっくりして大丈夫だからね」

　アイリスがそっと俺の髪をなでる。

　彼女に優しく触れられていると、心地ここちよい眠気に満たされてきた。

　俺はそのまま眠りに落ちて──

「起きてください、勇者様！」

　意識が落ちる寸前、布団ふとんが思い切り引っぺがされる。

　全身が一気に冷えて、眠気が強制的に吹き飛ばされた。

　そんな俺の視界に飛び込んできたのは、

「さあ、今日こそ私と一緒に帰りましょう！」

　怒りの形ぎよう相そうを浮かべているマーガレットだった。

　諦あきらめないだろうとは思っていたが、まさか叩たたき起おこされることになるとは……。

　それにしても、今日は聖女の法ほう衣えをちゃんと着ているが、それは洗濯してきたやつなのか？　着替えを何着も持っているようにも見えないし、最近は家事手伝いが板についてきたこともあって、そういう細かいところが気になってしまう。

「なんだ、マーガレットか……」

「なんだじゃないです！」

「メシくらい食べてからでもいいだろ？」

　俺はベッドから立ち上がり、寝ね間ま着きのボタンに手をかける。

「ぎゃ──っ!?　なにいきなり婦女子の前で脱ごうとしてるんですか!?」

「あー、悪い」

　アイリスが俺の前で普通に着替えるものだから、俺も最近はアイリスの前で平然と着替えるようになってしまっていた。

「アイリスさん、部屋の外に出ていましょう！」

「うん、お昼ごはんの用意しとくね」

　マーガレットがアイリスを連れて寝室から出る。

　俺は大きなため息をつきつつも着替えを済ませた。

　これから俺を説得できるまで、マーガレットはつきまとい続けるに違いない。真面目まじめな彼女のことだから、アイリスを人質に取ったりして脅してくることはないだろうが、昔のことをいちいち思い出させられるだけでも迷惑だ。

（どうにかして追っ払えないか？）

　そんなことを考えながらダイニングルームに向かうと、アイリスはすでに昼食の準備を終えていた。

　昼食のメニューはアイリスのお手製、キノコとベーコンの炒いため物ものサンドである。たっぷりのバターでキノコとベーコンを炒めて、二つに切り分けた焼きたてのパンに挟はさんだ料理だ。パンの外側はパリパリ、内側はバターが染み込んでしっとり。出かけたときのお弁当にももってこいの一品である。

「うーん、美う味まいっ！」

　炒め物サンドを一口食べると、先ほどまでの憂ゆう鬱うつが一気に吹き飛んだ。

　そんな俺のことを見て、アイリスも嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

「えへへ、よかったぁ！」

「これは美お味いしいです。素そ朴ぼくな味で、母の手料理を思い出します」

　絶賛するマーガレットであるが、彼女は炒め物サンドをわざわざナイフとフォークで食べていた。ここまで礼儀正しいとむしろ奇妙に思えてくる。そのため、アイリスはほめられているのにぽかーんとしていた。

「それにしても、こうしてアイリスさんは立派に家事をこなしているのに、勇者様はだらしなすぎます。もうお昼ですよ？　こんな時間まで寝ているのは、夜に働いている人たちか、そうでなければ遊び人くらいです」

　マーガレットが早速嚙かみついてくる。

　聖女様の教えも、俺にとっては単なる説教だ。

「俺はもう勇者じゃない。勇者はやめた」

「勇者は勝手にやめられるものではありません！」

「俺の人生なんだから、俺が決めてなにが悪い？」

「悪いですよ！」

　マーガレットが力強く言い切る。

「勇者様が役目を投げ出したことで、多くの国民たちが不安になっています。勇者ウィル・エルサントは魔王軍に苦しめられた国民にとって、もはや信仰の対象……神にも等しい存在なのです。神様が仕事を放ほうり出したら、迷える子羊たちはどうなります？」

「そりゃあ、がっくりするだろうな」

　その程度のことは織り込み済みだ。

「がっくりはするだろうが、そこから立ち直るだけの力はもうあるはずだ。俺たち救世の騎士が国王の命令で、身を粉にして国民を励はげまし続けたんだからな。これ以上、国民に対する励ましは不要だ……というのが俺の意見だ」

「そんなことありません！　国民には勇者様が必要なんです！」

「王族や貴族には、の間違いじゃないのか？　あのまま逃げ出せていなかったら、俺の人生はご機き嫌げん取りだけでおしまいだった」

「国家再興の礎いしずえとなれるのですよ！　名誉なことではないですか！」

「名誉って……それは単なる生いけ贄にえだろ！」

　ここまで理不尽なことを言われたら、俺だってはっきりと言い返さざるを得ない。

「俺は勇者として、救世の騎士として、模も範はん的てき英えい雄ゆうとして……ずっと自分の心を押し殺してきた。子供のときも、魔王軍と戦っている最中も、魔王を倒したあとも、俺は自分の気持ちを一つも表に出せなかった。正直な気持ちをはき出すのが怖かったし、取り返しのつかないことになるのは目に見えていた」

　実際、俺が魔王討とう伐ばつを途中で投げ出していたら、王国は魔王軍に攻め滅ぼされていたことだろう。あのときは救世の騎士として戦うしかなかった。けれども、魔王を倒し終わったあとなら話は別だ。国家復興のために十分な働きをしたあとならなおさらだ。

「ウィルさん……」

　アイリスが不安そうに俺の腕に触れた。

　俺は我に返る。

　こんなこと、アイリスの前で言い合うことじゃない。

　俺は恥ずかしくなり、つい咳せき払ばらいをした。

「……ともかく、昨日は知らない人と言ってしまったが、あれは連れ戻されるのが怖くてごまかしてしまったんだ。俺とマーガレットの仲が悪いわけじゃない。同じ救世の騎士として、背中を預けて戦った間柄だ」

「ウィルさんの友達なんだね！」

　アイリスがホッとした様子で胸をなで下ろす。

　俺は彼女の言葉を即座に肯定できなかった。

　救世の騎士は友達同士の集まりではない。少なくとも俺は仲間たちに心を開くことができなかった。打うち解とけたような演技はしていたから、仲間たちの方は俺のことを友達だと思っていてくれたかもしれないが……。

「友達というのは正確ではないかもしれません」

　マーガレットもアイリスの言葉を肯定しなかった。

　俺との間に溝があると、はっきりと確信したらしい。

「でも、勇者様は私の尊敬する人なんです。仲間たちと衝突することが多く、体力的に劣っている私のことを、勇者様は諦あきらめずに支え続けてくれました。勇者様がいてくれたからこそ、こうして今の私があるんです」

「ウィルさん、勇者様だったときから優しいんだね！」

　ぱちぱちと拍手するアイリス。

「まあ、それが仕事だったからな……」

　俺は素す直なおになれない照れ屋みたいなことを言ってしまう。

　アイリスにほめられて照れているのは間違いないが……。

「あの……勇者様とアイリスさんのご関係は？」

　マーガレットが質問を変えてくる。

　まあ、当然の疑問だろう。

「アイリスと俺は家族だ。そして、俺はアイリスのパパだ」

「勇者様、子供がいたんですか!?」

　マーガレットが指折り数える。

「えっと……勇者様が十八歳で、アイリスさんが十二歳くらいだから……」

「おいおい、実の娘なわけないだろ」

「はっ……確かにそうですね！」

　こいつ、意外と天然なところがあるな……。

　仲間として行動していたときには気づかなかった一面だ。

「つまるところ、勇者様がアイリスさんを引き取ったと？」

「それは逆だ」

「はい？」

　すると、アイリスがニコニコとして言った。

「わたしがウィルさんのママなの！」

「ええっ？」

　マーガレットの頭上に大量の疑問符が浮かぶ。

　アイリスはそんな彼女になおも楽しそうに説明し続ける。

「わたしはウィルさんのママだから、ウィルさんはどんなことしてもいいの！　でね、ウィルさんはわたしのパパだから、わたしもいーっぱい甘えちゃうの！　わたしたちね、もうすっかり家族なんだよ？」

「えっ？　えっ？」

　無邪気な発言に翻ほん弄ろうされまくるマーガレット。

　俺はそんな彼女を見かねて補足してやる。

「アイリスは言わば、心の母というやつだな」

「いやいや、私よりも年下な子を心の母だなんて……」

「心の母になるのに年齢は関係ない。心が子供のままの大人もいるようにな」

「上う手まいことを言った雰囲気にしてごまかさないでください！」

　マーガレットが「はぁ～っ」とうんざりした感じにため息をついた。

「ひとまず、勇者様の一日の生活を見させていただきます」

「俺の生活次第で連れ戻すのをやめると？」

「それはありえません」

　マーガレットがきっぱりと言い放つ。

「連れ戻し方が変わるだけです」







　そんなことを言われたところで、生活態度を今更変える俺ではない。

　マーガレットには新しい俺の生き方を見てもらうだけである。

　昼食を終えたあと、アイリスが洗濯をすると言ったので、俺は彼女の頑張る姿を玄関先から眺めることにした。家事に励はげむ娘を心の中で応援する。実に有意義で贅ぜい沢たくな時間の使い方ではないだろうか。

　アイリスは大きなたらいの中で元気に足踏みしている。たらいの中には洗濯物と石せつ鹼けん水が入っていて、彼女が足踏みするとふわふわとシャボン玉が舞い上がった。エプロンドレスの裾すそを持ち上げて、軽かろやかに飛び跳ねる様子が無邪気で愛らしい。足踏みする素足も実に健康的だ。

「勇者様は働かないんですか？」

　隣にいるマーガレットが聞いてきた。

　俺は玄関先に腰を下ろし、アイリスだけをまっすぐに見ている。

「働かないって……さっき、働いただろ？」

「えっ？」

「えっ？」

　顔を見合わせる俺たち。

　手間だとは思いつつも、俺はマーガレットに説明する。

「ほら、アイリスと一緒に食器を片付けたろう？　それから、庭で飼っているニワトリにもえさをやったし、畑の野菜にも水やりをした。アイリスから用事を頼まれたら、他ほかにも色々とやるつもりだが……」

　忘れていた。俺の考える『働く』や『頑張る』は、世間一般で思われているものとは大きく異なるのだ。そもそも、この考え方自体が村長の受け売りであり、俺自身が理解するのにかなり苦戦した。

「勇者様、それは働いているとは言いません！」

　マーガレットが力説する。

「まるで隠居したおじいちゃんじゃないですか!?」

「なるほど、それだ！」

　今の俺にぴったりの表現が、まさか彼女の口から出てくるとは……。

　これが客観的な見方というやつか。

「俺は魔王を倒すために人生の全すべてを費ついやしてきた。だから、ここからは静かで楽しい余生をアイリスと過ごすわけだな。ありがとう、マーガレット。俺はこれでますます心置きなく働かずにいられる」

「そ、そんなのダメですよ！」

「先に頑張った分だけ、あとで休めるのは普通だろ？」

「ダメです、絶対にダメです！」

　マーガレットはあくまで頑がん固こな態度を崩さない。

　否いや、彼女の態度は頑固を通り越し、聞く耳を持たないという感じだ。

　この異様な頑かたくなさは何な故ぜなのか、と俺は俄が然ぜん気になってくる。

「勇者様は勇者様らしく務めを果たさないと！　仮に勇者をやめたとしても、娘を養やしなっていく立場なんですから、きちんと働かなければダメです。ちょっと家事を手伝ったくらいで、住まわせてもらって、食べさせてもらって……では、まるで寄き生せいしているようじゃないですか！」

「そんなこと言われても、アイリスは納得してくれてるしなぁ……」

　それに父親としてやれることはやっているつもりだ。

　アイリスが『パパにしてあげたかったこと』は全部受け入れている。

「そもそも、俺はもう働けない体になっちゃって……」

「勇者様、ご病気なんですか!?　それとも魔王の呪いが今になって──」

　マーガレットの顔が青ざめる。

　なんでこう反応が極端なんだ。

「そうじゃなくて、働こうとすると胸が苦しくなるんだ」

「心の問題じゃないですか!?」

「心の問題だから大変なんだろ、うっ……」

　久々にあのいやーな感覚が戻ってくる。

　ああもう、仕事の話なんて振ってくるから！

　俺はその場でうつむき、苦しくなってきた胸を両手で押さえた。

「ウィルさん、大丈夫!?」

　洗濯中だったアイリスがこちらに駆けてくる。

　彼女はしゃがんで俺の背中に抱きつくと、

「おむね、苦しいの？　ぽんぽんしてあげるね」

　小さな手のひらでそっと胸を触ってくれた。

　これがもう効こう果か覿てき面めんで、胸の苦しみはスッと引いていった。

　手当てとはよく言ったものである。

「ありがとう。アイリスのおかげで楽になったよ」

「苦しくなったら教えてね。またぽんぽんするから」

「アイリスにぽんぽんしてもらえるなら、噓うそでも頼んじゃうかもしれないな」

「噓なんて言わなくても、ウィルさんのお願いならなんでも聞くよ？」

　不思議そうに首をかしげるアイリス。

　それから俺に微笑ほほえみかけると、彼女は洗濯の方に戻っていった。

「なんでも、か……」

　アイリスの心の広さにはいつも驚かされる。

　俺には彼女に対して、まだまだ正直になれる余地があるらしい。こんなことだから、村長になんとかレベルが低いとか言われるのだろう。でも、これからさらに成長できると思えばむしろ楽しくなってくる。

　マーガレットの方を見てみると、彼女は口をあんぐりと開けたまま固まっていた。

　もしかして、目を開けたまま気絶しているのか？

「マーガレット、大丈夫か？」

「──はっ!?　意識が飛んでました」

　マーガレットが垂れそうになっていたよだれをハンカチで拭ふき取る。

「アイリスさんがあまりにもよくできた子だったので……」

「分かる」

　アイリスのことをほめられると、俺まで自分のことのように嬉うれしくなる。

　これも一つの親心というやつだろうか？

　マーガレットはいつの間にか、妹を見守るような優しい目をしていた。

「愛されて育ったんでしょう。そうでないと人の愛し方は分かりません」

「だろうな……」

　アイリスにとって不幸中の幸いだったのは、存命中だった母親から惜しみない愛を与えられたことだろう。そうして、アイリスの中で母性が育まれることになり、彼女は十二歳にして立派なママになったのだ。

「それにしても流石さすがは聖女と呼ばれるだけあるな」

　俺は素す直なおに感心していた。

　アイリスの生い立ちを知らなければ、彼女の俺に対する行動はごっこ遊びに見えてしまうだろう。小さな子供が人形を背負ってあやしたりするアレだ。しかし、アイリスはきわめて真剣に、俺に対して愛情を注いでくれているのである。マーガレットは頑がん固こ一辺倒のように見えて、それをしっかりと見抜いていたわけだ。

「……いや、愛についてはそっちが専門だったか？」

「えぇ、まぁ……」

　歯切れの悪い答えをするマーガレット。

　俺の知っている彼女なら「もちろんです、聖女ですから！」と胸を張はり、嫌み一つない誇ほこらしげな笑顔を見せているところだ。全すべての人を愛する彼女は、同時に全ての人から愛されており、そしてほめられ上手なのである。

　ほめられて素直に喜べないというのは、あまりよくない兆ちよう候こうだと俺は思うのだが……よくよく考えてみると、俺という悩みのタネにほめられたところで、きっと皮肉にしか聞こえないのだろう。

（話し合いで説得したいのに普通の会話もままならないか……）

　俺が頭を悩ませていると、そこに村長が軽かろやかな足取りでやってきた。

　彼女はバスケットを携たずさえ、さらに円盤形の大きなチーズを胸に抱えている。

「おーい、ワシ特製のチーズを持ってきて……げげっ!?」

　驚いた村長の手から、円盤形のチーズが落ちる。

　チーズは坂道を猛スピードで転がり落ちていった。

「マジもんの聖女がどうしてここに!?」

「俺を連れ戻しにやってきた昔の仲間だ……ていうか、何回もニアミスしてたぞ」

「ワシは魔法学校に通ってない学歴コンプレックスから、まともに魔法教育を受けている魔法使いやら聖女やらが大の苦手なのじゃ！」

「……私、取ってきます！」

　マーガレットが駆けだして、転がり落ちるチーズを追いかける。

　しばらくして、チーズを抱えて戻ってきた彼女は、昨日のように全身汗だく＆法ほう衣え透け透け状態になっていた。茂しげみにでも突っ込んだのか、髪には木の葉っぱまでついている。親切にもほどがある頑張りっぷりだ。

「ぜーっ、ぜーっ……取って、きましたよ……」

「おおう、これは助かった。感謝するぞい、聖女様」

　学歴コンプレックス云うん々ぬんはどこへやら。

　村長は笑顔でマーガレットからチーズを受け取った。

「いやはや、先入観というのはいかんのう。申し訳なかったぞい」

「いえ、これも……はぁはぁ……聖女の務めですから……」

（それ本当に聖女の務めか？）

　疑問に思っている俺を余よ所そに、マーガレットが目をぱちくりさせる。

「おや、魔女の方でしたか？」

「ここの村長をしておる。そして、ウィルくんの師匠でもある」

　息をするように適当なことを言い出す村長。

「勝手に師匠ぶってるだけだ」

「それにしても聖女様……ふむ、バブみ受容レベル１か」

「えっ？　なんですか？」

　マーガレットが聞き慣れぬ単語に困惑する。

　俺は自分の耳を疑ってしまう。バブみ受容レベル１……それは村長が俺に対して、出会った時に言った言葉と同じだった。それが俺の聞き間違いでないなら、マーガレットはかつての俺と同じということになる。

　にわかには信じられない。

　現にこうして仕事熱心に俺を追いかけてきたし……。

「村長として少し話を伺いたいのだがよろしいかのう？」

「あ、はい。私としても、村長さんのお話を聞きたいです」

「よしよし。アイリスちゃん、少し上がらせてもらうぞい？」

　とんとん拍子に話を進める村長。

　洗濯中のアイリスが「どうぞーっ！」と元気に返事する。

「ウィルくんも一緒に来てくれるな？」

「あぁ、分かった」

　俺の中でにわかに期待が高まる。

　とにかく話術は巧みな村長だ。もしかしたら、上う手まい具合にマーガレットを説得してくれるかもしれない。

　俺は村長とマーガレットを家のダイニングルームに案内する。

　三人でテーブルに着くと、村長がバスケットから牛乳瓶を取り出した。

「うちの牧場で絞った牛乳じゃ。絞りたてで新鮮だぞい」

「ありがとうございます。いただきますね」

　こうして俺たちの話し合いは、美お味いしい牛乳を飲みながらにこやかに始まった。

　マーガレットの自己紹介から始まり、俺を連れ戻すことになった経緯まで、改めて村長に説明する。勇者様は国民のために働くべきで云うん々ぬん……とマーガレットが熱弁し、一段落したのは牛乳瓶が空になった頃ころだった。

「なるほどのう。国民のためにもウィルくんには戻ってほしいと」

「数え切れない人たちが勇者様の帰りを待ち望んでいます」

「それも一つの事実じゃろうな」

　村長がいつになく鋭い視線をマーガレットに向ける。

「でも、ウィルくんとアイリスちゃんが家族なのも、また一つの事実じゃないかのう？」

「私は別にお二人を引き離そうとは思っていません」

　マーガレットが強気に言い返した。

「たとえば、お二人で王都に移り住んでいただくとか……」

「アイリスちゃんは家族の家を守っておる。ここを離れさせるのは酷じゃろうよ」

「それなら、勇者様に戻っていただくだけとしか……」

　若じやつ干かん険悪な雰囲気が漂ただよい始めたのを感じる。

　そんな空気を打ち払うように、村長が軽いため息をついた。

「ま、このままだと話し合いは平行線じゃよな？　なんたって、マーガレットちゃんが自分に噓うそをついてるんじゃからな」

「んなっ!?」

　怒ったマーガレットが椅い子すから立ち上がる。

「私は噓なんかついていませんっ!!」

「強がる必要はない。すでにおぬしはワシの術中にはまっている」

「術中……ま、まさか!?」

　俺とマーガレットの視線が牛乳瓶に向けられたのは同時だった。

　村長が物語に出てくる魔女のように老ろう獪かいな笑い声をあげる。

「ほっほっほ。マーガレットちゃんの牛乳には『何でも正直にしゃべっちゃう薬』を混ぜておいたのじゃ。我慢すればするほどつらくなるから、さっさと白状した方が身のためじゃぞ。ほーら、体がどんどん熱くなってくる！」

「そ、そんな都合のいい薬があるわけないですっ！」

　あるわけないない、とは俺も心の中で思っていた。

　マーガレットの牛乳だけに薬を仕込むような隙すきはなかったし、おそらくは村長得意の口八丁だろう。マーガレットの口から新情報が飛び出せば御の字だが、この程度のでまかせで効果があるはずもなく──

「あ、あのですね……そ、そのっ……」

　マーガレットの顔がいつの間にか、完熟トマトのように真っ赤になっていた。

（えっ、なんだ？　図星だったのか？）

　村長が本当に薬を使ったかはともかく、マーガレットは間違いなく動揺している。顔は湯ゆ気げが出そうなほど真っ赤になり、全身から吹き出した汗がせっかく乾いてきた法ほう衣えをぐっしょりと濡ぬらしてしまっている。モジモジと内ももをこすり合わせて、この場から今にも逃げ出しそうに見えた。

　そんな彼女を前にして、村長は不敵な笑みを浮かべている。

「今は何を言ってしまっても薬のせいにできる。むやみに苦しむことはなかろう」

「で、でも……」

「おぬしの胸にため込んでいるわだかまりをはき出してしまうのじゃ。ほらほら、おぬしはだんだん正直に話したくな～る！　ついでに体も火ほ照てってきて、汗に濡れた服も脱ぎたくな～る！」

「わ、わた、わたしは──」

　マーガレットがぴっちりと貼はり付いた法衣に手をかける。

「──って、脱ぎたくなるわけあるかーっ!!」

　聖女のノリツッコミ。

　瞬間、マーガレットの全身からまばゆい光が放たれる。それは魔法として唱えられていない魔力……言うなれば生の魔力だった。一般人には無害だが、下級の魔物やら、半端に魔法をかじっている人間が浴びたらひとたまりもない。

　そんな魔力を間近でくらったものだから、

「うぎゃぁ────っ!!　溶ける────っ!!」

　村長が絶叫をあげながら、家から飛び出していってしまった。

　牛乳を持ってくるのに使ったバスケットがテーブルに放置されている。

　マーガレットがやっと我に返る。

「あっ、やってしまいました……」

「あれはしばらく寝込むぞ」

　これは流石さすがに俺も同情する。

　まあ、村長ならテーネに甘える口実ができたことを喜ぶかもしれないが……。

「あの……勇者様の日常生活観察に戻ってもいいでしょうか？」

「そうだな。また表に出るか」

　俺とマーガレットは気を取り直して庭に出る。

「でーきたっ！」

　アイリスがちょうど洗濯物を洗い終えたところだった。

　大きなたらいからは石せつ鹼けんの泡が今もぷかぷかと立ち上っている。

「アイリス、手伝おうか？」

「うん！」

　ここからは二人で共同作業だ。

　マーガレットは精神的に疲れているようなので放ほうっておくことにする。

　庭の木々にロープを張はり、二人で洗濯物を次々と引っかけていった。

　今日は天気もいいので、夕方にはすっかり乾くことだろう。

　二人でやると洗濯物はあっという間に干し終わった。

「ありがとう、ウィルさん！」

　アイリスは清すが々すがしい笑みを浮かべている。

　一仕事を終えた彼女の額には汗のしずくが光っていた。

　俺は大きなあくびをして、庭に生えている木の幹に寄りかかる。

　ちょっと体を動かしたら、また強烈な眠気が襲ってきた。

　昨晩の眠りが浅かったのだろうか。俺自身はさほど気にしていないつもりだったが、どうやら思っていたよりも影響を受けてしまっていたらしい。自分のメンタルの弱さを再認識する。

　しかしながら、今となっては気にすることでもない。

　メンタルが弱くても結構。

　疲れたり傷ついたりしたら、癒いやしてもらえばいいのだから。

「ウィルさん、眠いの？」

「あぁ……昼寝でもするよ」

「うん、分かった！」

　アイリスが木こ陰かげに正座で座り込む。

　彼女はスカートから覗のぞく太ももを軽くぽんぽんと叩たたいた。

「どうぞ、ウィルさん♪」

「おう、ありがとう」

　俺は木陰に寝転がり、アイリスの膝ひざ枕まくらに頭を乗せる。

「おぉ……これは！」

　アイリスの体は肉付きが薄く、おんぶしたりすると驚くほど軽いのだが、こうして膝枕してもらうと彼女の太ももはむっちりと柔らかい。人肌の温かさも相あいまって、普通の枕よりも寝ね心地ごこちがいいほどだ。

　これはもっと感触を楽しみたいところ。

　寝返りを打ってうつぶせになり、俺はアイリスの太ももに顔を埋うずめる。一生懸命に洗濯していたからだろう。彼女の太ももは微かすかな汗で潤うるおっており、そして爽さわやかな石せつ鹼けんの香りをまとっていた。

「ひゃっ……ウィルさん!?」

　アイリスは一瞬驚いたが、

「えへへ、ちょっとくすぐったい」

　嬉うれしそうにはにかんで、俺の髪を優しくなでてくれた。

　よしよし、これで今度こそぐっすりと眠れて──

「ちょっと！　気づいたら何をしてるんですか！」

　復活したマーガレットがまたまた大騒ぎし始める。

　俺はやむを得ず、アイリスの太ももから顔を上げた。

「なにって……膝ひざ枕まくらしてもらってるんだが？」

「正気ですか、勇者様!?　そんな年とし端はもいかない女の子の太ももに顔を埋うずめたりして……ほんの少し前までは赤の他人だったわけですよ？　それなのに恥ずかしげもなく膝枕してもらうだなんて……幻滅です！　いやらしい！」

「幻滅してもらっても結構だが、いやらしいと言うのはやめてくれよ」

　俺は苦々しい顔になる。

「アイリスと出会ってから、確かに長い時間は経たっていない。でも、俺たちはもうすっかり本当の家族なんだ。過ごした時間の長さは関係ない。だから、家族のスキンシップに水を差さないでくれないか？」

「勇者の立場を利用すれば、信頼を得ることくらいわけないです」

「そうじゃない。アイリスは勇者じゃない俺を受け入れて……」

「昨日のことだって大問題です」

　マーガレットは聞く耳を持たず一方的に話し続ける。

「勇者の立場で信頼させ、幼い少女を連れ回したわけですからね。アイリスさんは楽しんでいたようですが、聖女である私の目はごまかせませんよ。おまけに自分の悪事を暴かれたくないあまり、私に淫みだらな格かつ好こうをさせて町中を走らせるだなんて……卑ひ怯きようにもほどがあります！」

「おい、最後のはお前にも原因があるだろ！」

「問もん答どう無む用ようです！」

　マーガレットが懐ふところから銀色に光るメダルを取り出す。

　メダルには光教会のシンボルである五ご芒ぼう星せいの印が刻まれていた。

　神聖な魔術を発動するための触媒、すなわちタリスマンである。

「幼い少女の家に上がり込み、働きもしないでヒモ同然の生活。それどころか生足で膝枕してもらうという不ふ埒らちな行為まで……かつての勇者様に戻っていただくため、力尽くでも連れ戻します！」

　マーガレットがタリスマンを握りしめると、彼女の右手がまばゆい光を放ち始めた。彼女の体内を巡めぐっている膨大な魔力が、タリスマンに集まって圧縮されているのである。強大な魔法を発動する前のチャージ段階だ。

　俺は起き上がり、アイリスを背中で守る。

　背中にしがみつく彼女の手がぶるぶると震えてしまっていた。

「アイリスの前で魔法をぶっ放すつもりなのか!?」

「巻き込みたくなかったら大人しくしてください」

　こうなったら下手に逃がそうとする方が危険だろう。

　マーガレットを説得できないかと、眠気のある頭をフル回転させる。

　チャンスはあるはずだ。何しろマーガレットには隠し事がある。村長に問い詰められたときの態度は明らかにおかしかった。俺の知っているマーガレットは隠し事をするような人間ではないが、村長の話術と洞どう察さつ力りよくも信頼に値する。

「そうだ！　この際だから、マーガレットも仕事を休んだらどうだ？」

「……は？」

「この村でのんびり休んで、気分をリフレッシュさせよう。俺もゆっくりと休んだおかげで、自分自身をがんじがらめにしていたことに気づけた。俺は逃げも隠れもしない。焦ることはないんだから、ここは一度、自分を見つめ直すと思ってな……」

　よし、これは割といいことを言えている気がする。

「ラクーナ村の人たちは親切だし、食べ物は美お味いしいし、空気も綺き麗れいだし……そうだ、うちの裏には露ろ天てん風ぶ呂ろもあるぞ？　誰だれにも邪魔されず、のんびりと温泉に浸つかれる。せっかくだから、みんなで一緒に入ったり──」

「みんなで温泉!?」

　マーガレットの目がカッと見開かれる。

「勇者様、まさかアイリスちゃんと一緒に入ってるんですか!?」

「あー、まぁ、それは……」

「みんなで一緒に入ってるよ！」

　はっきりと答えてしまうアイリス。

　俺がごまかす間もなかった。しかし、彼女は心配そうな顔をしており、俺のためを思ったからこそ、怯おびえながらも質問に答えてくれたのだろう。ここは俺もごまかさずに全すべて正直に答える覚悟をする。

「わたし、ウィルさんの体を洗ってあげたもん！」

「背中！　背中を流してもらったんだ！　そうだよな、アイリス？」

「うんっ！」

　マーガレットがあからさまに疑いの目を向けてきている。

　彼女の握りしめるタリスマンには、現在進行形で魔力がたまり続けていた。

「それで……みんなで一緒に入ったというのは？」

「村長さんとテーネちゃんも一緒だよ！」

「どういうことですか？」

　マーガレットがじろりと俺をにらみつけてくる。

　彼女の目には明らかな殺意の色が滲にじみ出でていた。

「うちの露ろ天てん風ぶ呂ろには村長とか、村長の家で働いているメイドの子も入りに来るんだ。二人ともやけにおおらかで、一緒に入りたがるものだからさ……でも、みんなで入ると賑にぎやかで楽しいし、これは裸の付き合いとも言えるわけで──」

「け、けだもの！　けだものです！」

　完全にドン引きしているマーガレット。

　彼女は嫌悪感たっぷりの視線を俺にぶつけてくる。

「なんとおぞましい！　露天風呂で裸の少女たちを侍はべらし、あ、あんなことや、こんなことをやってるんでしょう!?　そして、お風呂上がりには私に着せたみたいな破は廉れん恥ちコスチュームを着せて楽しんでいる……鬼畜です、鬼畜の所業です！」

「おい！　お前の妄想で勝手に余罪を増やすな！」

　これでは異端審問をされている気分だ。

「私の尊敬する勇者は死にました。目の前にいるのは悪しき堕落者です。どんな過酷な運命を背負っていても、かつてのあなたは仲間たちに優しく、清らかな心を持ち、誰だれよりも光り輝いていたというのに！」

「いや、でも、これが本当の俺であって……」

「これ以上、私の勇者様を汚さないでください！」

　喉のどの奥から振り絞られる悲痛な叫び。

「あなたのようなケダモノはもう知りません！　弱音も吐かず、いつも前向きで、私の憧あこがれだったのに……あれも全部噓うそだったなんて、どんな悪夢ですか！　生きてるのがつらくなるレベルですよ！」

「そこまで言うか!?」

　そもそも、俺の存在はそんなにマーガレットの中で大きかったのか？

　いや、重要なのはそこじゃない。マーガレットは今まで、国民のためだとか、国王の命令だとかしか言わなかった。でも、ようやく彼女自身の気持ちが前に出てきた。自分の中にある理想像を汚してほしくないだなんて、あまりにも彼女らしく……俺の知っている聖女マーガレット・グレイスらしくない。

「なあ、マーガレット──」

「これ以上、声を発さないでください！　視界にも入らないでください！」

「俺の話を聞いてくれ」

「主よ、あなたの忠実なるしもべに力をお与えください──」

　マーガレットがついに呪文の詠えい唱しようを始めてしまう。

「なっ……その魔法は!?」

　光教会に伝わる最上位の攻撃魔法であり、マーガレットの代名詞でもある魔法だ。その威力は絶大であり、魔王の腹心であるグレートデーモンをはじめとして、数多くのモンスターを葬ほうむったことで知られている。

　もちろん、生身の人間に対してぶっ放すものではない。

　よくて黒焦げ、大抵は消し炭も残らない。

「世界を照らす太陽の力を、邪を滅する聖なる力を──」

　タリスマンを握りしめるマーガレットの右手に稲光が走った。

　彼女は左足を高く上げて、見事な投とう擲てきフォームを取る。




「轟とどろき貫け──輝く太陽の神槍サンダーボルト!!」




　瞬間、マーガレットの右手から螺ら旋せん状じようの稲いな妻ずまが投げ放たれた。

　まばゆい閃せん光こうが周囲を照らし、危うく視界がホワイトアウトしかける。

　俺は目を細めてまぶしさをこらえ、足下に落ちている木の枝を拾った。

　それから、

「あぶねっ!?」

　飛んできた稲妻の槍やりを木の枝で打ち返した。

　バチバチと音を立てながら、稲妻の槍は青空に吸い込まれる。

　世にも珍しい逆向きの流れ星だ。

「ま、まだまだですっ!!」

　マーガレットが一瞬ひるみながらも、右手に魔力を再び集中させる。

（こうなったからには、気の済むまでやらせてみるか……）

　俺は拾った木の枝に魔力を伝わせた。

「さあ、いくらでもかかってこい！　俺は意地でも帰らないからな！」

「そんな世よ迷まい言ごとを……轟き貫け、輝く太陽の神槍サンダーボルト!!」

　二発目の稲妻がマーガレットの右手から放たれる。

　俺は魔力のこもった木の枝で、稲妻を真正面から打ち払った。

　爆音に鼓膜を揺さぶられ、甲かん高だかい耳鳴りが残る。

「俺は本気だ……生まれて初めて、自分の生き方を本気で考えたんだ。与えられた役を演じるんじゃなくて、俺という一人の人間として生きてみたかった。それを支えてくれたのがアイリスなんだ！」

「民衆を支えるべき英雄が、いたいけな少女に支えられるだなんて……」

「俺は英雄なんかじゃない！」

　こうして言葉を交わしている間にも、マーガレットは稲いな妻ずまを放ち、俺はそれを打ち消し続けている。魔力のこもった木の枝は光り輝き、さながら伝説の聖剣を振りかざしているような有あり様さまになっていた。

「俺は孤独だった。疲れ切っていた。不自由だった。そんな生き方を『魔王を倒した勇者だから』という理由で押しつけてくる人たちにうんざりしていた。模も範はん的てき英えい雄ゆうから逃げ出してからも、失われた時間を取り戻せなかった」

　一人では何もできない。

　そんな当たり前のことすら、俺は分からなくなっていたのだ。

「でも、アイリスのおかげで気づくことができた。失われた時間を取り戻す方法……それは頑張らないことだったんだ。必死に逃げ回っても意味はない。全身から力を抜き、ありのままの自分をさらけ出すことが重要なんだ」

「そうしてさらけ出した結果が、デートや膝ひざ枕まくらだったのですか!?」

「あぁ、その通りだ！」

　マーガレットの放つ稲妻が徐々に弱まっているのを感じる。

　聖女である彼女とて、魔力は無尽蔵ではない。

「模範的英雄……俺はいつの間にか、役を演じていたはずが、むしろ役に縛られてしまっていたんだ。本当の俺は、女の子とデートだってしたければ、膝枕だってしてもらいたいし、働いたあとには休みがほしい……そんな人間だったのにな」

　最上位の攻撃呪文をぶつけられている最中だというのに、俺はしみじみとした気持ちになってくる。こんな素す直なおに自分の気持ちを語れるだなんて、アイリスと出会う前の俺なら信じられなかったことだ。

　俺は背中に隠れているアイリスをちらりと見やる。彼女は稲妻が飛んでくるたびにビクッと体を震わせているが、それでもむやみに逃げだそうとしたりせず、俺のそばから離れずにいてくれていた。

　そんなアイリスの健けな気げな姿が、今の俺にとっては何よりも心強い。

　何も間違っていないんだ、と心の底から自信がわいてくる。

「マーガレット、何度でも言うぞ」

　弱まってきた稲妻をかき消し、俺ははっきりと言い放つ。

「俺は絶対に頑張らない!!」

「くっ……」

　マーガレットの右手からついに魔力が失われる。体力的にも限界が迫っているらしく、両足が大きく震えだし、汗が地面にぽたぽたと垂れていたが、それでもなお俺のことを鋭くにらみつけていた。

「私の方が魔力は優れているはずなのに、まさか一発も当たらないなんて……」

「すまん、それについては一つ訂正がある」

「へっ？」

　きょとんとするマーガレット。

　彼女には酷な話かもしれないが、今更噓うそを言っても仕方がないので、俺は正直に話すことにする。

「俺は『伝説の聖剣で戦う勇者』ということになっていたが、本当は魔力もかなり……というかめちゃくちゃ強いんだ。それだと仲間たちのメンツが立たないから、パーティーの輪を保つためにも、黙っておくようにと王様に言われていて……」

「そんなぁーっ！」

　魔力で勝っているなら、魔法に対処することはたやすく、木の枝でも簡単に稲いな妻ずまをはじくことができる。俺と魔力が拮きつ抗こうしていたのは魔王くらいなもので、マーガレットがへこむこともないと思うのだが……下手に慰めるのはやめておこう。

「マーガレット、諦あきらめてくれ。お前に俺は連れて帰れない」

「こ、こうなったら……」

　マーガレットがどこからともなく昨日の女王様鞭むちを取り出す。

「魔法が駄目なら物理かよ!?」

　振り下ろされる女王様鞭。

　稲光が走ったような音が響き、左肩に鋭い衝撃が走る。

　打たれたところは服が裂けて、肌が赤々と腫はれ上がった。

「ウィルさん、大丈夫!?　痛くない!?」

　アイリスの顔が青ざめる。

　俺はニッと笑顔を見せて、彼女の頭を優しくなでてやった。

「これでも元勇者だからな。我慢強さには自信がある」

「あ、あの……わ、私……」

　マーガレットの手から女王様鞭が地面に落ちる。

　彼女は顔面蒼そう白はくになって、俺とアイリスを交互に見ていた。

　どうやら、無抵抗の相手を鞭むち打うちすることは……そして、アイリスにそんな光景を見せてしまうことは、彼女の良心が許さなかったようだ。誰だれよりも真面目まじめで心優しい、俺の知っているマーガレットなら、そうしてくれるだろうと思っていた。

　実際のところ、女王様鞭はいわゆるお遊び用だったらしい。音が派手な割にそこまで痛くなかったのだが、ここは天からの助けだと思って黙っておこう。あれが本物の鞭だったら、服が破けるくらいでは済まなかったはずだ。

「う、うう……」

　マーガレットが地面に膝ひざをつき、さめざめと泣き始めてしまう。

　彼女の着ている法ほう衣えが、土にまみれて汚れてしまった。

「憧あこがれの勇者様はぐうたらになってるし、私の魔法は全然通用しないし、王様の命令なんか全然聞きたくなかったし……そもそも、魔王退治のときからパーティーのみんなと仲良くできてなかったし！」

「はい？」

　ここでとんでもない告白が飛び出してくる。

　王様の命令も聞きたくなかったし、パーティーのみんなと仲良くできてなかった？

　それは俺にとって初耳で、そして思いもよらないことだった。

「……おいおい、マーガレット。お前は真面目まじめすぎるところがあって、仲間たちと衝突することもあった。それでも、俺の目から見たら十分仲良くできていたぞ？　それは単なる思い込みじゃないのか？」

「私からしたら、勇者様の方こそよくやってましたよ！」

　確かに俺はリーダーとして救世の騎士をまとめていた。本心からの行動ではなかったとはいえ、表向きは人当たりがよく、戦っても強いし、仲間たちから一目置かれ、マーガレットが好感を持ったのも無理はない。そうやって好感をもたれることが、俺の役割だったので仕方なかったが……。

「王様の命令はどうなんだ？　救世の騎士が国の復興を手伝うことになったとき、マーガレットは自分から進んで手を貸していたじゃないか。誰だれにでも平等に接し、笑顔と優しさを振りまいて、あれこそ聖女の振る舞いだと……」

「あんなもん演技です!!」

　マーガレットの目から大粒の涙がぽろぽろとこぼれる。

「うちは代々聖女を輩はい出しゆつしている家系だから、ああやって聖女らしく振る舞うしかなかったんです！　私が聖女の務めを果たせなかったら、私の家族だけでなく光教会の信頼も傷つけてしまいます。望まれたとおりにするしかないじゃないですか！」

　彼女の流した涙がぽたりぽたりと地面に落ちた。

　俺はようやく得心した。

　マーガレットは俺と同じだ。周囲から役割を求められて、自分の気持ちを表に出すこともできず、心安まる時間も手段も持っていなかった。そんな状態で、憧れの勇者様が自由気ままに生きているのを見たらどうなる？　許せなくなるのも当然だ。

「苦しんでいたんだな、マーガレットも……」

　彼女にどうしてやればいい？

　俺が迷い、戸と惑まどっていると、




「お姉ちゃんも……つらかったんだね」




　マーガレットのそばに駆け寄り、アイリスが彼女の体を抱きしめていた。

　幼い子供を慰めるように頭をなでなでする。

　アイリスの行動に一番驚いているのはマーガレットだ。

「そんなっ……アイリスさん!?　私、あなたを怖がらせてしまったのに……」

「ううん、平気だよ」

　何事もなかったかのように微笑ほほえむアイリス。

　彼女の笑みは太陽のような暖かみをたたえていた。

「お姉ちゃんにもよしよししてあげるね。わたしが寂しくなったときも、ママがよしよししてくれたの。つらいことがあったら我慢しないで言ってね？　わたし、お姉ちゃんのお話、なんでも聞くからね」

「うっ……あぁう……アイリス、ちゃん……」

　マーガレットがとうとうアイリスに抱きついた。

　アイリスの胸に顔を埋うずめて、思い切り泣き声を上げる。

「私、もう逃げ出したい！　聖女なんてやりたくない！　誰だれかにずっと甘えてたい！」

「甘えていいよ、マーガレットお姉ちゃん」












「……いいの？」

　マーガレットが顔を上げる。

　彼女は顔をくしゃくしゃに泣き腫はらしていた。

　アイリスを見つめる瞳ひとみは、今もなお全すべてを信じ切れずにいる。

「私は聖女なんだよ？　みんなの模範にならなくちゃいけないんだよ？」

「わたしにとっては目の前にいるマーガレットお姉ちゃんが全部だもん。家族のため、みんなのため、誰だれよりも頑張ってきたんだよね？　わたしの前では聖女さまじゃなくて、そのままのマーガレットお姉ちゃんでいてね？」

「うっ……うあああぁ、アイリスちゃん！」

　マーガレットが再びアイリスの胸に顔を埋うずめる。

「天使……いや、女神様！　アイリスちゃん、マジ女神です！」

「えへへ、女神さまなんて言われるとちょっと恥ずかしい……」

　悲ひ壮そうな雰囲気は和やわらぎ、いつしか二人はにこやかに抱き合っていた。

　マーガレットはすっかりアイリスに心を開いており、幸せそうな顔で彼女によしよししてもらっている。実に見事な甘えっぷりで、見ているだけで心が和むほどだ。

　これでひとまず一件落着だな、と俺は安心してその場に腰を下ろす。

　俺が勇者をやめたことも、アイリスと一緒に暮らし始めたことも、今のマーガレットなら理解してくれることだろう。自分の気持ちを打ち明けられなかったもの同士、今度こそよき友達にだってなれるかもしれない。

「それはそうとして……マーガレット、そろそろ交代してくれないか？」

「アイリスちゃん、マジいい匂においするんですけど！　太陽の光を一杯浴びながら、一生懸命にお洗濯してたんですね。お日様の匂いと、石せつ鹼けんの匂いと、汗の匂いと……はあぁ、女神様のご加護を感じます！　マジ女神です！　やばいです！」

「マーガレット？　お、おーい？」

　俺、そろそろ眠気が限界なんだけど？

　アイリスの膝ひざ枕まくら、楽しみにしてたんだけど？

　俺が一人で戸と惑まどっていると、アイリスがこちらに視線を投げかけてきた。

　彼女は「ちゃんと我慢できたら、ご褒ほう美びをあげるからね？」と言わんばかりに悪戯いたずらな笑みを浮かべている。けれども、それは一瞬の出来事でしかなくて、「アイリスちゃん、こっち向いて！」とマーガレットから甘えられると、アイリスは再び女神のような慈しみの表情を浮かべた。

　アイリスの母性、やはり計り知れない。

　これは俺もうかうかしていられない。

　もっと積極的に甘えなければなぁ……。

　そんなことを考えているうちに、俺はうとうとと居眠りを始めてしまうのだった。









エピローグ






　マーガレットがラクーナ村に来てから数日が経過した。

　結局、あれから彼女はラクーナ村にとどまることになった。聖女としての仕事も、王様からの命令も放ほうりだし、ラクーナ村の教会で一介のシスターとして一からやり直そうと思っているらしい。

　ラクーナ村の教会には神父もシスターもおらず、村長が（魔女なのに）管理しているという状態で、マーガレットの移住は村人たちにとって大歓迎だった。昼間はシスターとして光教会の教えを説き、ときには先生代わりとして授業を開いたりと、自分なりの生き方をし始めている。

　そんなマーガレットに加えて、村長とテーネも招き、今日は俺たちの家で夕食を楽しんでいる。改めてマーガレットの歓迎会というわけだ。なるべく華やかに祝おうと、俺とアイリスの二人で料理を作った。

「来るものは拒まず！　うちの村は大歓迎じゃぞ！」

　村長は林りん檎ご酒しゆを飲みまくり、すっかり赤ら顔になっている。

　マーガレットの移住について、この中で一番喜んでいるのは彼女だろう。

「それにしても、この村に来た時点でバブみ受容レベル１だったひよっこが、まさか昔の仲間をバブみの道に堕おとすとはのう！　若者の成長の早さを感じるわい。本当に罪深い……じゃなくて、感慨深いことじゃよ」

「今、罪深いって言ったな？　絶対に言ったな？」

　正直なところ、村長は面白半分であれこれ言ってきている感が否いなめない。けれども、実際のところは俺たちに良い影響しか与えていないわけで、結局は村長の好き放題にしてもらうしかないのだった。

　俺としても……まあ、うん、村長は恩人の一人だ。

　勝手に弟で子し認定されるのは困るけども。

「あまり飲み過ぎると温泉に入れなくなっちゃいますよ？」

　村長の隣にいるテーネが心配そうに声をかける。

　それから、村長の口からこぼれている林りん檎ご酒しゆをハンカチで拭ふいてやった。

　テーネもテーネで本当に面倒見のいい子である。

「ラクーナ村に新しい村人が加わったんじゃぞ！　めでたくて飲むしかないぞい！」

　案の定、村長がテーネのオーバーサイズなバストを指でつつき始める。

　こんな光景も見慣れてきてしまったのが恐ろしい。

「ほっほっほ！　ラクーナ牛の新鮮ミルクを飲んで育った豊ほう満まんおっぱい……つっついてもよし、枕まくらにしてもよし、酒の肴さかなにしてもよしの一品じゃわい！　ありがたや、ありがたや……テーネちゃんがうちに来てくれたことに感謝の日々じゃよ」

「村長さんったら♡　うふふ、どういたしまして♡」

　いつものように別次元の包容力を見せるテーネ。

　弱冠十四歳の彼女がどうしてこれほどの母性を？

　あの豊満なバストには優しさが詰まっているということだろうか。

　ちらり、と思わず俺は隣にいるアイリスを見てしまう。

　彼女はこちらの視線に気づき、

「ウィルさんも、おっぱい触りたい？」

　両手の人差し指で、自分の胸をちょこんと指さした。

　彼女の優しげな目は「恥ずかしいけどいいよ？」と語っている。

「い、いや、遠慮しておくよ。俺も大人だからな……」

「そう？」

　不思議そうに小首をかしげるアイリス。

「ウィルさんは小さいとき……赤ちゃんのときだって、お母さんに甘えられなかったんだもん。赤ちゃんみたいに甘えたくなったら、恥ずかしがらずにちゃんと言ってね？　我慢したりしたら、めっだからね！」

「あ、あぁ……分かったよ……」

　俺は恥ずかしさに耐えきれずに顔を背そむけてしまう。

　予想通り、村長が鼻で笑ってきた。

「ママが許してくれると言っておるのに……おぬしのバブみ受容レベルもまだまだじゃのう。バブみマスターへの道は登り始めたばかりじゃな。ワシのいる高みに辿たどり着つくのはいつになることやら」

「俺はそのなんとかマスターになるつもりはないから」

　でも、アイリスになら叱られてみたい！

　愛のある叱り方って全然知らないしな。

「アイリスちゃんのエンジェルバスト……でへへ……」

　で、本日の主役であるマーガレット。

　彼女は「どうしてこうなった？」と言いたくなる有あり様さまになっている。

　昼間は最上位聖女の法ほう衣えを身にまとい、迷える子羊たちのよき導みちびき手を務めているマーガレットが、今はもう法衣を脱ぎ捨てて、上半身は半はん袖そでのぺらっぺらなシャツ一枚、下半身は下着同然の短いスパッツというだらしない姿になっていた。清く貧しくを律りち儀ぎに守っているのではなく、ただ単に着飾るつもりがないだけなのは明らかである。

「お前は法衣を着ろ」

　これには俺も苦言を呈ていせずにいられない。

　けれども、マーガレットはこれを一いつ蹴しゆうする。

「あの法衣、めちゃめちゃ蒸れるんですよ。着き心地ごこち、最悪です」

「どうして、そんなものが聖女の法衣なんかに……」

「光教会上層部のエロジジイどもの趣味ですよ。ぺっ！」

「な、なんていう変わり様だ……」

　こんなになってしまったマーガレットであるが、住んでいるのはなんと俺とアイリスの暮らしている我が家である。アイリスから泣き落としで同情を誘うと、着の身着のままで勝手に居い候そうろうをし始めたのだ。

　マーガレットの住む場所が足らなかったので、俺は慣れない大工仕事で空き部屋を改装する羽目になった。新しい住人が来ると聞いて、村の男たちが駆けつけてくれた結果、マーガレット用の部屋は数日で完成してしまった。

　それからはもう完全に我が物顔である。

　今も家長の座る上かみ座ざでふんぞり返っている。

　まあ、その席に俺が座ってしまったら、必然的にアイリスとマーガレットが並んで座ることになるので、それだけはどうにか阻止しなければならない……って、マーガレットの顔がさっきから赤くないか？

　俺は彼女の手からコップを奪い取る。

「おまっ……これ林りん檎ご酒しゆじゃないか!?」

「林檎ジュースですよ、林檎ジュースです、うへへ……」

　マーガレットはもはや顔だけでなく、腕や胸のあたりまで赤くなっていた。

　ほてり具合は風ふ呂ろ上がりさながらで、肌に浮かんだ汗がキラキラしている。

「アイリスちゃ～ん♡　お姉ちゃんのこと、ほめてほめて～♡」

　アイリスに近づこうとするでれんでれんのマーガレット。

　二人の間に割り込み、俺は全身でブロックした。

　マーガレットが汗まみれの手をアイリスに伸ばす。

「お姉ちゃんはね、今日は村の子供たちに絵本を読んであげてね、馬から落ちて怪け我がしちゃったおじさんを回復魔法で治してあげてね……すっごいすっごい頑張ったんだよ♡　だから、お姉ちゃんのことほめてくれるよね♡」

　こんな不審者に迫られたら、普通は怖がるものだと思うのだが、

「うん！　もちろんだよ、マーガレットお姉ちゃん！」

　アイリスはニコニコとした笑顔で、マーガレットの頭に右手を伸ばした。

　ここは彼女の優しさに免じて許してやろうか。

　俺がそんな風に思っていると、

「でへへ、いただきまぁす♡」

　突然、マーガレットがアイリスの右手にむしゃぶりついた。

　スプーンですくった蜂はち蜜みつを舐なめるかのように舐め回す。

「んひゃっ!?　マーガレットお姉ちゃん、汚いよぉ……」

「アイリスちゃんの体に汚いところなんかないですよ、じゅるり♡」

「──ええい、やめろォ！」

　俺は反射的にマーガレットの体を押し倒す。

　そのまま、ダイニングルームの隅に座らせた。

　マーガレットが親の敵を見るような目で俺をにらんでくる。

「ううーっ！　こんなに可愛かわいいアイリスちゃんを独占するだなんて、勇者様は……じゃなくて、ウィル様はずるいです！　ずるっこです！　ほんのちょっとアイリスちゃんと出会うのが早かったからって、もーっ！」

「俺はずるくない！」

　こうして口論するのは何度目になるだろうか。

　それでも、俺ははっきりと主張し続ける。

「これは魔王を倒したことに対する俺への成功報酬なんだ。俺には日常を謳おう歌かする権利があり、失われた時間を取り戻す権利がある！　アイリスは俺のママなんだぞ。子供がママに甘えて何が悪い！」












　若造が言うようになったわい、と村長。

　見ているだけの人は楽しそうでいいですね。

「うおーっ！　だったら、アイリスちゃんは私の妹です！」

「妹の指をしゃぶる姉がいるか！」

「いーまーすーっ！　いるんです、こーこーにーっ！」

　なんという不毛で疲れる言い合いだ。

　俺がうんざりしていると、

「えへへ、なんだか家族が増えたみたい♪」

　アイリスが本当に嬉うれしそうに笑い声を漏らした。

　俺も、マーガレットも、村長も、テーネも……彼女の言葉に聞き入る。

「家族か……」

　俺が父親で、アイリスが娘で、マーガレットが長女で、村長とテーネは親戚の従姉妹いとこという感じだろうか？　いささか女性が多すぎる気もするが、彼女たちと一緒にいると寂しくないし、退屈のしようもないし……うん、悪くない。これからも頑張らず、他人に縛られず、正直に生きていける予感がする。

「ごはんを食べ終わったら、みんなで一緒にお風ふ呂ろに入ろうね」

「おう、家族風ぶ呂ろだな！」

　かけがえのないものを手に入れることができた。

　太陽のように眩まぶしいアイリスの笑顔が、俺にそのことを信じさせてくれていた。








《了》











あとがき






　最初に謝辞です。ヒロインたちを天使のごとく可愛かわいく描いてくださったそりむらようじ先生。本作を完成させるために支えてくださった担当編集者さん。本作を読んでくださった読者のみなさま。本当にありがとうございました！

　このあとがきは『ライフ イズ ストレンジ』をクリアした勢いで書いています。ループもの＋青春もの（百ゆ合りあり！）のアドベンチャーゲームで、ＰＣ版が値段もリーズナブルでおすすめです。みんなも楽しくタイムリープしまくろう！

　数日後には『ゼルダの伝説 ブレス オブ ザ ワイルド』のＤＬＣ第一弾が控えており、これが楽しみで仕方ありません。アクションゲーム初心者の人たちも、普段はゲーム機で遊ばない人たちも、ここから始めてみませんか？　来年にはモンハンの新作も出ますし、これから発売される色々なゲームも期待大です。

　本作について最後に少しだけ語ると、念願のロリババアを商業作品に出すことができました。村長はＪＫタイプのロリババアなので、今度は見た目の小さいヨーダみたいなポジションのロリババアを登場させたいです。

　それでは続編か次回作でお会いしましょう。兎う月づき竜りゆう之の介すけでした。
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